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ョイントセッション 

Ａ 会 場  
フロンティア応用科学研究棟 2F レクチャーホール  

9月12日（水）  

招待講演  

[座長 佐藤 敏文]  

11:15  1A06IL    異種固体界面における高分子鎖の凝集状態とダ

イナミクス…○田中 敬二1 1)九大院工  

[座長 下村 政嗣]  

12:55  1A08IL    SLUG：Self-Lubiricating Gelsの表面機能…○穂

積 篤1 1)産総研  

[座長 居城 邦治]  

13:45  1A10IL    粘菌から生き物の賢さを学ぶ…○中垣 俊之1 1)
北大電子研  

[座長 浦木 康光]  

14:35  1A12IL    セルロースナノファイバーの構造化と特性相関…○

齋藤 継之1 1)東大院農  

[座長 佐田 和己]  

15:25  1A14IL    高分子ゲルによる触媒デザイン…○澤村 正也1 

1)北大院理  

[座長 小西 克明]  

16:15  1A16IL    らせん高分子を動的キラル触媒として用いる高効

率キラリティー転写と不斉増幅…○杉野目 道紀1 1)京大院
工  

[座長 門出 健次]  

17:05  1A18IL    究極のらせん高分子の創成をめざして…○八島 

栄次1 1)名大院工  

  

9月13日（木）  

招待講演  

[座長 黒川 孝幸]  

10:00  2A03IL    環動高分子：ポリマーをタフにする分子設計…○

伊藤 耕三1,2 1)東大院新領域 、2)ImPACT 

[座長 中條 善樹]  

10:50  2A05IL    New chemistry for 60 year old Pt-cured 

silicones: easy method for surface functionalization…○

Kenneth J. Wynne1・Ashraf Kayesh1・Sithara Nair1 

1)Chem. & Life Sci. Eng., Virginia Commonwealth Univ.  

  

11:40  フェロー表彰式 

受賞講演  

＜三菱ケミカル賞受賞講演＞  

[座長 松川 公洋]  

12:55  2A08AL    人工メラニン粒子による構造発色の実現と色材

への応用…○桑折 道済1 1)千葉大院工  

13:45  授賞式 

[座長 居城 邦治]  

14:10  2A11AL    温度応答型生分解性インジェクタブルポリマーの

開発…○大矢 裕一1,2 1)関西大化学生命工、2)関西大医
工薬研セ  

＜日立化成賞受賞講演＞  

[座長 岡本 敏宏]  

15:00  2A13AL    表面偏析単分子膜による有機半導体薄膜の構

造制御…○但馬 敬介1 1)理研  

[座長 桑原 純平]  

15:50  2A15AL    バイポーラ電気化学に基づく機能性高分子材料

の開発…○稲木 信介1 1)東工大物質  

＜旭化成賞受賞講演＞  

[座長 三浦 佳子]  

16:40  2A17AL    機能性高分子微粒を基盤とするソフト散体材料

の創出…○藤井 秀司1,2 1)阪工大工、2)阪工大ナノ材研  

  

9月14日（金）  

招待講演  

[座長 佐田 和己]  

11:15  3A06IL    ナノスケールでみるポリマーダイナミクス…○雲林

院 宏1,2 1)北大電子研、2)Dept. of Chem., KU Leuven  

  

Ｂ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E202講義室  

9月12日（水）  

A. 高分子化学  

[座長 金澤 有紘]  

10:00  1B03    オキサゾリン型糖モノマーの環選択的カチオン開環

重合による非天然オリゴアミノ糖の合成と評価…○甲田 優太
1,2・寺島 崇矢2・大内 誠2 1)阪市大院工、2)京大院工  

10:25  1B04    モノマー繰り返し添加リビング重合と側鎖後修飾によ

る機能性ブロック配列制御ポリマーの精密合成…○吉田 頌
1・寺島 崇矢1・大内 誠1 1)京大院工  

10:50  1B05    MgBr2を用いた環拡大カチオン重合：酸素親和性

触媒が環拡大成長に与える影響…○大東 侑司1・寺島 崇矢
1・大内 誠1 1)京大院工  

[座長 寺島 崇矢]  

11:15  1B06    テルペン由来脂環式共役ジエンのリビングカチオン

重合および機能性ポリマーの合成…○西田 竹徳1・佐藤 浩

太郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

11:40  1B07    アルコキシアミンの光触媒活性化によるカチオン重

合：反応機構の解明…○紺屋 柾人1・内山 峰人1・佐藤 浩太

郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

[座長 佐藤 浩太郎]  

12:55  1B08    3-ヘキシルチオフェンとシクロデキストリン共重合体

の合成…○松井 悠詞1・杉本 隆一1 1)高知工大院工  

13:20  1B09    o-フタルアルデヒドとビニルモノマーの制御カチオン

共重合：特異的な活性種と重合機構に関する検討…○林 恵

佑1・金澤 有紘1・青島 貞人1 1)阪大院理  

13:45  1B10    トリメチルシリルビニルエーテルの制御カチオン重合

および種々のビニルアルコール共重合体の合成…○加藤 隆

誠1・金澤 有紘1・青島 貞人1 1)阪大院理  

[座長 後関 頼太]  

14:10  1B11    N-ビニルカルバゾールの立体特異性リビングカチオ

ン重合：立体制御機構の検討…○渡邉 大展1・山中 怜2・金

澤 有紘1・奥本 佐登志3・櫻井 伸一2・青島 貞人1 1)阪大
院理、2)京工繊大院、3)パナソニック  

14:35  1B12    フェニルビニルエーテルのカチオン重合および芳香

族アルデヒドとの共重合…○浅川 智仁1・金澤 有紘1・青島 

貞人1 1)阪大院理  

15:00  1B13    ビニルモノマーと環状アセタールの制御カチオン共

重合：環状アセタールの置換基，環員数がビニル付加・開環

同時共重合に及ぼす影響…○丸山 和也1・金澤 有紘1・青島 

貞人1 1)阪大院理  

[座長 高須 昭則]  

15:25  1B14    ビニルエーテル、環状エーテル、ケトンの ビニル付

加・開環・カルボニル付加同時カチオン三元共重合: ABC型

交互配列制御へ向けた検討…○三村 真紀1・金澤 有紘1・青

島 貞人1 1)阪大院理  

15:50  1B15    1,3-デヒドロアダマンタン類のカチオン開環重合にお



ける開始剤系…○道添 広大1・倉島 玲央1・後関 頼太1・石

曽根 隆1 1)東工大物質  

16:15  1B16    アダマンタン含有2-ビニルチオフェン誘導体のアニ

オン重合…○小栗 綾華1・中川 陽太・後関 頼太1・石曽根 

隆1 1)東工大物質  

[座長 青島 貞人]  

16:40  1B17    クロロスチレン類及びブロモスチレン類のアニオン重

合…○近藤 旭1・小泉 太郎・後関 頼太1・石曽根 隆1 1)東
工大物質  

17:05  1B18    リビングアニオン付加反応と極性変換を利用した鎖

末端定序性高分子の合成…○高畑 和津樹1・後関 頼太1・

石曽根 隆1 1)東工大物質  

17:30  1B19    希釈条件を必要としない閉環反応による環状ビニル

ポリマーの合成…細井 悠平1・○高須 昭則1 1)名工大院工  

17:55  1B20    フローマイクロリアクターを用いた官能基をもつアリキ

ルリチウム種の 発生およびテレケリックポリマー合成への応

用…○永木 愛一郎1・山下 浩輝1・廣瀬 勝幸1・土橋 裕太1・

吉田 潤一1 1)京大院工  

  

9月13日（木）  

A. 高分子化学  

[座長 上垣外 正己]  

9:10  2B01    ジビニル架橋ゲルの網目形成過程と膨潤挙動・力

学特性との相関…○伊田 翔平1・吉田 龍一1・西佐小 大貴
1・金岡 鐘局1 1)滋賀県大工  

9:35  2B02    脱水アスピリンのラジカル重合による主鎖型ポリ環

状ヘミアセタールエステルの合成と性質…○風間 茜1・高坂 

泰弘1 1)信州大繊維  

[座長 高坂 泰弘]  

10:00  2B03    水溶性モノマーのラジカル重合反応の電子スピン共

鳴分光(ESR)法による直接観測…○梶原 篤1 1)奈良教育
大  

10:25  2B04    種々のビニルエーテルと二官能モノマーの光制御カ

チオン/ラジカル相互変換精密架橋重合…○伊藤 渚1・内山 

峰人1・佐藤 浩太郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

[座長 金岡 鐘局]  

10:50  2B05    新規硫黄フリーRAFT試薬の設計およびブロック共

重合体の合成…○天野 真希1・竹嶋 久晶1・内山 峰人1・佐

藤 浩太郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

11:15  2B06    １分子ラジカル付加とチオール－エン重合による

種々のビニルモノマー配列制御高分子…○田中 良樹1・内山 

峰人1・佐藤 浩太郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

11:40  2B07    活性化エステルを活用したビニルポリマーの配列制

御：ラジカル反応性の制御と側鎖変換…○呉 東泳1・寺島 崇

矢1・大内 誠1 1)京大院工  

[座長 梶原 篤]  

12:55  2B08    短時間かつ高収率な水系RAFT重合による生体機

能性マルチブロック高分子の合成…○長尾 匡憲1・吉瀬 誠

也1・星野 友1・三浦 佳子1 1)九大院工  

13:20  2B09    TERPを用いた非環状N-ビニルモノマーの制御ラジ

カル重合…○范 唯佳1・山子 茂1 1)京大化研  

[座長 大内 誠]  

13:45  2B10    テルロールおよびフルオラス化学を利用したポリマ

ー末端テルル基の効率的回収・再利用方法の開発…○藤田 

健弘1・山子 茂1 1)京大化研  

14:10  2B11    構造的に制御されたハイパーブランチポリマーの合

成のためのビニルテルリドの設計。…○路 楊天1・山子 茂1 

1)京大化研  

14:35  2B12    ラジカル重合停止機構の解明においてアゾ化合物

を重合末端モデルラジカルとして用いることの妥当性…○李 

小培1・中村 泰之2・山子 茂1 1)京大化研、2)物材機構  

[座長 山子 茂]  

15:00  2B13    安定なジエチル亜鉛錯体を用いたビニルモノマーの

重合…○岡田 啓1・ジャオ チャオ1・杉本 隆一1 1)高知工大
院工  

15:25  2B14    ニッケル/ホスフィン-フェノラート触媒を用いたノル

ボルネン誘導体の重合…○市川 達也1・杉本 隆一1 1)高知
工大院工  

15:50  2B15    Copolymerization of Norbornene with Halogen-

substitued Styrenes Catalyzed by Anilinonaphthoquinone-

ligated Nickel Complexes.…○MD SAMIUL ISLAM 

CHOWDHURY1・Ryo Tanaka1・Yuushou Nakayama1・Takeshi 

Shiono1 1)Grad. Sch. of Eng. , Hiroshima Univ.  

[座長 竹内 大介]  

16:15  2B16    ネオジム錯体触媒を用いたイソプレンと1-アルケン

との共重合…○田中 亮1・神藤 佑斗1・中山 祐正1・塩野 毅1 

1)広島大院工  

16:40  2B17    有機パラジウム錯体に対するイソシアニドとアレンの

交互挿入反応に基づくリビング環化重合反応…○神林 直哉
1・岡村 高明1・鬼塚 清孝1 1)阪大院理  

17:05  2B18    ジメシチルボリル基を側鎖に有するポリジフェニルア

セチレンの合成と蛍光特性…○荒木 大地1・寺口 昌宏1・金

子 隆司1・青木 俊樹1・ジン ヤンジェ2・郭 起燮2 1)新潟大
院自然、2)慶北大  

  

9月14日（金）  

A. 高分子化学  

[座長 神原 貴樹]  

9:10  3B01    二層型二核ジパラジウム触媒によるオレフィンとp-メ

トキシスチレンとのワンポットブロック共重合…○竹内 大介1,2・

岩澤 孝1・小坂田 耕太郎1 1)東工大化生研、2)弘前大院
理工  

9:35  3B02    アルケニルシクロヘキサンのリビング重合を利用した

分岐構造の制御された含環高分子の合成および熱物性…○

佐藤 圭1・小坂田 耕太郎1・竹内 大介2・上原 宏樹3 1)東
工大化生研、2)弘前大院理工、3)群馬大院理工  

[座長 小坂田 耕太郎]  

10:00  3B03    位置および立体規則性ポリ(メチルグリコリド)の合成

とステレオコンプレックスの形成…柳井 亮祐1・○野村 信嘉1 

1)名大院生命農  

10:25  3B04    大環状配列制御ビニルオリゴマーのエントロピー駆

動型開環メタセシス重合…○宮島 雅斗1・佐藤 浩太郎1・上

垣外 正己1 1)名大院工  

10:50  3B05    銅触媒アジド-アルキン環化付加反応を用いたクリッ

クリビング重合…○中村 拓哉1・内山 峰人1・佐藤 浩太郎1・

上垣外 正己1 1)名大院工  

[座長 野村 信嘉]  

11:15  3B06    脱水素型クロスカップリング反応に基づく三成分系

共役高分子の合成…○田中 智恵1・青木 英晃1・齋藤 仁志
1・桑原 純平1・神原 貴樹1 1)筑波大TREMS  

11:40  3B07    鈴木－宮浦型触媒移動型連鎖縮合重合における 

Pd 触媒ホスフィン配位子の立体的および電子的効果…○内

田 達也1・太田 佳宏1・横澤 勉1 1)神奈川大工  

[座長 橋爪 章仁]  

12:55  3B08    種々の官能基で連結した二芳香環ジブロモアリレー

ン上の Pd 触媒の分子内移動と重縮合への応用…○原田 

菜摘1・杉田 一1・太田 佳宏1・横澤 勉1 1)神奈川大工  

13:20  3B09    高分子塩基を用いたポリノルボルネン担体上のアミ

ノ酸モノマーの連鎖縮合重合…○亀山 洸瑠1・森光 亜実1・

太田 佳宏1・横澤 勉1 1)神奈川大工  

[座長 森 秀晴]  

13:45  3B10    非等モル下鈴木・宮浦重縮合の添加物による重合

モードの制御…○上川原 タケル1・杉田 一1・太田 佳宏1・横

澤 勉1 1)神奈川大工  



14:10  3B11    カルボン酸誘導体置換基を有する3-アジド-1-プロ

ピン類の銅(I)触媒アジド－アルキン環化付加重合…○山崎 

翔太1・香門 悠里1・橋爪 章仁1 1)阪大院理  

[座長 横澤 勉]  

14:35  3B12    有機塩基触媒を用いたオートタンデム反応による（メ

タ）アクリル酸エステル類の重縮合…○福本 葵1・松岡 真一
1・鈴木 将人1 1)名工大院工  

15:00  3B13    α-メチル基およびβ位に臭素を置換したアクリル

酸エステルとジチオールの重縮合：連続的求核反応の制御

による多様なポリスルフィドの選択合成…○萩原 敬人1・高坂 

泰弘1 1)信州大繊維  

15:25  3B14    チオールエン型クリック反応を用いた高屈折率・高

透明ポリチオエーテルの合成およびダイレクトナノパターニン

グ…○蘇武 茂貴1・中林 千浩1・小菅 勇治2・森 秀晴1 1)山
形大院有機材料、2)富士薬品  

  

Ｃ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E203講義室  

9月12日（水）  

A. 高分子化学  

[座長 青木 俊樹]  

10:00  1C03    Nα, Nε-フェノキシカルボニルL-リジンの重縮合に

よるポリリジン合成と側鎖修飾…○山田 修平1・安藤 翔太1・

アクブルト フセイン1・遠藤 剛1 1)近畿大分子研  

10:25  1C04    アミノ酸 NCA 重合の再検討 87. 第三級アミン開始

アミノ酸NCAの重合における未解決問題の考察…○金澤 等
1・稲田 文2 1)山形大有機材料、2)福島大環境放射能研  

[座長 松岡 真一]  

10:50  1C05    ペプチド-共役分子ハイブリッド高分子の合成と高次

構造…○佐藤 壮起1・高岡 慎弥1・宮城 雄1・三田 文雄1 1)
関西大化学生命工  

11:15  1C06    近赤外発光を志向したホウ素ホルマザン錯体ポリマ

ーの合成と物性評価…○河野 祐輝1・田中 一生1・中條 善

樹1 1)京大院工  

11:40  1C07    凝集誘起型発光を示すアザ置換型ケトイミンホウ素

錯体の合成と高輝度青色発光ポリマーの合成…○渡邉 碧1・

末永 和真1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

[座長 中 建介]  

12:55  1C08    全共役構造を有するAll Head-to-Tail 型環状ポリ

（3-ヘキシルチオフェン）の合成と物性評価…○中村 水都1・

細川 真明1・山本 拓矢2・佐伯 昭紀3・吉川 佳広4 1)北大
院総化、2)北大院工、3)阪大院工、4)産総研  

13:20  1C09    側鎖にポリエチレングリコール部位を有するポリ（ビフ

ェニルイルアセチレン）誘導体のらせん構造制御と温度応答

性…○石立 涼馬1・横田 千聖1・池田 莉穂1・前田 勝浩2・八

島 栄次1 1)名大院工、2)金沢大院自然  

13:45  1C10    狭HOMO-LUMOギャップ材料を指向したペンタアザ

フェナレン誘導体モノマーの合成と重合…○越智 純毅1・渡

辺 浩行1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

14:10  1C11    窒素－窒素二重結合を用いた共役系の構築と近

赤外発光材料への展開…○権 正行1・田中 一生1・中條 善

樹1 1)京大院工  

[座長 金子 隆司]  

14:35  1C12    2,6-ナフチレン骨格を主鎖に有するらせん状非天

然型ポリペプチドの構造制御…○石堂 祐規1・神林 直哉1・岡

村 高明1・鬼塚 清孝1 1)阪大院理  

15:00  1C13    二官能性不完全かご型シルセスキオキサンをモノマ

ーとする高分子の合成…○加藤 諒一1・井本 裕顕1・中 建介
1 1)京工繊大工芸  

15:25  1C14    水溶性キラルポリマーの設計及び機能…○伊崎 真

琴1・金 仁華1 1)神奈川大院工  

[座長 八島 栄次]  

15:50  1C15    直接的アリール化反応を用いたアリール置換オクタ

シルセスキオキサン合成法の開発…○和田 怜1・井本 裕顕
1・湯村 尚史1・中 建介1 1)京工繊大院工芸  

16:15  1C16    ペプチド/ビニルポリマー・マルチブロック型ハイブリッ

ドの精密合成…○西村 慎之介1・東 信行1・古賀 智之1 1)
同志社大理工  

[座長 古賀 智之]  

16:40  1C17    縮環型アゾベンゼンホウ素錯体を基盤とした共役系

高分子の合成と物性評価…○若林 純子1・権 正行1・田中 

一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

17:05  1C18    さまざまな直鎖状高分子とPillarareneからなるポリ擬

ロタキサン…○柳生 雅文1・生越 友樹1,2・角田 貴洋1,2・山岸 

忠明1 1)金沢大院自然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

17:30  1C19    両親媒性ブロックモノマーを基盤とする機能性高分

子：精密合成と自己組織化…○木村 祥彦1・大内 誠1・寺島 

崇矢1 1)京大院工  

17:55  1C20    両親媒性ポリマー会合体の精密結合：配列制御と

ナノ構造体構築に向けて…○恩村 康之1・大内 誠1・寺島 崇

矢1 1)京大院工  

  

9月13日（木）  

A. 高分子化学  

[座長 寺島 崇矢]  

9:10  2C01    アクセプター固定型ポリ(2,7-カルバゾール)類の合

成と遅延発光挙動…○麻生 史拓1・川島 英久1,2,3・藤木 道

也4・木島 正志1,2,3 1)筑波大数理物質、2)産総研、3)筑波
大藻類バイオマスセ、4)奈良先端大院物質  

9:35  2C02    不斉重合によって合成した剛直なフタルイミドを主

鎖骨格とする光学活性高分子の側鎖への様々な置換基の

導入…○三枝 真理奈1・神林 直哉1・石堂 祐規1・岡村 高明
1・鬼塚 清孝1 1)阪大院理  

10:00  2C03    ロタキサン二量体を利用したブロックコポリマーの可

逆的線状-環状トポロジー変換…○相原 豪太1・中薗 和子
1,2・打田 聖1・高田 十志和1,2 1)東工大物質、2)JST-
CREST  

[座長 高田 十志和]  

10:25  2C04    二面性π共役ポリマーの合成と光電子物性…○阿

部 大樹1・石割 文崇1・福島 孝典1 1)東工大化生研  

10:50  2C05    ブロックコポリマーの分子内架橋によるミクロ相分離

構造の微細化…○渡部 航大1・勝原 晢1・磯野 拓也2・山本 

拓矢2・田島 健次2・佐藤 敏文2 1)北大院総化、2)北大院
工  

11:15  2C06    1,8位置換トリプチセンを末端に有するポリジメチルシ

ロキサンの特異な自己集合化挙動と粘弾性挙動…○荻原 

響1・岡部 玄1・石割 文崇1・梶谷 孝1・福島 孝典1 1)東工大
化生研  

11:40  2C07    PLA-PEG共重合体とシクロデキストリンのポリロタキ

サン調製とその高分子間相互作用の観察…○チェ ジェヨン1・

網代 広治1,2 1)奈良先端大院物質、2)奈良先端大研機構  

[座長 打田 聖]  

12:55  2C08    光によって形態が変化する超分子ポリマー：ジアリー

ルエテンの活用…○福島 卓弥1・矢貝 史樹2 1)千葉大院融
合理工、2)千葉大IGPR  

13:20  2C09    超分子ディスク中間体によって実現する超分子ブロ

ック共重合体のワンポット調製…○潘 梓妍2・北本 雄一1・

Prabhu D. Deepak2・矢貝 史樹1 1)千葉大IGPR、2)千葉大
院融合理工  

13:45  2C10    超分子ネットワークの多様性を用いた多孔質有機塩

の構築…○藤内 謙光1・宮野 哲也1・岡田 直樹1・土屋 慧歩
1・久木 一朗1 1)阪大院工  

14:10  2C11    分子間水素結合を駆動力としたらせんフォルダマー

の自己会合挙動…○川端 賢1・奥田 省吾1・逢坂 直樹1・八



島 栄次1 1)名大院工  

[座長 中 建介]  

14:35  2C12    結晶場における金属間結合を介した超分子重合／

脱重合と連動したプラチナ錯体の安定／活性化…○田代 健

太郎1・大津 博義2・河野 正規2・小島 達弘3・加藤 立久4 1)
物材機構MANA、2)東工大理、3)阪大院理、4)京大国際高
等教育院  

15:00  2C13    On-pathwayで結晶性線維へと相転移する高次螺

旋超分子ポリマー…○山田 紘彰2・脇田 健吾・矢貝 史樹1 

1)千葉大IGPR、2)千葉大院融合理工  

15:25  2C14    リング状トポロジーによって抑制される超分子ポリマ

ーの構造転移…○鈴木 篤人1・矢貝 史樹2 1)千葉大院融
合理工、2)千葉大IGPR  

15:50  2C15    水媒体中におけるジケトピロロピロール色素の精密超

分子重合法の確立…○深谷 菜摘1・Arifin Arifin2・土方 優2・

大城 宗一郎1・山口 茂弘2 1)名大院理、2)名大WPI-ITbM  

[座長 矢貝 史樹]  

16:15  2C16    液晶性を示すペンタアザフェナレン誘導体の物性評

価…○渡辺 浩行1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

16:40  2C17    かご型シルセスキオキサンを主鎖に導入したメタロ

超分子ポリマーの合成と特性…○橋本 真理1・井本 裕顕1・

中 建介1 1)京工繊大院工芸  

17:05  2C18    長波長固体蛍光発光を示す新規マレイミド色素群

の開発…○藤井 亮輔1・井本 裕顕1・中 建介1 1)京工繊大
院工芸  

  

9月14日（金）  

A. 高分子化学  

[座長 小門 憲太]  

9:10  3C01    メカノクロミックデンドリマーの力学応答性の構造依

存性…○渡部 拓馬1・石附 邦彬1・青木 大輔1・大塚 英幸1 

1)東工大物質  

9:35  3C02    ジアリールビインドリノン骨格を有するメカノクロミック

ポリマーの合成と特性評価…○川崎 和将1・青木 大輔1・大

塚 英幸1 1)東工大物質  

10:00  3C03    耐熱性ラジカル系メカノフォアを基盤とした種々のメ

カノクロミックポリマーの合成と特性評価…○酒井 飛鷹1・鷲見 

聡一1・後関 頼太1・青木 大輔1・大塚 英幸1 1)東工大物質  

[座長 古谷 昌大]  

10:25  3C04    凍結誘起による架橋点のラジカル生成を利用する

高分子修飾…○加藤 颯太1・青木 大輔1・大塚 英幸1 1)東
工大物質  

10:50  3C05    ボロン酸修飾剤を用いたエポキシ硬化物の物性改

変…○伊藤 由実子1・木田 淳平1・青木 大輔1・大塚 英幸1 

1)東工大物質  

11:15  3C06    メカノクロミックロタキサン架橋高分子：架橋点の運

動性の可視化…○ルー イー1・澤田 隼1・青木 大輔1・曽川 

洋光1・大塚 英幸1・高田 十志和1,2 1)東工大物質、2)JST-
CREST  

11:40  3C07    電荷移動相互作用を利用した高分子溶液のLCST

型温度応答性の制御と多様な溶媒への展開…○上西 恭平
1・小門 憲太1,2・佐田 和己1,2 1)北大院総化、2)北大院理  

[座長 石割 文崇]  

12:55  3C08    イソプレンゴムの硫黄架橋に及ぼす亜鉛複核錯体

の役割，１…○榊 優太1・Junkong Preeyanuch2・小林 久芳
3・池田 裕子3 1)京工繊大院工芸、2)京工繊大研究戦略本
部、3)京工繊大  

13:20  3C09    チオエステル交換反応を用いたポリペプチド側鎖官

能基の動的組換えにより誘起される構造および機能の調査

…○井上 真由美1・中川 和俊1・所 雄一郎1・大山 俊幸1 1)
横国大院工  

13:45  3C10    マルチビニルモノマーの開始剤無添加型光RAFT鋳

型重合の制御…○羽室 優衣1・斎藤 礼子1,2 1)東工大物
質、2)東工大ACEEES  

14:10  3C11    A2 + B2 重縮合によって得られる環状ポリエステル

と低分子との交換反応による両末端官能基化された鎖状ポ

リエステルの合成…○岡林 龍一1・太田 佳宏1・横澤 勉1 1)
神奈川大工  

[座長 所 雄一郎]  

14:35  3C12    高機能炭素材料創製を指向した錯体ナノ空間によ

るラダーポリマーの制御合成…○北尾 岳史1,2・本宮 亮人3・

植村 卓史1,2,4 1)東大院新領域、2)東大院工、3)京大院
工、4)JST-CREST  

15:00  3C13    シングルナノ液滴により画分化されたマルチビニル

ポリマーのラジカル重合挙動…○小原 忠与1・篠﨑 祐希1・菊

地 守也2・川口 正剛1 1)山形大院有機材料、2)山形大工  

15:25  3C14    溶媒アニーリングによるポリエーテルエーテルケトン

膜のモルフォロジー制御と放射線グラフト重合の加速効果…
○長谷川 伸1・廣木 章博1・吉村 公男1・ザオ ユエ1・大和田 

謙二2・町田 晃彦2・綿貫 徹2・前川 康成1 1)量研機構高
崎、2)量研機構関西  

  

Ｄ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E204講義室  

9月12日（水）  

S1. メタルフリーで拓く高分子化学  

9:50  1DSO    Introductry Remarks S1…○佐藤 敏文1 1)北大院
工  

[座長 青木 大輔]  

10:00  1D03    t-Bu-P4 触媒によるグリシジルエーテルのブロック共

重合：立体規則性制御ブロック共重合体の合成と物性評価

…○磯野 拓也1・佐藤 敏文1 1)北大院工  

10:25  1D04    t-Bu-P4触媒によるグリシジルエーテルのブロック共

重合：トリブロックターポリマーの合成と自己組織化挙動…○

新宮 智樹1・リー ブライアン ジウォン1・磯野 拓也2・山本 拓

矢2・田島 健次2・佐藤 敏文2 1)北大院総化、2)北大院工  

10:50  1D05    二重活性化を鍵とする環境低負荷触媒を用いた脂

肪族ポリエステル類の合成…○齋藤 達也1・蛸島 薫1・磯野 

拓也2・山本 拓矢2・田島 健次2・佐藤 敏文2 1)北大院総
化、2)北大院工  

[座長 渕瀬 啓太]  

11:15  1D06    アルデヒド脱離を伴う環状ヘミアセタールエステルの

開環重合によるポリ共役エステルの合成…松橋 洋介1・○高

坂 泰弘1 1)信州大繊維  

11:40  1D07    2官能性アシルトリアゾールを用いた金属フリーなポ

リエステル合成…○本間 和雅1・森 一朗1・高坂 泰弘1・杉山 

進2・松浦 大輔2・木村 芳一2 1)信州大繊維、2)イハラニッ
ケイ  

[座長 佐藤 敏文]  

12:55  1D08IL    有機触媒による極性ビニルモノマー類の重合反応

…○松岡 真一1 1)名工大院工  

[座長 高坂 泰弘]  

13:45  1D10    有機塩基やホスフィンを開始剤とする（メタ）アクリル

酸チオエステルの重合…○石川 裕那1・大橋 沙都1・兼子 拓

巳・松岡 真一1・高木 幸治1・鈴木 将人1 1)名工大院工  

14:10  1D11    動的共有結合を利用した環状高分子の効率的合

成法…○青木 大輔1・大塚 英幸1 1)東工大物質  

14:35  1D12    有機触媒を用いたアミド基を有するヒドロキシ酸およ

びヒドロキシエステルの重縮合…○押村 美幸1・鍵谷 遼1・平

野 朋広1・右手 浩一1 1)徳島大院理工  

[座長 押村 美幸]  

15:00  1D13    有機強塩基を触媒として用いた開環重合による側

鎖官能性ポリシロキサンの精密合成…○渕瀬 啓太1・佐藤 



一彦1・五十嵐 正安1 1)産総研触媒RC  

15:25  1D14    メタルフリー多成分連結反応を基軸とするバイオマ

ス由来物質の高度活用…○覚知 亮平1・前田 勝浩2,3 1)群
馬大院理工、2)金沢大院自然、3)金沢大WPI-NanoLSI  

[座長 覚知 亮平]  

15:50  1D15    超臨界流体中で機能する有機分子触媒：鎖状・環

状高分子合成…○間瀬 暢之1・Monir Uzzaman1・田中 寿弥
1・佐藤 浩平1・鳴海 哲夫1 1)静岡大院総合科学技術  

16:15  1D16    ペリレンを光レドックス触媒とするメタルフリー可視光

駆動型反応を利用した架橋系の開発…○須藤 篤1・岡本 衆

資1・山本 慎一朗1 1)近畿大院総理工  

[座長 澤田 敏樹]  

16:40  1D17    ホスホリラーゼ酵素触媒重合による非天然型多糖

の精密合成…○門川 淳一1・下吹越 理子1・山下 健人1・中

内田 拓也1・山元 和哉1 1)鹿児島大院理工  

17:05  1D18    化学酵素重合によるポリペプチドの合成とバイオエラ

ストマーへの展開…○曽川 洋光1・沼田 圭司1 1)理研  

[座長 門川 淳一]  

17:30  1D19    セルロースオリゴマーの酵素合成と反応中における

集合化挙動の制御…○深谷 結花1・澤田 敏樹1・芹澤 武1 

1)東工大物質  

17:55  1D20    酵素触媒重合で合成したα-1,3-グルカンの構造

…○木村 聡1・岩田 忠久1 1)東大院農  

  

9月13日（木）  

S1. メタルフリーで拓く高分子化学  

[座長 杉原 伸治]  

9:10  2D01    ヨードイミダゾリウム塩をハロゲン結合触媒とするビニ

ルモノマーのカチオン重合…○高木 幸治1・山内 光司1・村形 

宏人1・橋本 康平1 1)名工大院工  

9:35  2D02    ジフェニルヨードニウム塩を有機ルイス酸触媒として

用いたメタルフリーリビングカチオン重合…○原口 瑠唯1・西川 

毅1・金澤 有紘1・青島 貞人1 1)阪大院理  

10:00  2D03    メタルフリーカチオンRAFT重合を用いた分子量と立

体構造の同時制御…○内山 峰人1・佐藤 浩太郎1・上垣外 

正己1 1)名大院工  

[座長 内山 峰人]  

10:25  2D04    RAFT分散重合を用いた重合誘起自己組織化によ

るアミノ酸系ナノ組織体の合成…○菅原 凌1・中林 千浩1・森 

秀晴1 1)山形大院有機材料  

10:50  2D05    ビニルエーテル類の直接RAFTラジカル単独重合…
○杉原 伸治1・吉田 彩乃1・高山 剛志1・河野 孝昭1 1)福井
大院工  

11:15  2D06    ヨウ素移動精密ラジカル重合によるテレケリック型高

分子ドーマントの精密合成…○須賀 健雄1・住田 裕代1・高田 

要1・西出 宏之1 1)早大理工  

[座長 荒川 幸弘]  

11:40  2D07    アダマンチル基を含む剛直なポリフマル酸エステル

の合成と物性評価…○辻 渚1・松本 章一1 1)阪府大院工  

12:55  2D08    スルホン化ポリエーテルスルホンによる酸触媒反応

におけるハイパーブランチ構造の効果…○難波江 裕太1・富

田 眞輝1・谷口 翼1・梁 杰1・早川 晃鏡1・柿本 雅明1 1)東
工大物質  

[座長 原口 直樹]  

13:20  2D09    キラリティ可変らせん高分子求核触媒を用いた第二

級アルコールの速度論的光学分割…○山本 武司1・村上 遼
1・杉野目 道紀1 1)京大院工  

13:45  2D10    高分子に固定化したリボフラビン誘導体の開発とそ

の特異な酸化触媒能…○飯田 拡基1・酒井 拓哉1・新田 隆

裕1・荒川 幸弘2・今田 泰嗣2 1)島根大院自然、2)徳島大
院理工  

[座長 飯田 拡基]  

14:10  2D11    樹脂担持フラボペプチドの酸化触媒機能開拓…○

荒川 幸弘1・喜多 葉月1・山野本 健1・南川 慶二2・今田 泰

嗣1 1)徳島大院理工、2)徳島大教養  

14:35  2D12    Synthesis of main-chain chiral polymeric 

organocatalysts of cinchona alkaloids for their application 

in asymmetric reactions…○Bahati Thom Kumpuga1・Naoki 

Haraguchi1・Shinichi Itsuno1 1)Grad. Sch. of Eng., 
Toyohashi Univ. of Tech.  

15:00  2D13    高分子微粒子固定化キラルピロリジン触媒の創製と

不斉触媒機能…○原口 直樹1・Ullah Md. Wali1・小野 裕也1・

伊津野 真一1 1)豊橋技科大院工  

  

A. 高分子化学  

[座長 青木 大輔]  

15:50  2D15    ホウ素部位に芳香族置換基を有するジイミンホウ素

錯体を基盤とした新規機能性発光材料の創出…○姫野 遼

司1・伊藤 峻一郎1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

16:15  2D16    溶媒蒸気に対する可逆的な刺激応答性を示すジイ

ミンホウ素錯体の合成と物性評価…○八重樫 操1・伊藤 峻

一郎1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

16:40  2D17    β-ジケトイミネートアルミニウム錯体の合成と配位

子置換による発光特性制御…○伊藤 峻一郎1・田中 一生1・

中條 善樹1 1)京大院工  

17:05  2D18    P-キラルホスフィンの光励起による動的キラリティー

の誘起…○町田 崇1・小門 憲太1,2・佐田 和己1,2 1)北大院
総化、2)北大院理  

  

9月14日（金）  

A. 高分子化学  

[座長 永井 大介]  

9:10  3D01    リビング縮環π拡張重合によるグラフェンナノリボン

合成…○矢野 裕太1・松島 佳保1・三苫 伸彦1,2・Feijiu 

Wang1,2・宮内 雄平1,2,3・伊藤 英人1,2・伊丹 健一郎1,2,4 1)
名大院理、2)JST-ERATO、3)京大エネ研、4)名大WPI-
ITbM  

9:35  3D02    様々な非対称チエノイソインジゴの合成とその直接

的アリール化重縮合…○上垣 薫1・山本 進一1・小泉 俊雄1・

林 正太郎1 1)防衛大応化  

[座長 林 正太郎]  

10:00  3D03    乳酸由来ジオキソラノンとオキシランおよびビニルエ

ーテルとのカチオン二元・三元共重合…○兵井 香乃1・青島 

貞人1・金澤 有紘1 1)阪大院理  

10:25  3D04    In触媒とジシロキサン還元剤を用いた芳香族ジアル

デヒドと硫黄からのポリチオエーテルの合成…○木村 駿汰1・

山延 健1・米山 賢1 1)群馬大院理工  

[座長 伊田 翔平]  

10:50  3D05    光学活性基を有するポリ（ジフェニルアセチレン）誘

導体の特異な不斉増幅挙動…石橋 秀隆1・○廣瀬 大祐1・

西村 達也1・井改 知幸1・前田 勝浩1,2 1)金沢大院自然、
2)金沢大WPI-NanoLSI  

11:15  3D06    鈴木-宮浦および薗頭-萩原反応によるジチエノア

ルソール含有共役系高分子の合成と配位挙動…○山澤 千

恵子1・井本 裕顕1・中 建介1 1)京工繊大院工芸  

11:40  3D07    両親媒性液晶ブロック共重合体における高次スメク

チック相の発現…○常峰 秀美1・浅岡 定幸2 1)京工繊大院
工芸、2)京工繊大工芸  

[座長 米山 賢]  

12:55  3D08    かご型および多環状構造を有するポリカプロラクトン

の系統的合成と物性評価…○間藤 芳允1・本田 康平1・山本 

拓矢2・磯野 拓也2・田島 健次2・佐藤 敏文2 1)北大院総
化、2)北大院工  

13:20  3D09    無触媒クリック反応による高密度グラフトポリマーの



効率合成…○筒場 豊和1,2・高田 十志和1,2 1)東工大物質、
2)JST-CREST  

13:45  3D10    多数の枝を有するコア架橋型星型ポリマーの表面

特性および温度応答性…○金岡 鐘局1・大石 裕貴1・遠山 

友理1・前沢 知里1・伊田 翔平1 1)滋賀県大工  

14:10  3D11    光架橋性A鎖を有するABAトリブロック共重合体の

合成と光架橋によるミクロ相分離構造の熱安定性の向上…○

河原崎 勇1・林 幹大1・高須 昭則1 1)名工大院工  

[座長 林 幹大]  

14:35  3D12    環状カルバミン酸チオエステルとチイランとのリビン

グ環拡大重合反応…○大西 脩斗1・工藤 宏人1 1)関西大  

15:00  3D13    クシ型ポリマーにグラフトされた特殊構造ブロックに

起因する自己組織化及びその応用…○王 文立1・金 仁華1 

1)神奈川大院工  

15:25  3D14    オリゴ糖鎖とポリ(δ-デカノラクトン)からなる分岐状

ブロック共重合体の合成とミクロ相分離挙動…○中平 早紀1・

Hung Chih-Chien2・磯野 拓也3・山本 拓矢3・田島 健次3・

Chen Wen-Chang4・佐藤 敏文3 1)北大院総化、2)台湾大
高分子科工研、3)北大院工、4)台湾大化工  

  

Ｅ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E205講義室  

9月12日（水）  

S2. 元素ブロック高分子が拓く新しい機能物質  

9:50  1ESO    Introductry Remarks S2…○長谷川 靖哉1・金子 

芳郎2 1)北大院工、2)鹿児島大院理工  

[座長 川口 大輔]  

10:00  1E03    オリゴシロキサンの精密合成…松本 和弘1・佐藤 靖
1・五十嵐 正安1・佐藤 一彦1・○島田 茂1 1)産総研  

10:25  1E04    超強酸触媒を用いるアンモニウム基含有かご型オリ

ゴシルセスキオキサンのサイズ制御合成…○松本 貴稔1・金

子 芳郎1 1)鹿児島大院理工  

[座長 郡司 天博]  

10:50  1E05    かご型シルセスキオキサンを用いたポリメタクリル酸

メチル表面の機能化…○川口 大輔1・山本 健太郎2・阿部 

建樹2・小簑 剛1・中 健介3・安達 千波矢2・田中 敬二2 1)九
大分子国際教育セ、2)九大院工、3)京工繊大院工芸  

11:15  1E06    シルセスキオキサン含有高分子ナノシートを前駆体

としたSiO2超薄膜のナノ構造制御…○石崎 裕也1・山本 俊介
1・宮下 徳治1・三ツ石 方也1 1)東北大多元研  

11:40  1E07    ネックレス型ポリマーを用いたファンデルワールス接

着メカニズムの解明…○夏秋 翼1・久米田 健太1・勝田 真弘
1・國武 雅司2・大場 智之3・諏訪 和也4・川口 大輔5・田中 

敬二5 1)熊本大院自然、2)熊本大院先端、3)JNC、4)ＪＮＣ
石油化学、5)九大院工  

[座長 金子 芳郎]  

12:55  1E08    ポリジメチルシロキサン／ポリエトキシシロキサン共重

合体の合成と性質…○郡司 天博1・速水 良平1・西川 いづみ
1・中島 宏明1・塚田 学2・山本 一樹1 1)東理大理工、2)広
島大院工  

13:20  1E09    ビニルホスホン酸による二酸化チタンナノ粒子の表

面修飾及びビニル基の反応性…○三木 杏莉1・品田 洋介1・

井戸田 直和2・ゲガン レジス4・菅原 義之1,3 1)早大院先進
理工、2)法政大生命、3)早大材研、4)早大国際理工セ  

13:45  1E10    ノルボルネン誘導体で表面処理されたジルコニアナ

ノ粒子分散体の調製とフレキシブルな高屈折率ハイブリッド薄

膜への応…○松川 公洋1,2・佐々木 敦2・榎本 博行2・吉山 

和秀3・井本 裕顕1・中 建介1 1)京工繊大院工芸、2)阪電
通大院工、3)関東電化工業  

[座長 瀬川 浩代]  

14:10  1E11    液-液二相系を利用したリン系修飾剤による表面修

飾酸化ジルコニウムナノ粒子を用いたナノ粒子/ポリマーハイ

ブリッドの作製…○中村 梨沙1・ゲガン レジス2・松川 公洋3・

中島 靖4・菅原 義之1,5 1)早大院先進理工、2)早大国際理
工セ、3)京工繊大、4)第一稀元素、5)早大材研  

14:35  1E12    チタンホスホネートクラスターを用いた有機ー無機ハ

イブリッド材料の調製と性質…○速水 良平1・塚田 学2・山本 

一樹1・郡司 天博1 1)東理大理工、2)広島大院工  

15:00  1E13    完全カチオン性魔法数金クラスター群の新規液相

合成…○成田 国広1・石田 洋平1・米澤 徹1 1)北大院工  

[座長 上村 忍]  

15:25  1E14    導電性部材などに向けた低温焼成新規銅微粒子シ

ステム…○米澤 徹1・塚本 宏樹1 1)北大院工  

15:50  1E15    尿素を窒素源として用いた金属酸化物および水酸

化物の酸窒化物への転換法の開発…○片桐 清文1・林 優

樹1・岡田 凌輝1・犬丸 啓1 1)広島大院工  

16:15  1E16    エアロゲルを用いたSi-O-Nガラスの作製…大沢 祐

太1,2・○瀬川 浩代1,2・安盛 敦雄2・大橋 直樹1 1)物材機
構、2)東理大  

[座長 片桐 清文]  

16:40  1E17    表面開始ATRP法を用いた層状六ニオブ酸ナノシー

ト表面でのポリマーブラシの作製…○石原 真由1・井戸田 直

和2・ゲガン レジス3・松川 公洋4・辻井 敬亘5・菅原 義之1,6 

1)早大院先進理工、2)法政大生命、3)早大国際理工セ、4)
京工繊大、5)京大化研、6)早大材研  

17:05  1E18    静電的相互作用を利用した窒化炭素－酸化グラフ

ェン薄膜の積層構造制御…○上村 忍1・郷 拓也2・藤原 俊1・

馮 旗1 1)香川大工、2)香川大院工  

17:30  1E19    層状六ニオブ酸塩と2種の有機ホスホン酸を用いた

ヤヌス型ナノシートの作製…○鈴木 涼子1・須藤 充人1・平野 

恵2・井戸田 直和3・國武 雅司4・西見 大成5・菅原 義之1,6 

1)早大院先進理工、2)熊本大工、3)法政大生命、4)熊本大
院先端、5)ARPChem、6)早大材研  

17:55  1E20    表面開始原子移動ラジカル重合 (SI-ATRP) 法を

用いたポリマー修飾誘電性ナノシートの作製…○小倉 健太郎
1・井戸田 直和2・ゲガン レジス3・菅原 義之1,4 1)早大院先
進理工、2)法政大生命、3)早大国際理工セ、4)早大材研  

  

9月13日（木）  

S2. 元素ブロック高分子が拓く新しい機能物質  

[座長 松井 淳]  

9:10  2E01    水素結合性ヘキサゴナルネットワークの積層による

機能性多孔質構造の構築…○久木 一朗1 1)北大電子研  

9:35  2E02    元素ブロックの合成とその自在集積化法について：

芳香環挿入型拡張ゲルマペリサイクリンとマルチアジドプラット

フォーム…○谷本 裕樹1・横井 大貴1・森 淳太1・垣内 喜代

三1 1)奈良先端大院物質  

10:00  2E03    動的共有結合を用いた元素ブロック自己集積体の

構築とそのユニークな機能…○鍋島 達弥1 1)筑波大院数
理物質  

[座長 久木 一朗]  

10:25  2E04    超分子ポルフィリンポリマーと電子不足芳香族ゲスト

の会合により生じる超分子共重合体…灘本 昂平1・丸山 慧
1・藤井 直香1・池田 俊明1・木原 伸一2・○灰野 岳晴1 1)広
島大院理、2)広島大院工  

10:50  2E05    多孔性配位高分子のその場再結晶化による構造制

御…○上村 優真1・國武 雅司2・渡邉 智2・三嶋 晴香1 1)熊
本大院自然、2)熊本大院先端  

11:15  2E06    グリチルレチン酸誘導体と機能性金属錯体の複合

化による特異的ナノ構造の創成…チャン テイ ジウ ヒエン1・

遠原 颯太1・ホ シュウ ケン サラ1,2・米村 敬子1・小山 靖人
3・○黒岩 敬太1 1)崇城大工、2)ペトロナス工科大、3)富山
県大  

11:40  2E07    加湿アニールによりくし形高分子が形成する階層構



造とその元素ブロックとしての展開…○松井 淳1・江端 一輝2・

山本 俊介3・三ツ石 方也3・永野 修作4 1)山形大理、2)山
形大院理工、3)東北大多元研、4)名大VBL  

[座長 冨田 育義]  

12:55  2E08    光学活性二次構造を制御したπ電子系の積層…○

森崎 泰弘1・菊池 克彰1・中村 純1・土田 啓2・角田 貴洋2・

生越 友樹2・長田 裕也3 1)関西学院大理工、2)金沢大院
自然、3)京大院工  

13:20  2E09    ボレピン環を主骨格とする新規π電子系ビルディン

グユニットの創出…○安達 洋平1・野村 隆憲1・新井 風芽1・

大下 浄治1 1)広島大院工  

13:45  2E10    フェナザシリン含有非π共役系ポリマーの合成と特

性…○林 英樹1・小泉 武昭2 1)名市工研、2)東工大化生研  

[座長 森崎 泰弘]  

14:10  2E11    ナノ相分離を活用した元素ブロック型π共役液晶の

機能化…○舟橋 正浩1 1)香川大創造工  

14:35  2E12    複数の元素を含む機能性元素ブロック高分子の合

成…○冨田 育義1・林 優美子1・林 晃平1・Zheng Feng1・松

村 吉将1・西山 寛樹1・稲木 信介1 1)東工大物質  

[座長 長谷川 靖哉]  

15:00  2E13IL    未来を化学で元気にする元素ブロック高分子材料

…○中條 善樹1 1)京大  

[座長 舟橋 正浩]  

15:50  2E15    発光性ヒ素元素ブロックの開発…○井本 裕顕1・中 

建介1 1)京工繊大院工芸  

16:15  2E16    ホウ素元素ブロック材料を基盤とした刺激応答性発

光材料の開発…○田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

16:40  2E17    ポリシルセスキオキサン膜中に構築した増感発光系

に及ぼす発光体濃度の影響…○中村 優志1・小野 凌平1,2・

御田村 紘志1・榎本 博行2・松川 公洋3・渡瀬 星児1 1)阪
技術研、2)阪電通大、3)京工繊大  

  

9月14日（金）  

S2. 元素ブロック高分子が拓く新しい機能物質  

[座長 渡瀬 星児]  

9:10  3E01    湾曲環状パイ共役分子の創製とカーボンナノチュー

ブとの複合化…○三木 康嗣1 1)京大院工  

9:35  3E02    キラルシリカに内包された有機発色団の円偏光発

光活性…○恒賀 聖司1・中嶋 琢也2・河合 壯2・金 仁華1 1)
神奈川大院工、2)奈良先端大院物質  

10:00  3E03    トリフェニルアミン型三座リンカーを用いた新規Eu(III)

錯体の合成と物性評価…○佐藤 奈津美1・北川 裕一2・伏見 

公志2・長谷川 靖哉2 1)北大院総化、2)北大院工  

[座長 三木 康嗣]  

10:25  3E04    異なる二つの元素ブロックが連動するハイブリッド発

光材料…○渡瀬 星児1・中村 優志1・御田村 紘志1・南 聡史
2・片倉 陽加2 1)阪技術研、2)大阪ガスケミカル  

10:50  3E05    T8主鎖型ポリアゾメチンによる耐溶剤性フィルムの

作製と多層デバイスへの応用…○藤井 駿一1・南 沙央理1・

浦山 健治1・末永 悠2・内藤 裕義2・井本 裕顕1・中 建介1 

1)京工繊大院工芸、2)阪府大院工  

11:15  3E06    変調光電流法による元素ブロック高分子太陽電池

の電子、正孔移動度評価…○内藤 裕義1 1)阪府大工  

11:40  3E07    自己修復性ポリ（ボロシロキサン）のリチウムイオン２

次電池用バインダー/シリコン電極コーティング剤への応用…
○松見 紀佳1・プニート プーフップ1・澤村 維宏1・ヴェーダラー

ジャン ラーマン1・パトナイク サイゴウラン1 1)北陸先端大院
マテリアル  

[座長 藤井 秀司]  

12:55  3E08    ホルミウム複合ポリマーによる磁性材料の作製と磁

場応答…○小白 琴菜1・柳本 賢士2・桑折 道済2・谷口 竜王
2・岸川 圭希2 1)千葉大院融合理工、2)千葉大院工  

13:20  3E09    希土類光熱変換材料を用いた近赤外2波長選択応

答ソフトアクチュエータの創出…○渡邉 智1・國武 雅司1 1)
熊本大院先端  

13:45  3E10    ハイドロゲルキャピラリーを用いた有機半導体単結

晶の形状制御と転写法の確立…○浦田 遼太1・渡邉 智2・國

武 雅司2 1)熊本大院自然、2)熊本大院先端  

[座長 渡邉 智]  

14:10  3E11    パーオキサイド架橋によるポリチオフェンのエラストマ

ー化…○申 健1・松本 拓也1・森 敦紀1・西野 孝1 1)神戸大
院工  

14:35  3E12    表面構造可変な光応答性ポリマーフィルムの作製と

細胞パターニングへの応用…○東野 美玲1・野口 貴史1・河

村 暁文1,2・宮田 隆志1,2 1)関西大化学生命工、2)関西大
ORDIST  

15:00  3E13    高分子粒子安定化泡をキャリアーとする物質運搬

システムの構築…○藤井 秀司1・伊藤 将也2・眞山 博幸3・中

村 吉伸1 1)阪工大工、2)阪工大院工、3)旭川医大  

  

Ｆ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E206講義室  

9月12日（水）  

A. 高分子化学  

[座長 本柳 仁]  

10:00  1F03    Pillared-layer型多孔性金属錯体を用いたビニル高

分子超薄膜体の制御合成…○望月 秀人1・植村 卓史2,3,4 

1)京大院工、2)東大院新領域、3)東大院工、4)JST-
CREST  

10:25  1F04    ハイパーブランチ型、パラ型、メタ型芳香族ポリアミド

とポリスチレンとの 3 種のジブロック共重合体の合成とそれら

の自己組織化構造の差異…○補伽 健太1・太田 佳宏1・駒

村 貴裕2・樋口 剛志3・石田 良仁4・早川 晃鏡2・陣内 浩司
3・横澤 勉1 1)神奈川大工、2)東工大物質、3)東北大多元
研、4)帝京科学大  

[座長 植村 卓史]  

10:50  1F05    熊田・玉尾触媒移動型連鎖縮合重合による制御さ

れたハイパーブランチおよび鎖状ポリ(チエニレン－フェニレ

ン) の合成とそれらの光学特性…○廣田 俊城1・太田 佳宏1・

横澤 勉1 1)神奈川大工  

11:15  1F06    4-トリメチルスタニルスチレンのリビングアニオン重合

と高分子反応を用いたグラフト化の検討…○髙木 直人1・東

原 知哉1 1)山形大院有機材料  

11:40  1F07    アルキニル基担持ポリビニルエーテルをグラフト鎖と

するブラシ状ポリフェニルアセチレンの合成…○菊地 剛史1・

本柳 仁1・田中 知成1・箕田 雅彦1 1)京工繊大院工芸  

[座長 東原 知哉]  

12:55  1F08    ルースまたはタイトならせん置換ポリフェニルアセチ

レンのペンダント官能基の後重縮合によるスターマルチストラ

ンドコポリマーの合成と酸素透過性…○大野 貴矢1・寺口 昌

宏1・金子 隆司1・青木 俊樹1 1)新潟大院自然  

13:20  1F09    位置選択的エステル交換反応によるポリマーナノ粒

子の精密合成…○伊藤 大城1・大内 誠1・寺島 崇矢1 1)京
大院工  

13:45  1F10    両親媒性グラフトコポリマーの自己組織化と温度応

答性：ポリマー鎖の集積化による特異性…○伊丹 丈尋1・大

内 誠1・寺島 崇矢1 1)京大院工  

[座長 箕田 雅彦]  

14:10  1F11    生体適合性セグメントを有するAIE色素修飾ポリアク

リル酸の高分子鎖トポロジーがCa2+センシング能とタンパク質

吸着抑制能に及ぼす効果…○坂本 南美1・松村 聡子1・石割 

文祟1・福島 孝典1 1)東工大化生研  

14:35  1F12    嵩高い構造を有するデンドリマー型イオンの作製お

よび非極性溶媒中での解離挙動…○須永 総玄1・小門 憲太



1,2・佐田 和己1,2 1)北大院総化、2)北大院理  

15:00  1F13    種々のビニルエーテルと環状エステルのビニル付加

カチオン・配位開環同時共重合： 様々な一次構造を有する

グラフト共重合体の新設計法…○樋口 元樹1・金澤 有紘1・

青島 貞人1 1)阪大院理  

  

S5. 分子結合制御の新手法開拓と機能創製  

16:05  1FSO    Introductry Remarks S5…○高島 義徳1・長田 裕

也2 1)阪大高等共創、2)京大院工  

[座長 加藤 和明]  

16:15  1F16    変形誘起ラジカル重合による「鍛えると強くなる」ダ

ブルネットワークゲルの創製…松田 昂大1・○中島 祐2,3・難波 

遼1・グン 剣萍2,3 1)北大院生命、2)北大院先端生命、3)北
大GI-CoRE  

16:40  1F17    ホスト-ゲスト錯体を架橋点にもつ超分子ゲルの

様々な伸長変形下の応力緩和特性…○木村 拓郎1・浦山 

健治1・中畑 雅樹2・高島 義徳3・原田 明3・田中 求4,5 1)京
工繊大院工芸、2)阪大院基礎工、3)阪大院理、4)ハイデル
ベルグ大物理化学、5)京大WPI-iCeMS  

[座長 浦山 健治]  

17:05  1F18    硬質延性ポリロタキサン材料を実現する分子設計

…○加藤 和明1・谷口 正幸1・眞弓 皓一1・横山 英明1・伊藤 

耕三1 1)東大院新領域  

17:30  1F19    環状アミロース誘導体の溶液中における分子形態と

キラル分離挙動…○寺尾 憲1・領木 研之1・北村 進一2 1)
阪大院理、2)阪府大院生命環境  

[座長 寺尾 憲]  

17:55  1F20    双性イオン側鎖の結合状態に基づき変化するポリス

ルホベタインブラシの濡れ性…○坂巻 達記1・犬塚 仁浩1・檜

垣 勇次1,2,3・山田 悟史4・高原 淳1,2,3 1)九大院工、2)九大
先導研、3)九大WPI-I2CNER、4)高エネ機構  

  

9月13日（木）  

S5. 分子結合制御の新手法開拓と機能創製  

[座長 内藤 昌信]  

9:10  2F01    化学的性質の類似した高分子の相分離…○山内 

祥弘1・山田 邦代2・堀本 訓子2 1)物材機構、2)理研  

9:35  2F02    一官能二重刺激応答性オルガノゲルの温度および

光応答挙動の評価…○岡田 聖大1・佐藤 絵理子1・甲田 優

太1・堀邊 英夫1 1)阪市大院工  

10:00  2F03    分子鎖凝集状態制御に基づくデオキシリボ核酸固

体膜の力学特性チューニング…○松野 寿生1,2・盛満 裕真1・

太田 昇3・関口 博史3・高原 淳2,4・田中 敬二1,2 1)九大院
工、2)九大WPI-I2CNER、3)JASRI/SPring-8、4)九大先導
研  

[座長 田中 敬二]  

10:25  2F04    高分子の応力集中を蛍光メカノフォアで解析する…
○齊藤 尚平1・小谷 亮太1・北鹿渡 秀嗣1 1)京大院理  

10:50  2F05    分子結合制御による接着機能化…○内藤 昌信1 

1)物材機構  

[座長 齊藤 尚平]  

11:15  2F06    超分子錯体を基盤とする自己組織性高分子ゲルの

開発…○内田 淳也1・吉尾 正史1・佐藤 宗太2・横山 裕之1・

藤田 誠1・加藤 隆史1 1)東大院工、2)東大院理  

11:40  2F07    スチレン系ブロック共重合体をベースとした非共有

結合性エラストマーの調製と応力緩和…○梶田 貴都1・田中 

春佳1・野呂 篤史1・松下 裕秀1・磯部 浩輔2・野澤 淳2・橋本 

貞治2 1)名大院工、2)日本ゼオン  

[座長 高島 義徳]  

12:55  2F08IL    テーラーメイド型ナノ空間を用いた新しい高分子化

学…○植村 卓史1 1)東大院新領域  

13:45  2F10    被覆型含金属分子ワイヤの合成と物性…○寺尾 潤
1 1)東大院総文化  

[座長 生越 友樹]  

14:10  2F11    双連続キュービック構造を有する機能性高分子膜

の開発とその応用展開…○一川 尚広1 1)農工大院工  

14:35  2F12    電子受容性π共役分子と求核剤の無触媒反応に

基づく分子材料およびポリマーの開発…○高井 淳朗1・竹内 

正之1 1)物材機構  

[座長 一川 尚広]  

15:00  2F13    動的イオン架橋エラストマーの機械特性と自己修復

挙動に対する分子パラメータの影響…○三輪 洋平1・倉地 

寿乃介2・杉野 友亮1・沓水 祥一1 1)岐阜大工、2)岐阜大
院自然  

15:25  2F14    非結合性相互作用によるキラリティ転写に基づいた

アキラルポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）の主鎖らせん不斉誘

起…○長田 裕也1・池田 翔真1・杉野目 道紀1 1)京大院工  

[座長 三輪 洋平]  

15:50  2F15    構造性液体Pillar[6]areneのゲスト蒸気による状態

変化…○生越 友樹1,2・丸山 圭祐1・角田 貴洋1・山岸 忠明1 

1)金沢大院自然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

16:15  2F16    自由回転可能な部位を持たない剛直なメタロナノベ

ルトの合成…○酒田 陽子1,2・秋根 茂久1,2 1)金沢大院自
然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

[座長 前田 大光]  

16:40  2F17    アミノ酸ジアミドを利用する時間発展的超分子重合

法の確立…○大城 宗一郎1・松本 健太郎1・高松 愛子1・山

口 茂弘1,2 1)名大院理、2)名大WPI-ITbM  

17:05  2F18    光を利用した核形成プロセス制御による超分子キラ

リティの反転…矢貝 史樹1,2・○北本 雄一1・井上 大輔2 1)
千葉大IGPR、2)千葉大院融合理工  

  

9月14日（金）  

S5. 分子結合制御の新手法開拓と機能創製  

[座長 窪田 亮]  

9:10  3F01    タンパク質キラルキャビティーを活用した新規分子

結合制御法の創成…藤城 祐也1・豊岡 壮太1・河合 美咲1・

西嶋 政樹1・荒木 保幸1・森 直2・井上 佳久2・○和田 健彦1 

1)東北大多元研、2)阪大院工  

9:35  3F02    糖鎖フォルダマーによる自己組織体形成と構造の

記憶…○西村 智貴1,2・申 思詩1・佐々木 善浩1・秋吉 一成
1,2 1)京大院工、2)JST-ERATO  

[座長 打田 聖]  

10:00  3F03    Self-sorting現象を鍵とする超分子ダブルネットワー

クヒドロゲルの創製と高機能化…○窪田 亮1・重光 孟2・田中 

航1・藤咲 貴大1・浜地 格1,3 1)京大院工、2)阪大院工、
3)JST-CREST  

10:25  3F04    キラル脂質－MX型一次元白金錯体複合体におけ

る錯体鎖のアシンメトリ誘起と超分子バンドギャップ制御…○

永井 邑樹1・松木 昌也1・森川 全章1,2・山田 鉄兵1,2・君塚 

信夫1,2 1)九大院工、2)九大分子システムセ  

[座長 高坂 泰弘]  

10:50  3F05    環状Pt触媒を用いるアセチレン含有高分子の高効

率ヒドロシリル化反応…○樋口 和輝1・中薗 和子1・打田 聖1・

高田 十志和1,2 1)東工大物質、2)JST-CREST  

11:15  3F06    メタクリル酸とアクリルアミドの交互配列ポリマーの精

密合成と配列特性…○亀谷 優樹1・寺島 崇矢1・大内 誠1 

1)京大院工  

11:40  3F07    側鎖にキラル置換基を有するらせん状ポリ（ジフェニ

ルアセチレン）誘導体を用いた比色蛍光アニオンセンシング

…○清水 耀一1・廣瀬 大祐1・西村 達也1・井改 知幸1・前田 

勝浩1,2 1)金沢大院自然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

[座長 寺島 崇矢]  



12:55  3F08    α-(クロロメチル)アクリロイル基の共役置換反応を

用いた易分解性ポリエステルの合成および既存ポリエステル

とのハイブリット化…○永井 光騎1・宮崎 匠1・高坂 泰弘1 1)
信州大繊維  

13:20  3F09    共役置換反応に基づくポリ共役エステルの主鎖切

断および主鎖骨格変換反応…○宮崎 匠1・永井 光騎1・高坂 

泰弘1 1)信州大繊維  

[座長 小門 憲太]  

13:45  3F10    高エネルギー荷電粒子線照射による固相重合を利

用した蛍光ナノワイヤの創成とその形成機構…○坂口 周悟1・

櫻井 庸明1・関 修平1 1)京大院工  

14:10  3F11    極性のスイッチングが可能なπ電子系を基盤とした

集合体の形成と機能化…○中村 一登1・前田 大光1 1)立命
館大生命  

[座長 長田 裕也]  

14:35  3F12    含白金共役高分子の配位子交換に基づく高次構造

の制御…○石田 貴大1・宮城 雄1・佐野 夏博2・三田 文雄1 

1)関西大化学生命工、2)日本化学工業  

15:00  3F13    衝突確率の制御による逐次重合での分子量および

構造制御…○阿南 静佳1・望月 裕美1・小門 憲太1,2・佐田 

和己1,2 1)北大院総化、2)北大院理  

  

Ｇ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E207講義室  

9月12日（水）  

S6. 高分子におけるマルチスケール構造、物性とダ

イナミクス  

9:50  1GSO    Introductry Remarks S6…○横山 英明1・中嶋 健2 

1)東大院新領域、2)東工大物質  

[座長 西辻 祥太郎]  

10:00  1G03    多様な伸長モード下の主鎖型液晶エラストマーの大

変形挙動…○竹部 朝香1・浦山 健治1・徳本 晴紀1 1)京工
繊大院工芸  

10:25  1G04    In-situラマン分光法を用いたポリエチレンの熱延伸

過程における微視的変形挙動の解明…○木田 拓充1・比江

嶋 祐介1・新田 晃平1 1)金沢大院自然  

10:50  1G05    水溶性多糖誘導体の合成と温度応答挙動…○木

村 俊次1・北村 進一2・寺尾 憲1 1)阪大院理、2)阪府大院
生命環境  

[座長 中嶋 健]  

11:15  1G06    DN-polymersの階層構造と物性との相関…○富永 

大輝1 1)CROSS  

11:40  1G07    イオン液体型高分子を用いた高分子電解質のイオ

ン輸送特性…○村井 圭太1・楊 笑笑1・塩入 僚祐1・堀井 辰

衛1・小久保 尚1・上野 和英1・渡邉 正義1 1)横国大院工  

[座長 水上 雅史]  

12:55  1G08    時分割GISAXS法によるPS-b-PMMA薄膜の自己組

織化過程のその場観察…○重栖 拓也1,3・竹中 幹人1,3・小川 

絋樹1,3,4・吉元 健治2,5・東 司6・小寺 克昌6 1)京大化研、2)
京大院工、3)RIKEN/SPring-8、4)JASRI/SPring-8、5)京大
学際融合研セ、6)先端ナノプロセス基盤開発センター  

13:20  1G09    ミクロ相分離構造を形成するグラフト共重合体の形

状記憶能…高木 羽菫1・信川 省吾1・○猪股 克弘1 1)名工
大院工  

13:45  1G10    SAXS-CT法のゴム充填系材料への応用…○小川 

紘樹1,2,3・竹中 幹人1,3・重栖 拓也1・西川 幸宏4・加部 泰三5 

1)京大化研、2)JSTさきがけ、3)理研、4)京工繊大、
5)JASRI/SPring-8  

[座長 梁 暁斌]  

14:10  1G11    周期変形下でのゴム充填系の構造物性相関に関

する研究…○西村 友1・竹中 幹人2 1)京大院工、2)京大化

研  

14:35  1G12    ポリロタキサン形成機構：PEGブラシへのαCD包接

の界面解析…○藤田 拳1・山田 悟史2・伊藤 耕三1・横山 英

明1 1)東大院新領域、2)高エネ機構  

15:00  1G13    共振ずり測定法による高分子ハイドロゲル-石英球

間の接触力学評価…○水上 雅史1・任 懐銀1・古川 英光2・

栗原 和枝3 1)東北大多元研、2)山形大理工、3)東北大未
来セ  

[座長 陣内 浩司]  

15:25  1G14    ナノ触診原子間力顕微鏡を用いたブロックコポリマ

ー型ＴＰＥの変形挙動に関する研究…○小谷 菜那子1・梁 暁

斌1・中嶋 健1 1)東工大物質  

15:50  1G15    両親媒性交互共重合体が形成する花型ミセルおよ

びフラワーネックレスの濃厚水溶液の高次構造と粘度…○佐

藤 尚弘1・大谷 泰歩1・竹内 佐保美1 1)阪大院理  

16:15  1G16    両親媒性交互共重合体とポリカチオンの水溶液中

での複合体形成…○神阪 輝1・佐藤 尚弘1 1)阪大院理  

[座長 小椎尾 謙]  

16:40  1G17    In-situ ラマン分光法を用いた高密度ポリエチレンに

おける熱処理による構造形成に関する研究…○名畑 美里1・

木田 拓充1・新田 晃平1 1)金沢大院自然  

17:05  1G18    ブロック共重合体における分子量分布および組成分

布のミクロ相分離構造界面への影響…○磯野 弘明1・樋口 

剛志1・萩田 克美2・黒木 勇3・菊地 守也4・川口 正剛5・陣内 

浩司1 1)東北大多元研、2)防衛大、3)サイバネットシステ
ム、4)山形大工、5)山形大院有機材料  

17:30  1G19    中性子鏡面/非鏡面反射率を用いたdPS/P2ClS薄

膜の相分離と脱濡れ現象の解明…○不破 拓人1・竹中 幹人
1,2,5・小川 紘樹1,3,5・金谷 利治4・山田 悟史4 1)京大化研、
2)京大院工、3)JASRI/SPring-8、4)高エネ機構、5)理研  

17:55  1G20    液晶配向転移による垂直ナノシリンダー構造の巨視

的単一配列化…土屋 歩1・○小村 元憲1 1)沼津高専  

  

9月13日（木）  

S6. 高分子におけるマルチスケール構造、物性とダ

イナミクス  

[座長 酒井 崇匡]  

9:10  2G01    熱可塑性エラストマーの各種変形様式・変形速度

下におけるミクロ相分離構造変化…Nattanee Dechnarong1・
○神谷 和孝2・増田 汐里1・鄭 朝鴻1・濱田 あゆみ2・小椎尾 

謙1,2,3・高原 淳1,2,3 1)九大院工、2)九大先導研、3)九大
WPI-I2CNER  

9:35  2G02    ポリスチレン-b-ポリ(2-ビニルピリジン)薄膜のスピン

コート過程における溶媒依存性…○松永 翼1・小川 絋樹2・竹

中 幹人2・宮崎 司3・加部 泰三4 1)京大院工、2)京大化
研、3)CROSS東海、4)JASRI  

10:00  2G03    水溶液中におけるコラーゲンとシリカナノ粒子の複合

体形成…○大坪 真理1・寺尾 憲1 1)阪大院理  

[座長 古屋 秀峰]  

10:25  2G04    スクラッチ試験により誘起される高分子内の分子鎖

凝集状態変化と耐傷つき特性…梶原 朋子1・山本 三郎1・○

小椎尾 謙1,2・高原 淳1,2 1)九大先導研、2)九大WPI-
I2CNER  

10:50  2G05    メソ-2,4-ペンタンジオールにおける超分子構造形

成…○高橋 伸幸1・Yoon Do Y.2・Paul Wolfgang3 1)北海道
教育大函館、2)スタンフォード大、3)マルティン・ルター大  

11:15  2G06    ナノインデンターを用いた微小領域におけるエラスト

マー材料の弾性率測定 ～応力緩和現象と表面引力～…○

小池 晃広1 1)ＤＩＣ  

11:40  2G07    三元ブロック共重合体が形成するミセルの薬剤取り

込み挙動…○三輪 祥多郎1・高橋 倫太郎1・Rossel 

Carsten2・松本 紗葵子1・Schacher Felix H.2・櫻井 和朗1 1)
北九市大院工、2)Friedrich Schiller Univ.  



[座長 松本 拓也]  

12:55  2G08    表面グラフト化ポリペプチド薄膜の分子構造転移に

伴うマクロ配向構造と表面電気特性…○古屋 秀峰1・細川 

和穂1・松園 拓人1・梁 曉斌1・安藤 慎治1・中嶋 健1 1)東工
大物質  

13:20  2G09    イオン性ブロック共重合体が形成するPICナノ構造

体の温度変化に伴う高次階層構造発現とそのダイナミクス…
○江頭 巧1・森 健1,2・片山 佳樹1,2,3・岸村 顕広1,3 1)九大院
工、2)九大未来セ、3)九大分子システムセ  

13:45  2G10    膜厚・摩擦係数同時測定による濃厚ポリマーブラシ

のレジリエンシー評価…○江口 裕1・榊原 圭太1・田所 千治
2・中野 健3・辻井 敬亘1 1)京大化研、2)埼玉大院理工、3)
横国大院環境情報  

[座長 辻井 敬亘]  

14:10  2G11    親水性ポリマーのゲル化に伴う自発的相分離現象

の解明…○藤長 郁夫1・酒井 崇匡1 1)東大院工  

14:35  2G12    凝着力測定による動的ポリマーブラシの構造・物性

解析…○青木 太平1・田上 博教1・山田 悟史2・伊藤 耕三1・

横山 英明1 1)東大院新領域、2)高エネ機構  

[座長 藤波 想]  

15:00  2G13    分子量傾斜ポリエチレンオキシド薄膜の創製と物性

…○田中 典和1・松本 拓也1・西野 孝1 1)神戸大院工  

15:25  2G14    固体界面におけるデオキシリボ核酸の吸着形態…○

盛満 裕真1・松野 寿生1・田中 敬二1 1)九大院工  

15:50  2G15    フィラー強化ゴム複合材料における界面緩和挙動と

バルク力学特性…○杉本 晋1・犬束 学2・川口 大輔3・田中 

敬二1,2 1)九大院統合新領域、2)九大院工、3)九大博士教
育プロ  

[座長 川口 大輔]  

16:15  2G16    水晶振動子マイクロバランス法によるメチルセルロー

ス水溶液のゲル化挙動解析…○山岡 賢司1・藤井 義久1・鳥

飼 直也1 1)三重大院工  

16:40  2G17    高分子コンポジットのセルロースミクロ繊維の凝集構

造および粘弾性特性…○鈴木 秀至1・藤井 義久1・鳥飼 直

也1 1)三重大院工  

17:05  2G18    異なる分散媒を用いて調製された高分子コンポジッ

トのカーボンブラックの分散状態と粘弾性特性…福永 雄大
1・藤井 義久2・○鳥飼 直也2 1)三重大院地域イノベ、2)三
重大院工  

  

9月14日（金）  

S6. 高分子におけるマルチスケール構造、物性とダ

イナミクス  

[座長 鳥飼 直也]  

9:10  3G01    時分割小角X線散乱法を用いた変形下における非

晶性高分子の密度揺らぎに関する研究…○西辻 祥太郎1・

岩原 大輔2・伊藤 浩志1・石川 優1・井上 隆1・竹中 幹人3 

1)山形大院有機材料、2)山形大工、3)京大化研  

9:35  3G02    Ｘ線光子相関分光法による剪断下高分子ダイナミ

クスの不均一性の研究…○星野 大樹1・藤波 想1・仲谷 友

孝1 1)理研  

10:00  3G03    熱可塑性ポリウレタンエラストマーの種々の変形様

式下におけるその場X線構造解析に基づく分子鎖凝集状態

評価…○増田 汐里1・野崎 修平1・小椎尾 謙1,2,3・高原 淳
1,2,3・三田 一樹4・山崎 聡4 1)九大院工、2)九大先導研、3)
九大WPI-I2CNER、4)三井化学  

[座長 星野 大樹]  

10:25  3G04    ゴム網目中のダングリング鎖、星型および線状ゲスト

鎖のダイナミクス…○長崎 里佳1・浦山 健治1 1)京工繊大
院工芸  

10:50  3G05    中性子準弾性散乱およびNMRによるポリロタキサン

の分子ダイナミクス解析…○日高 悠太1・眞弓 皓一1・山田 

武2・横山 英明1・伊藤 耕三1 1)東大院新領域、2)CROSS  

11:15  3G06    高分子薄膜のガラス転移と非対称界面ダイナミクス

…○深尾 浩次1・大江 恵未1・林 達彦1・貞包 浩一朗1・山田 

悟史2 1)立命館大理工、2)高エネ機構  

[座長 寺尾 憲]  

11:40  3G07    中性子反射率法によるスピンコート薄膜中における

PMMA鎖のダイナミクス…○青木 裕之1 1)J-PARC  

12:55  3G08    液晶性ポリマーブラシ上におけるネマチック液晶の

秩序化と表面アンカリングに関する研究…○柳町 拓哉1・リー 

シャオ2・シェ ヘロウ3・ニーリー ポール2・栗原 和枝1 1)東北
大未来セ、2)シカゴ大IME、3)シャンタン大化  

13:20  3G09    高分子の階層ダイナミクスに及ぼす水素結合の影

響…○浦川 理1・宮脇 直弥1・井上 正志1 1)阪大院理  

[座長 浦川 理]  

13:45  3G10    構造の制御されたハイドロゲルにおける水分子の拡

散挙動…○藤藪 岳志1・Li Xiang2・酒井 崇匡1 1)東大院
工、2)東大物性研  

14:10  3G11    親水性モノマーとの共重合により加速するポリ（N-イ

ソプロピルアクリルアミド）水溶液の温度応答相分離のダイナミ

クス…○北場 萌1・東海林 竜也1・藤原 華代1・松本 充央1・

麻生 隆彬2・西山 聖3・堀邊 英夫3・坪井 泰之1 1)阪市大
院理、2)阪市大複合先端機構、3)阪市大院工  

14:35  3G12    流動光学的手法による半屈曲性高分子の粘弾性

に関する研究…○岡田 祐樹1・後藤 有香1・寺尾 憲1・佐藤 

尚弘1・井上 正志1 1)阪大院理  

15:00  3G13    一定の過冷却度における、 天然ゴム伸張結晶化の

キネティクス…○登阪 雅聡1 1)京大化研  

  

Ｈ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E208講義室  

9月12日（水）  

S4. 高分子材料破壊機構の解明  

9:50  1HSO    Introductry Remarks S4…○篠田 渉1 1)名大院工  

[座長 藤本 和士]  

10:00  1H03    CFRP／金属接合界面の破壊靱性評価と可視化…
○堀内 伸1・寺崎 正1・森田 裕史1 1)産総研  

10:25  1H04    側鎖にソフトセグメントをトポロジー変換した櫛型ポリ

ウレタンによる力学特性の制御…○青木 大亮1・グランジャン 

オードリー1・網代 広治1,2 1)奈良先端大院物質、2)奈良先
端大研機構  

10:50  1H05    エラストマーの亀裂進展速度の転移現象の特性化

…森下 善広1・Mai Thanh-Tam2・角田 克彦1・○浦山 健治2 

1)ブリヂストン、2)京工繊大院工芸  

11:15  1H06    ゴムの亀裂進展において速度ジャンプが生じるメカ

ニズム…○作道 直幸1・奥村 剛1,2・久保 淳3・梅野 宜崇3 1)
お茶大ソフトマターセ、2)お茶大理、3)東大生産研  

11:40  1H07    モデル高分子ネットワークのトポロジーと破壊…○山

口 哲生1・尾上 雄大1・澤江 義則1 1)九大院工  

[座長 篠田 渉]  

12:55  1H08IL    高分子材料破壊機構の解明…○新田 晃平1 1)
金沢大理工  

[座長 樋口 祐次]  

13:45  1H10    構造用ポリマーの破壊メカニズム解明のためのマル

チスケールモデリング…○梅野 宜崇1・久保 淳1 1)東大生
産研  

14:10  1H11    非晶高分子の衝撃破壊に関する分子論的研究 I: 

脆性材料 - PMMA…○藤本 和士1・湯 之也1・パヤル ラジデ

ィープ1・篠田 渉1・岡崎 進1 1)名大院工  

14:35  1H12    非晶高分子の衝撃破壊に関する分子論的研究 II：

延性材料 ー PC…○湯 之也1・パヤル ラジディープ1・藤本 



和士1・篠田 渉1・岡崎 進1 1)名大院工  

[座長 山口 哲生]  

15:00  1H13    粗視化ＭＤによるシクロデキストリン包接錯体形成メ

カニズム解明…○山本 海1・山下 浩平1・茂本 勇1・小林 定

之1 1)東レ  

15:25  1H14    大規模粗視化分子動力学法による分子論的立場

からの結晶性高分子の破壊…○樋口 祐次1 1)東大物性研  

15:50  1H15    Microscopic origin of the tensile behaviour of 

Rubber…○Rajdeep Payal1・Kazushi Fujimoto1・Changwoon 

Jang1・Wataru Shinoda1・Yuki Takei2・Hiroshi Shima2・

Katsuhiko Tsunoda2・Susumu Okazaki1 1)Grad. Sch. of 
Eng., Dept. Mat. Sci., Nagoya Univ.、2)Bridgestone, Central 
Research Lab.  

16:15  1H16    反応力場を用いたMDシミュレーションによる架橋不

均一性を有するフェノール樹脂の破壊挙動解析…○首藤 靖

幸1,2・和泉 篤士1・萩田 克美3・柴山 充弘2 1)住友ベークラ
イト、2)東大物性研、3)防衛大応物  

[座長 作道 直幸]  

16:40  1H17    分子動力学シミュレーションによるネットワークポリマ

ーのゴム弾性…○佐々木 裕1 1)東亞合成  

17:05  1H18    ガラス状態での高分子破断はStress-Strain曲線の

分子シミュレーションで解明できるか？…○桑島 聖1 1)ナノ
シミュレーション  

17:30  1H19    引張変形を受ける高分子の流動変形を計測するレ

オ・オプティカル近赤外分光法…○新澤 英之1・水門 潤治1 

1)産総研  

17:55  1H20    耐衝撃性と耐摩耗性を両立させたUHMWPE/CNT

複合材料の開発…○沖原 巧1・宮前 和貴1・鷺岡 和寿1 1)
岡山大院自然  

  

9月13日（木）  

S4. 高分子材料破壊機構の解明  

[座長 藤波 想]  

9:10  2H01    熱処理条件・分子量がポリカーボネートのタフネスに

与える影響…○佐東 俊輝1・西辻 祥太郎1・伊藤 浩志1・石

川 優1 1)山形大院有機材料  

9:35  2H02    材料破壊の可視化を指向した着色・発光を示すポリ

ウレタンの合成と特性制御…○青木 大輔1・貫井 麻理菜1・大

塚 英幸1 1)東工大物質  

10:00  2H03    液晶性エポキシ樹脂の配向制御による強靱化…○

原田 美由紀1・山口 広亮1 1)関西大化学生命工  

10:25  2H04    電子線照射によるシリコーン系封止樹脂の物性挙

動…○保田 直紀1・宮本 尚使1・岡田 真一1・福田 康博1 1)
三菱電機  

[座長 栗山 卓]  

10:50  2H05    エポキシ硬化過程における階層的不均一性…○春

藤 淳臣1・青木 美佳2・田中 敬二1,2 1)九大院統合新領
域、2)九大院工  

11:15  2H06    分子ネックレスを用いた高分子材料の強靭化…○

眞弓 皓一1・劉 暢1・日高 悠太1・施 文順1・姜 岚1・前田 利

菜1・横山 英明1・伊藤 耕三1 1)東大院新領域  

11:40  2H07    張出変形過程における高分子フィルムの分子鎖凝

集状態のその場評価と破壊メカニズム…藤本 綾1・永野 千

草2・増田 汐里2・鄭 朝鴻2・野崎 修平2・○小椎尾 謙1,2,3・高

原 淳1,2,3 1)九大先導研、2)九大院工、3)九大WPI-I2CNER  

[座長 眞弓 皓一]  

12:55  2H08    高速変形特性に優れた新規ポリアミド６/ポリロタキ

サンブレンドの創製と破壊過程観察…○伊藤 浩志1・樹神 祐

希1・石神 明1・黒瀬 隆1・西辻 祥太郎1 1)山形大院有機材
料  

13:20  2H09    シリカ微粒子とエラストマーの複合による有機無機

複合材料の開発とその光学・力学特性…○三輪 英二1・渡邉 

健太1・竹岡 敬和1・関 隆広1・浦山 健治2 1)名大院工、2)
京工繊大院工芸  

13:45  2H10    燃料電池用電解質膜の高次構造と乾湿サイクル耐

性…○宮嶋 達也1・齋藤 貢1・奥山 匠1・郭 安聰1・下平 哲司
1 1)旭硝子  

14:10  2H11    広角/小角 X 線散乱測定を用いた張力下のフレミ

オン膜の構造変化の可視化…○藤波 想1・星野 大樹1・仲谷 

友孝1・高田 昌樹1,2 1)理研、2)東北大多元研  

[座長 仲谷 友孝]  

14:35  2H12    高透明性ポリメチルメタクリレート/ポリロタキサンブレ

ンドの破壊過程観察と物性評価…○渡邊 一樹1・石神 明1・

黒瀬 隆1・伊藤 浩志1 1)山形大院有機材料  

15:00  2H13    多孔性高分子シート材料の破壊：亀裂進展と動的

破壊エネルギー…○奥村 剛1 1)お茶大理  

15:25  2H14    ナノ触診AFMによるタフポリマーの局所力学物性計

測…○梁 暁斌1・中嶋 健1 1)東工大物質  

[座長 梁 暁斌]  

15:50  2H15    β晶ポリプロピレンの延伸に伴う空孔形成と破壊…○

河井 貴彦1・添野 翔太1・黒田 真一1・小井土 俊介2・根本 

友幸2 1)群馬大院理工、2)三菱ケミカル  

16:15  2H16    ポリ塩化ビニルの強靱性に及ぼす階層構造効果…
○栗山 卓1・榎本 真久2 1)山形大院有機材料、2)大洋塩ビ  

16:40  2H17    ポリアミド11射出成形品の疲労破壊寿命に及ぼす

応力保持時間効果…○秋友 俊希1・栗山 進1・栗山 卓1 1)
山形大院有機材料  

17:05  2H18    SAXSとRMCモデリングによる伸長時のゴム中シリカ

粒子の分散状態評価…○仲谷 友孝1・小原 真司1,2・星野 大

樹1・藤波 想1・高田 昌樹1,3 1)理研、2)物材機構、3)東北
大多元研  

  

Ｉ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E214講義室  

9月12日（水）  

S3. 高分子複合材料の階層的構造・ダイナミクス解

析  

14:00  1ISO    Introductry Remarks S3…○鈴木 悠1・菅沼 こと2 

1)福井大テニュア、2)帝人  

[座長 吉水 広明]  

14:10  1I11    連鎖分布の異なるビニルアルコール/酢酸ビニル共

重合体の合成およびNMRによる特性解析…○日下 康成1・妹

尾 美咲1,2・浜前 奈未1・押村 美幸2・平野 朋広2・右手 浩一
2 1)積水化学、2)徳島大院理工  

14:35  1I12    グルコシルトランスフェラーゼGtfL産生多糖の構造解

析…○久住 亮介1・浅井 慎一1・木村 恒久1・和田 昌久1・木

村 聡2 1)京大院農、2)東大院農  

15:00  1I13    溶媒効果を利用した溶液NMRによるポリ乳酸の立体

規則性解析…○菅沼 こと1・押村 美幸2・平野 朋広2・右手 

浩一2・Cheng H.N.3・朝倉 哲郎4 1)帝人、2)徳島大院理
工、3)米農務省農業研究局、4)農工大院工  

[座長 菅沼 こと]  

15:25  1I14    低速陽電子寿命・運動量相関測定による自由体積

空隙の化学構造解析…○伊藤 賢志1 1)産総研  

15:50  1I15    陽電子消滅寿命測定法による水酸基化ポリプロピレ

ン/シリカ複合材料の自由体積空隙の解析…○渡邉 亮太1・

萩原 英昭1・佐藤 浩昭1 1)産総研機能化学  

16:15  1I16    加熱水蒸気により劣化した炭素繊維強化プラスチッ

クの構造解析と劣化メカニズムの考察…○萩原 英昭1・島田 

富夫1・渡邉 亮太1・船橋 正弘1・国岡 正雄1・佐藤 浩昭1 1)
産総研機能化学  

[座長 浅川 直紀]  



16:40  1I17    中性子小角・広角散乱と FTIR分光の同時測定によ

る高分子共結晶の構造変化に関する研究…○金子 文俊1・

ラドゥレスク オーレル2・岩瀬 裕希3・高田 慎一4・西浦 正芳
5・侯 召民5 1)阪大院理、2)JCNS、3)CROSS、4)J-PARC、
5)理研  

17:05  1I18    偏光赤外・近赤外分光イメージング法を用いた高分

子成形体の評価…○引間 悠太1・三井 亮輝1・大嶋 正裕1 

1)京大院工  

17:30  1I19    「製品のそのまま」を観察できる動的核スピン偏極コ

ントラスト変調中性子散乱装置の開発…能田 洋平1・○小泉 

智1 1)茨城大院理工  

17:55  1I20    ミュオンスピン緩和法で見た分子ダイナミクスの分子

量依存性…○竹下 聡史1・下村 浩一郎1・岡部 博孝1・平石 

雅俊1・幸田 章宏1・小嶋 健児1・門野 良典1・瀬戸 秀紀1 1)
高エネ機構  

  

9月13日（木）  

S3. 高分子複合材料の階層的構造・ダイナミクス解

析  

[座長 山田 和彦]  

9:10  2I01    固体NMR法を用いたエチレンアイオノマーの構造と運

動性…○浅野 敦志1・松川 隆幸1,2・中澤 千香子1 1)防衛
大応化、2)積水化学  

9:35  2I02    ポリ（γ-グルタミン酸）とその複合体の固体NMRによ

る構造解析…○前田 史郎1 1)福井大院工  

10:00  2I03    固体高分解能13C NMRによる超高分子量ポリエチレ

ンの相構造解析…○中沖 隆彦1・池西 孝成1 1)龍谷大理
工  

[座長 河原 成元]  

10:25  2I04    含硫黄高分子を測定対象とする次世代型固体NMR

法の開発…○山田 和彦1 1)高知大  

10:50  2I05    高分子ダイナミックスにおける協同運動性とその温度

依存性の表面制御CRRモデルによる検討…○佐々木 隆1・佐

藤 諒典1・中根 樹1 1)福井大院工  

11:15  2I06    ガラス状物質の延伸誘起密度ゆらぎに関する研究

…○池田 雄太1・竹中 幹人2 1)京大院工、2)京大化研  

[座長 鈴木 悠]  

13:20  2I09    クモ糸の構造とダイナミクスに関する固体NMR研究…
○朝倉 哲郎1・松田 裕生1・田制 侑悟1・西村 明生1・片岡 奈

緒美1・今井 亜希子1 1)農工大院工  

13:45  2I10    放射光X線解析から分かってきたシルクの高タフネス

性発現における階層的構造の役割…○吉岡 太陽1・亀田 恒

徳1・田代 孝二2 1)農研機構、2)豊田工大  

14:10  2I11    循環器系組織工学材料を指向したシルクフィブロイン

コンポジットの創製…○中澤 靖元1・服部 夏衣1・本多 惟克1・

中澤 千香子2・浅野 敦志2・亀田 恒徳3・井邉 裕介4・城野 

孝喜4 1)農工大院工、2)防衛大応化、3)農研機構、4)東ソ
ー  

[座長 浅野 敦志]  

14:35  2I12    固体NMR法を用いたシルクタンパク質溶液の構造お

よび運動性解析…○鈴木 悠1,2・森江 将太2・東 孝憲2 1)福
井大テニュア、2)福井大工  

15:00  2I13    液晶性前駆体から生成する全芳香族ポリイミド薄膜

のpMAIRS法に基づく高次構造解析…○石毛 亮平1・田中 和

幸1・柳瀬 圭太1・安藤 慎治1 1)東工大物質  

15:25  2I14    非晶－液晶－非晶トリブロック共重合体／液晶ホモ

ポリマーブレンドが形成する高秩序ラメラ構造…○林 幹大1・

戸木田 雅利2 1)名工大院、2)東工大院  

15:50  2I15    ポリアクリル酸エステル／ナノダイヤモンド複合材料の

粘着特性のpH依存性…○松本 拓也1・水谷 光太1・本郷 千

鶴1・西野 孝1 1)神戸大院工  

[座長 久住 亮介]  

16:15  2I16    Self-assembled deposits of LC polysaccharide 

obtained in confined space by manipulating temperature 

and concentration…○Gargi Joshi1・Kosuke Okeyoshi1・

Tatsuo Kaneko1 1)JAIST  

16:40  2I17    ウレタン系ホットメルト接着剤の物性変化の要因解析

…○天野 良洋1・海野 晶浩1・石田 翔大1・小宮 聡一郎1・亀

井 淳一1 1)日立化成  

17:05  2I18    ナイロン６試料へのイオン・低分子の拡散と配向挙動 

[21]； ヨウ素による結晶相の「拡散誘起配向」についての考

察 (6) - アミド基配位の双方向性とポリヨウ素イオンによる自

己組織化 -…○川口 昭夫1 1)京大複合原子力研  

  

9月14日（金）  

S3. 高分子複合材料の階層的構造・ダイナミクス解

析  

[座長 日下 康成]  

9:10  3I01    動的核偏極(DNP)法によるNMRの超高感度化と材料

への展開…○梶 弘典1 1)京大化研  

9:35  3I02    NMR法による高分子の気体拡散性評価…○吉水 広

明1 1)名工大院工  

10:00  3I03    周波数可変EDMRからみた有機半導体薄膜デバイス

のg値の異方性…○浅川 直紀1・福田 國統1 1)群馬大院理
工  

[座長 梶 弘典]  

10:25  3I04    ナノダイヤモンドナノマトリックス構造を有する天然ゴム

の調製と物性…○河原 成元1・Gannoruwa Asangi1・山本 祥

正2 1)長岡技科大院工、2)東京高専  

10:50  3I05    電気分解によるエポキシ化天然ゴムおよび臭素化天

然ゴムの調製と構造解析…○山本 祥正1・河原 成元2 1)東
京高専、2)長岡技科大  

11:15  3I06    コントラスト変調法による架橋ゴムの階層構造に関す

る研究…○渡辺 幸1・竹中 幹人2・西辻 祥太郎3・山口 大輔
4・小泉 智5 1)京大院工、2)京大化研、3)山形大院有機材
料、4)京大WPI-iCeMS、5)茨城大院理工  

11:40  3I07    STEM-EDXトモグラフィーによるSBR/IR/シリカ3成分

コンポジットの３次元構造解析…○堀内 伸1・伯川 秀樹1・山

本 亮太2・森田 淳2 1)産総研ナノ材料、2)先端素材高速開
発技術研究組合  

  

Ｊ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E215講義室  

9月12日（水）  

S7. 基礎科学と製品開発における水研究の現状と

展望－高分子を中心として－  

9:50  1JSO    Introductry Remarks S7…○四方 俊幸1・内田 努2 

1)農工大院農、2)北大院工  

[座長 四方 俊幸]  

10:00  1J03    Ｘ線を用いたバルクおよび界面近傍の水の構造・電

子状態解析…○原田 慈久1,2,3 1)東大物性研、2)東大放射
光、3)東大新領域  

10:25  1J04    誘電緩和測定による木材中の水の分子ダイナミクス

の解析…○須藤 誠一1・鈴木 養樹2・斉藤 宏伸3・川口 翼3・

阿部 史也3・堀 雄貴3・西 尭宏3・八木原 晋3 1)都市大共
通教育、2)森林総研、3)東海大理  

[座長 佐藤 高彰]  

10:50  1J05    水の液－液臨界点仮説とグリセロール水溶液の溶

媒状態…○鈴木 芳治1 1)物材機構  

11:15  1J06    飛行時間型中性子小角散乱でみる水の非干渉性

散乱…○小泉 智1・能田 洋平1・稲田 拓美1 1)茨城大院理
工  



11:40  1J07    超広帯域誘電分光に基づく水の緩和ダイナミクスの

再検討…○白神 慧一郎1 1)理研  

[座長 原田 慈久]  

13:20  1J09    気液界面におけるカチオン重合の "その場 " 測定

…○石塚 紳之介1・松木 亮2・羽馬 哲也3・江波 進一1 1)国
立環境研、2)産総研、3)北大低温研  

13:45  1J10    コロイド粒子間衝突頻度の基準化に基づく高分子の

吸着過程と凝集機能評価…○足立 泰久1・小川 和義1・ソウ 

イラン1・リアゾフ レオニド2 1)筑波大生命環境、2)モスクワ大  

[座長 須藤 誠一]  

14:10  1J11    ヒドロキシエチルセルロースの水和挙動とレオロジー

…○新井 健悟1・四方 俊幸1 1)農工大院連農  

14:35  1J12    ティラピア鱗コラーゲン水溶液の分子運動…岸 祥

太郎1・久保 翔1・○野嵜 龍介1 1)北大院理  

15:00  1J13    含水物質中の水素結合ネットワークの凝集・分散構

造による水構造の特徴づけ…○八木原 晋1 1)東海大理  

[座長 足立 泰久]  

15:25  1J14    メチルセルロース水溶液のゲル化と相分離：有機塩

の添加効果…○柴田 基樹1・今井 大暉1・古賀 毅1・西田 幸

次1 1)京大院工  

15:50  1J15    散乱・分光法によるハウスホールド製品基剤溶液中

で形成されるミクロ構造・水和・イオン揺らぎの相関…○佐藤 

高彰1・柳瀬 慶一1・帯金 未来1・ブフナー リチャード2・五十嵐 

章紀3・小倉 卓3 1)信州大繊維、2)レーゲンスブルグ大理
論物理化学、3)ライオン  

16:15  1J16    温度応答性高分子水溶液が示す臨界現象に関わ

る水和/脱水和挙動とミクログロビュール形成…○柳瀬 慶一
1・ブフナー リチャード2・佐藤 高彰1 1)信州大繊維、2)レー
ゲンスブルグ大理論物理化学  

[座長 八木原 晋]  

16:40  1J17    テレケリック高分子が形成する一時的網目構造の力

学特性とナノ構造との相関…○金田 勇1・布見 淳1・柴田 章

吾1・那須田 裕子2・大沼 正人2 1)酪農大酪農、2)北大院
工  

17:05  1J18    ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)の相分離水溶液の

コロイド分散状態…○韓 佳運1・高橋 倫太郎1・佐藤 尚弘1 

1)阪大院理  

17:30  1J19    統計熱力学的手法が明らかにする高分子水溶液の

熱ゲル化メカニズム…○磯部 紀之1・出口 茂1・清水 青史2 

1)海洋機構、2)ヨーク大  

17:55  1J20    温度応答性共重合体の水和と相分離挙動の解析

…○前田 寧1・西本 剛大1・杉原 伸治1 1)福井大院工  

  

9月13日（木）  

S7. 基礎科学と製品開発における水研究の現状と

展望－高分子を中心として－  

[座長 野嵜 龍介]  

9:10  2J01    高分子水溶液の分子ダイナミクスとガラス転移に関

する誘電的研究…○佐々木 海渡1・喜多 理王1,2・新屋敷 直

木2・八木原 晋2 1)東海大マイクロナノ研、2)東海大理  

9:35  2J02    リン脂質・界面活性剤の自己組織化構造と水和状

態の相間…○菱田 真史1 1)筑波大数理物質  

10:00  2J03    リン脂質膜に水和する水のダイナミクス…山田 武1・

高橋 伸明2・富永 大輝1・高田 慎一2・○瀬戸 秀紀3 

1)CROSS、2)原子力機構、3)高エネ機構  

[座長 前田 寧]  

10:25  2J04    細胞の凍結保存における凍結保護剤の役割に関す

る研究…○内田 努1・古川 真帆2・黄川田 隆洋3,4・山崎 憲

慈1・郷原 一寿1 1)北大院工、2)北大工、3)農研機構、4)
東大院新領域  

10:50  2J05    β-1,3-グルカンの水溶液中での分子形態と秩序

－無秩序転移の側鎖分岐度依存性…○吉場 一真1・土橋 

敏明1・佐伯 俊彦1・Christensen Bjorn2 1)群馬大院理工、
2)ノルウェー科学技術大  

11:15  2J06    界面選択的非線形分光による血液適合性高分子/

水界面における水の構造研究…○二本柳 聡史1・アントン ミ

ヤリトシン1,2・浦島 周平1・サナット ゴーシュ1・山口 祥一1,3・柳

沢 純司4・青木 隆史4・田原 太平1 1)理研、2)日産アーク、
3)埼玉大理工、4)京工繊大院工芸  

11:40  2J07    赤外分光法及び低波数ラマン分光法におけるコラ

ーゲンモデル化合物の分子量依存性…○長濱 朋輝1・佐藤 

春実1 1)神戸大院発達  

[座長 吉場 一真]  

12:55  2J08    グロビュラー高分子フィルムの物性に及ぼす吸着水

の効果…○佐々木 直樹1・古澤 和也2 1)酪農大、2)福井工
大  

13:20  2J09    水性塗料の粘弾性制御による塗料飛散低減技術

…○石田 聡1・小池 謙太1 1)日本ペイント  

13:45  2J10    柔軟剤の作用機構の解明…○五十嵐 崇子1・中村 

浩一1・星 正人1・井上 滋登1・香春 武史1・村田 憲一郎2 1)
花王、2)北大低温研  

[座長 四方 俊幸]  

14:10  2J11    新規多糖誘導体の疎水性相互作用による増粘挙

動と化粧品への応用…○高井 雅規1・辻 誠1・南部 博美1 

1)花王  

14:35  2J12    NaOH, KOH水溶液および水の低振動数ラマン散乱

…○天羽 優子1・大村 拓也1・渡邉 将孝1・亀田 恭男1・臼杵 

毅1 1)山形大理  

  

C. 高分子機能  

[座長 齊藤 尚平]  

16:15  2J16    スピロピラン含有感温性ゲル粒子内の合成と評価…
○森部 十徳1・星野 友1・三浦 佳子1 1)九大院工  

16:40  2J17    位置選択的な昇華架橋により作製したN-ベンジリデ

ンアニリン架橋液晶高分子フィルムの光屈曲挙動…○山口 

航1・近藤 瑞穂1・深江 亮平2・川月 喜弘1 1)兵庫県大院
工、2)兵庫県大環境  

17:05  2J18    分子末端にピリジル基を有するN-ベンジリデンアニリ

ンを用いた水素結合型光反応性高分子液晶複合体の光応

答性…○児島 大二郎1・近藤 瑞穂1・川月 喜弘1 1)兵庫県
大院工  

  

9月14日（金）  

C. 高分子機能  

[座長 田中 一生]  

9:10  3J01    酸応答性室温発光性液体化合物の合成と自己組

織化挙動…○佐藤 結香1・磯田 恭佑2 1)香川大院工、2)香
川大創造工  

9:35  3J02    刺激応答型発光性N-Heteroaceneの発光色とレオ

ロジー制御…○磯田 恭佑1 1)香川大創造工  

10:00  3J03    発光性イオンガラス中での三重項励起子拡散を利

用したフォトン・アップコンバージョン…○久光 翔太1・楊井 伸

浩1,2・君塚 信夫1,2 1)九大院工、2)九大分子システムセ  

10:25  3J04    積層型コレステリック液晶エラストマーフィルムのひ

ずみに伴う光学物性変化…○木村 聖哉1・具 教先1・久野 恭

平1・堤 治1・赤松 範久2・宍戸 厚2 1)立命館大院生命、2)
東工大化生研  

[座長 磯田 恭佑]  

10:50  3J05    羽ばたく発光団のメカノフォア機能：結晶構造中の空

隙の崩壊に伴う活性化と高分子鎖への導入…○山角 拓也
1・大坪 主弥1・大須賀 篤弘1・齊藤 尚平1 1)京大院理  

11:15  3J06    熱、蒸気、および機械的刺激に対して色変化を示す

蛍光性デンドリマー結晶ファイバー…○ユ ジュヨン1・中嶋 紗

江1・Ken Albrecht2・武田 洋平3・南方 聖司3・山元 公寿2・



山本 洋平1 1)筑波大、2)東工大、3)阪大  

11:40  3J07    液晶性を利用した高配向蛍光性ポリイミドの調製と

蛍光の偏光特性評価…○柳瀬 圭太1・田中 和幸1・石毛 亮

平1・安藤 慎治1 1)東工大物質  

[座長 赤松 範久]  

12:55  3J08    温度応答性トリブロック共重合体ミセル水溶液の相

転移挙動…○町田 真二郎1・玉木 友浩1・吉田 みなみ1・多

田 朋子1・田中 直毅1・和久 友則1・池田 憲昭1 1)京工繊
大  

13:20  3J09    動的イオン架橋エラストマーの延伸過程における架

橋構造の変化…○倉地 寿乃介1・三輪 洋平2・杉野 友亮2・

沓水 祥一2 1)岐阜大院自然、2)岐阜大工  

13:45  3J10    ホスト－ゲスト包接錯体で架橋されたイオン液体ゲ

ル…○シナワン ガリー1・小林 裕一郎1・大崎 基史1・高島 義

徳1,2・山口 浩靖1・原田 明1,3 1)阪大院理、2)阪大高等共
創、3)ImPACT  

[座長 山口 浩靖]  

14:10  3J11    異なる相互作用によって発現する温度応答性高分

子の相転移挙動…○深谷 直紀1・黒島 佳希1・小門 憲太1,2・

佐田 和己1,2 1)北大院総化、2)北大院理  

14:35  3J12    動的光重合を利用した液晶配向能を有する高分子

配向膜の作製…○小林 吉彰1・赤松 範久1・宍戸 厚1 1)東
工大化生研  

15:00  3J13    アンホテリックジブロック共重合体の水中での温度応

答性…○河田 祐希1・児塚 翔平1・遊佐 真一1 1)兵庫県大
院工  

15:25  3J14    共重合により調整された温度応答性ゲルの物性…
○呉羽 拓真1・林 恭平1・Li Xiang1・柴山 充弘1 1)東大物性
研  

  

Ｋ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E216講義室  

9月12日（水）  

C. 高分子機能  

[座長 秋葉 勇]  

10:00  1K03    シクロデキストリン（CD）のみから構成される不織布の

後架橋による不溶化…○大澤 吉弘1・吉田 裕安材1 1)信州
大院繊維  

10:25  1K04    液中エレクトロスピニングによるシクロデキストリン不

織布の作製…○櫻木 健太1・吉田 裕安材1 1)信州大繊維  

[座長 山本 拓矢]  

10:50  1K05    気液界面における光環化付加反応を用いた両親媒

性二次元ポリマーの合成…○入谷 康平1,2・鵜野 裕基2・国元 

一樹2・田原 一邦2,3・廣瀬 敬治2・戸部 義人2,4 1)海洋機
構、2)阪大院基礎工、3)明大理工、4)阪大産研  

11:15  1K06    ポリロタキサンナノシートの創成…○上沼 駿太郎1・

前田 利菜1・横山 英明1・伊藤 耕三1 1)東大院新領域  

11:40  1K07    ポリロタキサンナノシートの応用…○前田 利菜1・上

沼 駿太郎1・河西 健吾1・横山 英明1・伊藤 耕三1 1)東大
院新領域  

[座長 吉田 裕安材]  

12:55  1K08    ディスク状粒子の特性と新規凝集比濁用キャリアと

しての検証…○石倉 賢一1・曽我部 大輝1・中川 篤2・岡村 

陽介1,2 1)東海大院工、2)東海大マイクロナノ研  

13:20  1K09    単分散オリゴ糖-ソラネソールブロック共重合体によ

るシングルナノオーダー自己組織化…○小牧 凌也1・川上 菜

穂1・磯野 拓也2・山本 拓矢2・田島 健次2・佐藤 敏文2 1)北
大院総化、2)北大院工  

13:45  1K10    環状骨格を持つ両親媒性ペプチドによるポリエチレ

ングリコールの包接…○森本 康介1・金澤 諭史1・秋葉 勇1 

1)北九市大院工  

[座長 宮元 展義]  

14:10  1K11    ナノダイヤモンド充てんした過酸化物系架橋天然ゴ

ムナノ複合材料の特性評価…○加藤 貴嗣1・守谷(森棟) せ

いら1 1)中部大院工  

14:35  1K12    有機色素の自己集合による半導体ナノ結晶の配列

制御…○山内 光陽1・増尾 貞弘1 1)関西学院大理工  

[座長 横山 英明]  

15:00  1K13    中性子小角散乱法による燃料電池触媒の微細構

造の解明 -ミセル溶液からのアプローチ-…○稲田 拓実1・上

田 悟1・能田 洋平1・小泉 智1 1)茨城大院理工  

15:25  1K14    PEG-PLGA/ラポナイト水溶液の温度応答性ゾル-

ゲル転移挙動と微細構造…○前田 知貴1・堀田 篤2・能田 

洋平1・小泉 智1 1)茨城大院理工、2)慶應大院理工  

[座長 三輪 洋平]  

15:50  1K15    ラジカル-アニオンUV硬化により作製可能な傾斜型

有機-無機複合コーティング膜…○佐々木 彩乃1・宗像 秀典
2・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大理工、2)豊田自動織
機  

16:15  1K16    ポリシランの光開裂を利用したチタニア微粒子への

グラフトと光触媒機能…○工藤 美希1・古谷 昌大1,2・有光 晃

二1,2 1)東理大理工、2)東理大光触媒研セ  

[座長 守谷(森棟) せいら]  

16:40  1K17    液晶性無機ナノシート/ポリウレタン複合ファイバーの

合成…○諸岡 時希1・大背戸 豊2・宮元 展義3 1)福岡工大
院工、2)足利大、3)福岡工大工  

17:05  1K18    ヒドロゲルを鋳型としたナノシート高分子ハイブリッド

材料の創生…○古川 聡起2・大背戸 豊3・宮元 展義1 1)福
岡工大、2)福岡工大院、3)足利大  

[座長 前田 利菜]  

17:30  1K19    高級脂肪酸のブレンドによるエチレンアイオノマーの

物性制御…○小池 眞人1・三輪 洋平2・神原 悠3・沓水 祥一
2 1)岐阜大院自然、2)岐阜大工、3)岐阜大院工  

17:55  1K20    ナノ水滴の集積化によるハイブリッド粒子の合成とポ

ーラス構造体の構築…○藤野 遼太1・福井 有香1・藤本 啓

二1 1)慶應大院理工  

  

9月13日（木）  

C. 高分子機能  

[座長 今井 祐介]  

9:10  2K01    両親媒性歯ブラシ型ポリマーミセルをテンプレートと

した複合材料の合成…○瀧田 萌美1・金 仁華1 1)神奈川大
院工  

9:35  2K02    セルロースナノファイバーの表面修飾とポリカプロラク

トンへの複合化…○市村 弘毅1・黒川 成貴1・堀田 篤1 1)慶
應大院理工  

[座長 沓水 祥一]  

10:00  2K03    フィラー構造の精密制御による高周波コンポジット

誘電材料の性能向上…○今井 祐介1・菅 章紀2・堀田 裕司
1・小川 宏隆2 1)産総研、2)名城大  

10:25  2K04    CNT分散現場重合型ポリアミド６母材CFRTP中の界

面における重合促進に関して…○入澤 寿平1・柴田 眞孝1・

山本 徹也1・田邊 靖博1 1)名大院工  

  

S8. 高分子材料開発のための計算科学最前線  

11:05  2KSO    Introductry Remarks S8…○本田 隆1 1)日本ゼオ
ン  

[座長 本田 隆]  

11:15  2K06IL    高分子材料等の複雑流動解析のためのマルチス

ケールシミュレーション手法…森井 洋平1・○川勝 年洋1 1)
東北大院理  

[座長 森田 裕史]  



12:55  2K08    分子動力学シミュレーションによるpoly(vinylidene 

fluoride) (PVDF)結晶および非晶表面における濡れ性の分子

論的研究…○北畑 雅弘1,2,3・Taddese Tseden2・岡崎 進2 

1)先端素材高速開発技術研究組合、2)名大院工、3)東レ  

13:20  2K09    高分子材料のマルチスケールシミュレーション…○

村島 隆浩1 1)東北大院理  

13:45  2K10    大規模粗視化MDシミュレーションと２次元散乱パタ

ーン解析…○萩田 克美1 1)防衛大  

14:10  2K11    界面活性剤が吸着した液滴の変形と流動…○小沢 

拓1・本田 隆2・川勝 年洋3 1)JSOL、2)ゼオン、3)東北大理  

[座長 村島 隆浩]  

14:35  2K12    複合材料の実験データ連携に向けたOCTAシステ

ムの拡張…○森田 淳1・山本 亮太1・齋藤 健1・青柳 岳司2・

森田 裕史2 1)先端素材高速開発技術研究組合、2)産総
研  

15:00  2K13    シミュレーションと機械学習を用いた分岐高分子の

伸長粘度推算…○坂下 竜一1・滝本 淳一2・岩方 裕一3・茶

木 健太4 1)東ソー、2)山形大院有機材料、3)リンテック、
4)JSOL  

15:25  2K14    グラフ理論を用いた熱可塑性エラストマーの応力ネ

ットワーク解析…○森田 裕史1・宮元 彩乃1 1)産総研コンピ
ュテーショナルデザイン研セ  

15:50  2K15    高分子複合材料のSCF計算…○本田 隆1 1)先端
素材高速開発技術研究組合  

[座長 小沢 拓]  

16:15  2K16    高分子ーヨウ素錯体の構造形成機構と分子間相互

作用に関する量子化学的考察…○田代 孝二1・高濱 智彦1・

Wang MengFan1 1)豊田工大院工  

16:40  2K17    環動ゲルにおける巨視的な力学物性と微視的な分

子構造の相関…○保田 侑亮1・戸田 昌利2・眞弓 晧一1・横

山 英明1・森田 裕史2・伊藤 耕三1 1)東大院新領域、2)産
総研  

17:05  2K18    粒子が添加された2成分流体系の相分離シミュレー

ション…○尾崎 弘人1・青柳 岳司1・山本 量一2 1)産総研、
2)京大院工  

  

9月14日（金）  

S8. 高分子材料開発のための計算科学最前線  

[座長 畝山 多加志]  

9:10  3K01    粗視化モデルを用いた液晶エラストマーの力学特

性解析…○田頭 健司1,2・高橋 和義3・土居 英男3・福田 順

一4・青柳 岳司3 1)先端素材高速開発技術研究組合、2)パ
ナソニック、3)産総研、4)九大院理  

9:35  3K02    粗視化分子動力学法を用いたモノマー液滴の濡れ

挙動の解析…○伊藤 寿1・松本 茂紀1・鈴木 智久1・杉井 泰

介1・寺崎 健1・守谷 浩志1 1)日立  

10:00  3K03    粗視化分子動力学法によるずり流動下における高

分子鎖の回転…○小林 直樹1・瀧本 淳一2 1)三井化学、2)
山形大院有機材料  

10:25  3K04    機能性ポリマー開発のための分子シミュレーション

…○鷲津 仁志1,2 1)兵庫県大院シミュ、2)京大ESICB  

[座長 小林 直樹]  

10:50  3K05    定電圧印加下における粗視化分子動力学シミュレ

ーション…○青柳 岳司1 1)産総研  

11:15  3K06    外部電場により荷電コロイド粒子間に誘起される異

方的相互作用…施 俊羽1・モリーナ ジョン1・○山本 量一1,2 

1)京大院工、2)東大生産研  

11:40  3K07    イオン液体によるセルロース・キチン溶解の計算化

学研究…○宇都 卓也1・井手之上 悟志1・山元 和哉1・門川 

淳一1 1)鹿児島大院理工  

[座長 青柳 岳司]  

12:55  3K08    帯電デンドリマーと線状高分子電解質の複合体化：

デンドリマー世代数の効果…○小原 光徳1・藤原 進1・水口 

朋子1・橋本 雅人1 1)京工繊大院工芸  

13:20  3K09    過渡的結合を取り入れた高レベル粗視化シミュレー

ションモデルの性質…○畝山 多加志1 1)名大院工  

13:45  3K10    tetra-PEG ゲルのネットワーク構造のシミュレーショ

ンによる研究…○滝本 淳一1・村上 萌2・亀田 美帆2・スクマ

ラン サティーシュ1 1)山形大院有機材料、2)山形大工  

14:10  3K11    からみあい高分子の多体モデル間の比較…○増渕 

雄一1・畝山 多加志1 1)名大院工  

[座長 増渕 雄一]  

14:35  3K12    ラジカル重合によって得られるネットワークの構造と

力学物性に関する分子シミュレーション…○古谷 勉1・古賀 

毅1 1)京大院工  

15:00  3K13    反応粗視化分子動力学シミュレーションによるメソ

ゲン含有エポキシ樹脂の層構造評価…○杉井 泰介1・伊藤 

寿1・松本 茂紀1・田中 慎吾1・守谷 浩志1・丸山 直樹2・星野 

稔2・田中 直敬2・竹澤 由高2 1)日立、2)日立化成  

  

Ｌ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E217講義室  

9月12日（水）  

C. 高分子機能  

[座長 岡本 敏宏]  

10:00  1L03    官能基を導入した環状βペプチドナノチューブのc-

AFMを用いて求めた電流－時間特性の1/f揺らぎの解析…
○大村 紘司1・釜野 雄輔1・田畑 有基1・宇治 広隆1・木村 俊

作1 1)京大院工  

10:25  1L04    環状ペプチドの分子集合体であるペプチドナノチュー

ブをAFM測定により解析した圧電特性…○田畑 有基1・高垣 

和志・宇治 広隆1・木村 俊作1 1)京大院工  

10:50  1L05    ボラ型ヘリックスペプチド分子集合体に組み込んだ

パイ共役系二次元結晶の構造と電気的特性…○宇治 広隆
1・小川 順矢1・木村 俊作1 1)京大院工  

[座長 尾坂 格]  

11:15  1L06    PEDOT:PSSの合成と酸処理による高導電化…○勝

山 直哉1・小澤 巧実1・奥崎 秀典1 1)山梨大院  

11:40  1L07    高導電性自己ドープ型PEDOTの合成…○工藤 一希
1・箭野 裕一1,2・奥崎 秀典1 1)山梨大院、2)東ソー  

[座長 宇治 広隆]  

12:55  1L08    配向型圧電ゴムにおける防振性能の向上…○太田 

達哉1・間々田 祥吾1・竹中 宏行1 1)鉄道総研  

13:20  1L09    ジフェニルベンジジン骨格含有ポリイミド薄膜におけ

る光電流スペクトルの印加電圧依存性に基づく光電導機構

の解析…○武政 千晶1・浅井 茂雄1・石毛 亮平1・安藤 慎治
1 1)東工大物質  

13:45  1L10    ビチオフェンジオン系半導体ポリマーにおける構造

異性体が物性に与える影響…○三木江 翼1・深澤 愛子2・山

口 茂弘2・尾坂 格1 1)広島大院工、2)名大院理  

14:10  1L11    コレステリック液晶構造を転写したらせん磁性ポリマ

ーの合成…○大瀧 雅士1・後藤 博正1 1)筑波大院数理物
質  

[座長 奥崎 秀典]  

14:35  1L12    Zigzag型クリセノジチオフェン骨格を有する新規共

役高分子半導体の合成と半導体特性…○黒澤 忠法1・池田 

大次2・山元 明人2・竹谷 純一1・岡本 敏宏1,3 1)東大院新
領域、2)ダイセル、3)JSTさきがけ  

15:00  1L13    大面積塗布型デバイスへの応用を指向した高移動

度N字型有機半導体の誘導化と構造物性相関…○三谷 真

人1・三津井 親彦1・山村 祥史1・山岸 正和2・佐藤 寛泰3・山

野 昭人3・橋爪 大輔4・石井 宏幸5・竹谷 純一1・岡本 敏宏
1,6 1)東大新領域、2)富山高専、3)リガク、4)理研、5)筑波



大院数理物質、6)JSTさきがけ  

15:25  1L14    フッ素置換したキノキサリンイミド誘導体の合成とキャ

リア輸送特性…○長谷川 司1・芦沢 実1・川内 進1・松本 英

俊1 1)東工大物質  

15:50  1L15    シアノ置換含窒素ペリレンジイミドn型有機半導体の

合成と電荷輸送特性…○小熊 威1・熊谷 翔平1・石井 宏幸
2・福﨑 英治3・谷 征夫3・杉浦 寛記3・渡邉 哲也3・黒澤 忠

法1・竹谷 純一1・岡本 敏宏1,4 1)東大院新領域、2)筑波大
数理物質、3)富士フイルム、4)JSTさきがけ  

[座長 竹岡 裕子]  

16:15  1L16    キラルゲスト応答性らせん高分子触媒における不斉

誘起と増幅…○山本 武司1・村上 遼1・小松 聡子1・杉野目 

道紀1 1)京大院工  

16:40  1L17    光学活性な側鎖を有する温度応答性高分子の有

機溶媒中におけるキラル認識…○納谷 昌実1・小門 憲太1,2・

佐田 和己1,2 1)北大院総化、2)北大院理  

17:05  1L18    DNAの選択吸着・濃縮精製のためのアミノ化セルロ

ースナノファイバーカラムの調製…○松本 和也1・丸亀 俊昭
1・坂田 眞砂代1 1)熊本大院自然  

[座長 坂田 眞砂代]  

17:30  1L19    制御ラジカル重合によるクレアチニン認識ポリマー修

飾電極の創製と電気化学的解析…○加治佐 平1・柳本 吉之
1・坂田 利弥1,2 1)PROVIGATE、2)東大院工  

17:55  1L20    高機能逆浸透膜の創出…○浜田 剛志1・小川 貴文
1・木村 将弘1 1)東レ  

  

9月13日（木）  

C. 高分子機能  

[座長 山本 武司]  

9:10  2L01    二重キラル材料の合成と光学分割機能…○伊藤 

巧1・金 仁華1 1)神奈川大院工  

9:35  2L02    パラジウム-テオフィリン系自己組織化ナノ構造体と

触媒機能…○貝掛 勝也1・設楽 剛1・金 仁華1 1)神奈川大
工  

10:00  2L03    カチオン性π共役系高分子の生体分子センシング

(II) －フルオレン-チオフェンジブロック共重合体による生体

分子センシング－…○島田 友衣1・佐藤 翼・藤田 正博1・竹

岡 裕子1・陸川 政弘1 1)上智大理工  

10:25  2L04    金ナノ粒子/ジブロックアイオノマーの合成と触媒活

性(VII) –粒子の微細化の検討–…○井上 ひな子1・藤田 正

博1・竹岡 裕子1・陸川 政弘1 1)上智大院理工  

[座長 中 裕美子]  

10:50  2L05    pH応答リキッドマーブルのCO2による崩壊制御…○

雪岡 翔太郎1・藤井 秀司2・中村 吉伸2・遊佐 真一1 1)兵
庫県大院工、2)阪工大院工  

11:15  2L06    マイクロフローリアクターを用いた両末端等価化合物

への片末端付加反応による長鎖シランカップリング剤の合成

に関する研究…○渕上 清実1・山本 健蔵1・北田 直也1・信

野 和也1 1)松風  

11:40  2L07    親水・疎水基を側鎖に有するポリ置換メチレンの合

成と表面物性…○河南 英知1・松本 拓也1・西野 孝1 1)神
戸大院工  

[座長 藤森 厚裕]  

12:55  2L08    イソシアネート架橋剤を含むポリオレフィンスルホン

系解体性接着剤…○小泉 綾音1・佐々木 健夫1・レ コア1 1)
東理大院理  

13:20  2L09    導電性金属ナノインクの選択的塗布に適した光分解

性表面修飾剤の合成と評価…○猪狩 拓真1・山口 和夫1,2 

1)神奈川大理、2)神奈川大光材料研  

13:45  2L10    スルホニル基含有シアノビフェニルスターポリマーに

より形成される特殊なポーラス構造…○都丸 裕1・中 裕美子
2 1)東理大院理、2)東理大理  

14:10  2L11    ポリマー１分子の直視：キラルらせん高分子鎖に沿

って一方向性プロセッシブ運動する分子モーターと全原子

MDシミュレーション…○篠原 健一1・巻田 優1 1)北陸先端大
院マテリアル  

[座長 藪 浩]  

14:35  2L12    新規チキソトロピック性添加剤分子の開発とその物

性向上起源の解明: 三つ葉状三本鎖トリアミド誘導体の超分

子組織化…○中川 由人1・綿引 楓2・佐藤 栄一3・芝崎 祐二
4・藤森 厚裕1 1)埼玉大院理工、2)埼玉大工、3)楠本化
成、4)岩手大理工  

15:00  2L13    表面修飾有機化無機ナノ粒子の溶剤中ナノ分散と

その単粒子膜形成挙動：潤滑剤応用に向けて…○町田 大

樹1・孟 起1・藤森 厚裕1 1)埼玉大院理工  

15:25  2L14    マトリックス高分子との混和性に着目した有機鎖修

飾無機フィラー含有コンポジットの調整研究…○郭 毅飛1・福

士 敬斗2・赤坂 修一3・藤森 厚裕1 1)埼玉大院理工、2)埼
玉大工、3)東工大院理工  

15:50  2L15    架橋型ポリマーブラシのトライボロジー特性…○連 康

一1・藤森 智也1・江口 裕1・渡辺 宏1・辻井 敬亘1 1)京大化
研  

[座長 山口 和夫]  

16:15  2L16    ナノおよびミクロ相分離を用いたブロックコポリマーの

階層構造化…○伊藤 祥穂1・松永 康平1・松井 淳2・山本 俊

介3・三ツ石 方也3・永野 修作4・藪 浩5 1)山形大院理工、
2)山形大理、3)東北大多元研、4)名大VBL、5)東北大WPI-
AIMR  

16:40  2L17    単層カーボンナノチューブに対する簡便な表面修飾

法の効果 -溶媒中ナノ分散と界面単層膜の形成，並びに高

分子系ナノ複合材創出の試み-…○平山 周平1・安彦 喜寛
2・藤森 厚裕1 1)埼玉大院理工、2)埼玉大工  

17:05  2L18    機能性生体分子の無機粒子ナノシート上への固定

化技術の確立とその活性維持の試み…○柚木 健1・木村 祐

介2・藤森 厚裕1 1)埼玉大院理工、2)埼玉大工  

  

9月14日（金）  

C. 高分子機能  

[座長 野々山 貴行]  

9:10  3L01    低熱膨張性，透明性，耐熱性および溶液加工性を

有する対称および非対称スピロ構造含有ポリエステルイミド…
○長谷川 匡俊1・高橋 信也1・佃 壮一1・石井 淳一1・山科 友

香理2・河村 芳範2 1)東邦大理、2)田岡化学  

9:35  3L02    超低弾性率ポリイミド（１３）. リン含有化合物による難

燃性の改善…○石井 淳一1・市倉 綾人1・石原 悠葵1・今泉 

雄太1・齋藤 小侑1・関根 あゆ美1・長谷川 匡俊1 1)東邦大
理  

10:00  3L03    エレクトロスピニング法によるセルロース系ナノファイ

バーの作製とその複合化によるポリカプロラクトンの力学物性

向上…○谷口 穂鷹1・黒川 成貴1・堀田 篤1 1)慶應大院理
工  

[座長 前田 知貴]  

10:25  3L04    Anisotropic toughness of DCC-Cellulose hydrogel 

with highly aligned fibrous structure…○YunZhou Guo1・Md. 

Tariful Islam Mredha2・Tasuku Nakajima2,3・Takayuki 

Kurokawa2,3・JianPing Gong2,3 1)Grad. Sch. of Life Sci., 
Hokkaido Uni、2)Fac. of Advanced Life Sci., Hokkaido Uni、
3)Global Institution for Collaborative Research and Edu. 
(GI-CoRE), Hokkaido Uni  

10:50  3L05    弾性率超転移を示す可逆的温度応答性ハイドロゲ

ルの創製…○野々山 貴行1,3・李 永祐2・太田 玖美2・藤岡 

慶伍2・グン 剣萍1,3 1)北大院先端生命、2)北大院生命、3)
北大GI-CoRE  

[座長 安達 洋平]  

11:15  3L06    表面グラフト重合によるポリチオフェン－シリカ複合



微粒子の合成と評価(I) －重合条件の検討－…○小泉 嵩1・

藤田 正博1・竹岡 裕子1・陸川 政弘1 1)上智大理工  

11:40  3L07    有機高分子テンプレートの効果によるリン酸カルシウ

ム複合薄膜の形成と構造制御…○市川 理乃1・梶山 智司1・

飯村 美慧1・加藤 隆史1 1)東大院工  

[座長 山吹 一大]  

12:55  3L08    o-カルボランを用いたπ共役系分子の合成と光学

特性…○和田 佳祐1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

13:20  3L09    かご型シルセスキオキサン修飾を利用した耐酸素

性を有する電気化学発光系の創出…○中村 亮太1,2・成清 

颯斗1・権 正行1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工、2)
ユニチカ  

13:45  3L10    POSSを基盤としたポリウレタン‐共役系高分子ハイブ

リッドの合成と機能性評価…○加藤 圭悟1・権 正行1・田中 

一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

[座長 権 正行]  

14:10  3L11    カテコール構造含有ラダー状ポリシルセスキオキサ

ンの創製と接着特性…○齊之平 裕策1・金子 芳郎1 1)鹿児
島大院理工  

14:35  3L12    架橋型ポリシルセスキオキサンを用いた断熱材料の

開発…中西 佑樹1・○塚田 学1・石元 孝佳2・甲斐 裕之1・岡

田 健太3・安達 洋平1・大下 浄治1 1)広島大院工、2)横浜
市大院生命ナノ、3)マツダ  

15:00  3L13    エッジ部にクラウンエーテルを有するPOSSを用いた

有機-無機ハイブリッドロタキサン材料の合成…○山根 銀太
1・山吹 一大1・鬼村 謙二郎1 1)山口大院創成科学  

  

Ｍ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E218講義室  

9月12日（水）  

C. 高分子機能  

[座長 新倉 謙一]  

10:00  1M03    PVA/キトサンブレンドフィルムの抗菌活性…○和田 

理征1・尾田 吉輝1・端慶覧 章朝2・澤井 淳2・清水 秀信1・岡

部 勝1 1)神奈川工大バイオ、2)神奈川工大工  

10:25  1M04    リピオドール/ポリカプロラクトン血管塞栓ビーズの生

分解性制御とX線視認性評価…○岡本 穣1・尾藤 健太1・松

本 知博1,2・富田 康介2・長谷部 光泉1,2・堀田 篤1 1)慶應
大院理工、2)東海大医  

[座長 宮田 隆志]  

10:50  1M05    カチオンレセプターを有する1,8-ナフタルイミド誘導

体のモノマー‐エキシマースイッチングと光誘起呈色反応によ

るアニオン性多糖のセンシング…○和田 真由子1・井澤 浩則
1・伊福 伸介1・森本 稔1・斎本 博之1 1)鳥取大院工  

11:15  1M06    POSSネットワークを利用した生体内還元状態のセン

シングの為のプローブ開発…○末永 和真1・田中 一生1・中條 

善樹1 1)京大院工  

11:40  1M07    シクロデキストリンの包接錯体により架橋された超分

子ヒドロゲルの力学物性と酸化還元応答性…○荒本 光1・高

島 義徳1・原田 明1,2・山口 浩靖1 1)阪大院理、2)ImPACT  

[座長 八島 慎太郎]  

12:55  1M08    分子刺激応答性ゲルによるマイクロ流路の自律制

御とゲート機能…○平山 真優1・河村 暁文1,2・庄司 観3・川野 

竜司3・宮田 隆志1,2 1)関西大化学生命工、2)関西大
ORDIST、3)農工大院工  

13:20  1M09    感温性高分子と低分子化合物の相互作用を利用

した相転移温度の制御…○清水 秀信1・和田 理征1・岡部 

勝1 1)神奈川工大バイオ  

13:45  1M10    シクロデキストリンモノマーを用いた無溶媒重合によ

る超分子材料の作製とその力学特性評価…○以倉 崚平1・

呑村 優1・高島 義徳1・原田 明2・山口 浩靖1 1)阪大院理、

2)ImPACT  

[座長 清水秀信]  

14:10  1M11    濡れ性の異なる基板に対する表面半球状パターン

をもったハイドロゲルの摩擦挙動…○竹藤 春菜1・八島 慎太

郎1・黒川 孝幸2・龔 剣萍2・安中 雅彦1 1)九大院理、2)北
大院先端生命  

14:35  1M12    酸と光の協同効果を利用したC–Pt結合の選択的開

裂を伴うゲルの光加工技術…○ラッセル 豪マーティン1・金子 

俊一1・稲森 大貴1・正井 宏1・寺尾 潤1 1)東大院総文化  

15:00  1M13    高分子ヒドロゲル化剤をマトリクスとする複合ゲル材

料の創製…○大背戸 豊1・大野 正司2・猿橋 康一郎2・渡邊 

久幸2,3・宮元 展義4 1)足利大共通教育セ、2)日産化学、3)
九大GIC、4)福岡工大工  

[座長 寺尾 潤]  

15:25  1M14    シェル層を架橋したPNIPAMを有する二重応答性ナ

ノカプセルの合成と機能評価…○竹渕 はるか1・金 仁華2 1)
神奈川大院工、2)神奈川大  

15:50  1M15    ジチエニルケトンとベンゼンからなるフォルダマーの

らせん不斉の制御…○古賀 蒼一朗1・太田 英輔1,2・谷 周一
1・津野 孝文3・大垣 拓也1,2・松井 康哲1,2・池田 浩1,2 1)阪
府大院工、2)阪府大RIMED、3)阪府大工  

16:15  1M16    原子移動ラジカル重合法により合成したPMMAの溶

解性…○大星 友希1・中 裕美子2 1)東理大院理、2)東理大
理  

[座長 池田 浩]  

16:40  1M17    ポリフッ化ビ二リデンの溶液中におけるコンホメーショ

ンと分子運動に与える溶媒種依存性…○田川 文菜1・堀邊 

英夫2・四方 俊幸1 1)農工大院農、2)阪市大院農  

17:05  1M18    ポリカーボネート型電解質のイオン伝導挙動に及ぼ

す可塑剤の添加効果…○小林 香織1・児玉 秀和2・古川 猛

夫2・Di Noto Vito3・富永 洋一1 1)農工大院BASE、2)小林
理研、3)パドヴァ大  

  

9月13日（木）  

C. 高分子機能  

[座長 中村 一希]  

9:10  2M01    PEDOT:PSSアルミ固体電解コンデンサの作製と電

気的特性…○若林 寿樹1,2・勝沼 将人2・工藤 一希1・奥崎 

秀典1 1)山梨大院、2)日本ケミコン  

9:35  2M02    色素増感太陽電池の高機能化に向けた液晶電解

質の開発…○水村 友梨香1・ホグベーリ ダニエル1・ソベラツ 

バルトロメ1・吉尾 正史1・内田 聡2・瀬川 浩司3・加藤 隆史1 

1)東大院工、2)東大院総文化、3)東大先端研  

10:00  2M03    ノンフラーレンアクセプターを用いた有機薄膜太陽

電池の性能劣化原因の調査…○鈴木 健司1・辛川 誠2,3・當

摩 哲也2,3・高橋 光信1,2 1)金沢大院自然、2)金沢大理
RSET、3)金沢大術創成機構  

10:25  2M04    高分子太陽電池とペロブスカイト太陽電池における

電圧損失…○キム ヒョンド1・梁川 奈侑1・嶋崎 愛2・遠藤 克
2・若宮 淳志2・大北 英生1 1)京大院工、2)京大化研  

[座長 中野 英之]  

10:50  2M05    固体状態での室温赤色燐光を指向したニドカルボ

ラン修飾ルテニウム錯体の合成とその光学特性評価…○上

村 京也1・田中 一生1・中條 善樹1 1)京大院工  

11:15  2M06    室温燐光発光を示すポリスチレンスルホン酸からな

るハイブリット材料…○林 一陽1・生越 友樹1,2・角田 貴洋1,2・

山岸 忠明1 1)金沢大院自然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

11:40  2M07    交流高電界を用いたDNA/Ru(II)錯体複合体配向

膜の構築とその刺激応答性…○宮崎 司1・中村 一希1・小林 

範久1 1)千葉大院  

[座長 田中 一生]  

12:55  2M08    低分子化合物によるP3HTを高分子発光材料として



用いた電気化学発光素子への発光補助作用の解明…○高

山 裕行1・二瓶 栄輔1 1)慶應大院理工  

13:20  2M09    燐光性ポリイミド薄膜および低分子イミド化合物の超

高圧下における発光挙動の解析…○安東 優太郎1・藤原 瑛

右1・折田 良司1・石毛 亮平1・安藤 慎治1 1)東工大物質  

13:45  2M10    光干渉法を用いたポリイミド膜の面内方向の熱光学

係数の測定と 分子構造および配向状態、熱膨張挙動との

相関…○藤田 恵実1・原田 真梨1・石毛 亮平1・安藤 慎治1 

1)東工大物質  

14:10  2M11    1,4-Bis(2-cyano-2-{4-[5-(4-

methylphenyloxy)pentyloxy]phenyl}ethenyl)-2,5-

dimethoxybenzeneの固相における光誘起発光色変化…○金

子 凌平1・相良 剛光2・片尾 昇平3・玉置 信之2・中野 英之1 

1)室蘭工大、2)北大電子研、3)奈良先端大院  

[座長 宍戸 厚]  

14:35  2M12    分子内光環化反応により強塩基を発生する光塩基

発生剤の合成と光反応性材料への応用…○秋山 崇文1・古

谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大理工  

15:00  2M13    光塩基発生剤から発生する第三級アミンによる影

部の光アニオン重合…○中本 康弘1・大村 健人2・小池 信明
2・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大理工、2)東亞合成  

15:25  2M14    電荷移動錯体の可視光吸収により開始されるアクリ

ラートの光ラジカル重合…○竹村 健吾1・古谷 昌大1・有光 

晃二1 1)東理大理工  

15:50  2M15    超強酸を発生させる熱酸発生剤を用いた種々のエ

ポキシモノマーのカチオン重合…○秋山 京平1・古谷 昌大1・

有光 晃二1・関 隆広2 1)東理大理工、2)名大院工  

[座長 有光 晃二]  

16:15  2M16    タンニン酸を基盤とした光機能性材料(UV硬化性樹

脂・レジスト)への応用…○大堀 静也1・工藤 宏人1 1)関西
大  

16:40  2M17    ヒドロキシプロピルセルロースの液晶秩序を利用して

作製した共役系高分子フィルム表面上の微細凹凸パターン

と回折格子としての機能…○江口 直人1・後藤 博正1 1)筑
波大院数理物質  

17:05  2M18    色素を添加した高分子安定化液晶の非線形光学

応答による三次元分子配向制御…○松本 浩輔1・臼井 鴻志
1・赤松 範久1・宍戸 厚1 1)東工大化生研  

  

9月14日（金）  

C. 高分子機能  

[座長 小池 康博]  

9:10  3M01    グルコースユニット含有光学活性ポリマーの合成と

その円偏光発光特性…○井改 知幸1・粟田 聖矢1・篠原 健

一2 1)金沢大院自然、2)北陸先端大院マテリアル  

9:35  3M02    単層カーボンナノチューブ上でのイミン結合形成を

利用した化学反応に基づく近赤外発光の多段階変調…○志

賀 為仁1・白木 智丈1,2・藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4 1)九大院工、2)
九大WPI-I2CNER、3)JSTさきがけ、4)九大分子システムセ  

10:00  3M03    水溶性量子ドットを増幅媒質としたエバネッセント波

光増幅…○植田 裕美子1・二瓶 栄輔1 1)慶應大院理工  

[座長 山本 洋平]  

10:25  3M04    二色性色素添加光ファイバーの応力印加状態にお

けるスペクトル解析…○戸崎 隆道1・古川 怜1・矢野 賢太郎2 

1)電通大院情報理工、2)林原  

10:50  3M05    複屈折温度依存性相殺による温度無依存ゼロ複

屈折ポリマー…○和田 謙司1・多加谷 明広1・小池 康博1,2 

1)慶應大院理工、2)慶應大KPRI  

11:15  3M06    異方性低分子ドープ法による複屈折波長分散制御

…○広瀬 健太1・小池 康博1,2 1)慶應大院理工、2)慶應大
KPRI  

11:40  3M07    温度無依存ゼロ複屈折ポリマーに向けた複屈折特

性の解析…○小林 優真1・小池 康博1,2 1)慶應大院理工、

2)慶應大KPRI  

[座長 二瓶 栄輔]  

12:55  3M08    リアルカラーディスプレイのための新規ランダム偏光

フィルムの提案…○鵜殿 真理子1・小池 康博1,2 1)慶應大
院理工、2)慶應大KPRI  

13:20  3M09    有機 EL ディスプレイに向けた新規高リタデーション

ポリマーフィルム…○村上 功太郎1・小池 康博1,2 1)慶應大
院理工、2)慶應大KPRI  

13:45  3M10    多色発光を示すBODIPYマイクロ結晶と光学ヘテロ

構造の形成…○岡田 大地1・Asaithambi Aswin2・中村 貴志
1・Prinz Gunther2・佐藤 寛泰3・佐伯 昭紀4・鍋島 達弥1・

Lorke Axel2・山本 洋平1 1)筑波大院数理物質、
2)Duisburg-Essen大、3)リガク、4)阪大  

14:10  3M11    拡張三環ビオロゲン高分子の光応答性評価…○伊

藤 正太1・中 裕美子2 1)東理大院理、2)東理大理  

  

Ｎ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 2F E219講義室  

9月12日（水）  

S11. 高分子ナノハイブリッドの次元・構造制御と機

能  

9:50  1NSO    Introductry Remarks S11…○舟橋 正浩1・根岸 雄

一2 1)香川大工、2)東理大理  

[座長 赤松 謙祐]  

10:00  1N03    ペプチドデンドロン配位子を有する超分子金ナノクラ

スターによる光触媒反応…○磯崎 勝弘1・上野 亮2・石橋 幸

典2・高谷 光1・中村 正治1 1)京大化研、2)京大院工  

10:25  1N04    フレキシブル基板の無電解めっきにおける高分子／

金属界面の微細構造制御…○玉井 聡行1・渡辺 充1・小林 

靖之1・小畠 淳平1・中原 佳夫2・矢嶋 摂子2・姜 俊行3・喜多 

あずさ3 1)阪技術研、2)和歌山大システム工、3)奥野製薬  

[座長 磯崎 勝弘]  

10:50  1N05    新規微細AuPt合金クラスターの精密合成とその一

次元連結構造体の創製…○根岸 雄一1 1)東理大院理  

11:15  1N06    金属ナノ粒子分散高分子ハイブリッドの精密合成と

微細構造制御…○赤松 謙祐1 1)甲南大フロンティア  

11:40  1N07    棒状らせん高分子の添加によるフラーレンC60のウ

ィスカー/ファイバー成長促進効果…○林 宏紀1・菊池 亮介
1・熊井 玲児2・佐賀山 基2・後藤 博正1 1)筑波大院数理物
質、2)高エネ機構  

[座長 根岸 雄一]  

12:55  1N08    フェニルボロン酸基を有するTiO2ナノ粒子の添加に

よるハイドロゲルの自己修復化…○井戸田 直和1・飯島 啓太
2・鈴木 健吾2・菅原 義之2,3 1)法政大生命、2)早大先進理
工、3)早大材研  

13:20  1N09    2次元単結晶金ナノ粒子アレイを有する大面積フィ

ルムの作製とその光学特性評価…○平川 奈央1・藤川 茂紀
1,3・君塚 信夫1,2 1)九大院工、2)九大分子システムセ、3)
九大WPI-I2CNER  

13:45  1N10    ナノ粒子による脂質膜の構造制御とバイオ機能…○

佐々木 善浩1・名倉 百華1・井上 文仁1・氏平 勇樹1・澤田 

晋一1・向井 貞篤1・秋吉 一成1 1)京大院工  

14:10  1N11    両親媒性及び二重親水性歯ブラシ型ポリマーの設

計及び応用…○井上 予志人1・金 仁華1 1)神奈川大院⼯  

[座長 宮島 大吾]  

14:35  1N12    フェノチアジン環を有する芳香環ミセルのレドックス

刺激応答能…○佐藤 義将1・吉沢 道人1・穐田 宗隆1 1)東
工大  

15:00  1N13    銀ナノ粒子を用いた呈色フィルム（１）紫外線硬化型

一液塗液の検討…○大江 靖1・田淵 恵里香1・釜田 敦子1 



1)凸版印刷  

15:25  1N14    散乱手法を用いた有機無機ハイブリッド材料のナノ

構造解析…○菊地 守也1・榎本 航之2・中野 雅比古2・川口 

正剛2 1)山形大工、2)山形大院有機材料  

[座長 坂本 良太]  

15:50  1N15    DNAコンジュゲートポリマーを用いた温度応答性蛍

光プローブの創製…○佐孝 貴文1,2・藤田 雅弘2・前田 瑞夫
1,2 1)東大院新領域、2)理研  

16:15  1N16    タンパク質ジャケットを利用した超常磁性ナノ粒子の

異方的集積化…○宮島 大吾1 1)理研  

16:40  1N17    液体高分子へのスパッタによる合金ナノ粒子…○米

澤 徹1・Deng Lianlian1・徳永 智春2・Nguyen Mai Thanh1 1)
北大院工、2)名大院工  

[座長 尾崎 仁亮]  

17:05  1N18    有機酸化剤結晶表面を利用した導電性高分子2次

元ナノシートの合成…○佐藤 宏亮1・今井 宏明1・緒明 佑哉1 

1)慶應大理工  

17:30  1N19    無機ナノシート液晶を複合化したエラストマーとゲル

…○宮元 展義1・諸岡 時希2・古川 聡起2・稲富 巧1・大背戸 

豊3 1)福岡工大工、2)福岡工大院工、3)足利大  

17:55  1N20    機能性分子低次元系のボトムアップ創製…○坂本 

良太1,2・豊田 良順1・西原 寛1 1)東大院理、2)JSTさきがけ  

  

9月13日（木）  

S11. 高分子ナノハイブリッドの次元・構造制御と機

能  

[座長 高口 豊]  

9:10  2N01    ハイブリッド超分子で実現する形のある超分子ポリマ

ー…○矢貝 史樹1・新津 敬介2 1)千葉大IGPR、2)千葉大院
融合理工  

9:35  2N02    湿度応答性ポリシロキサンを利用した有機無機複合

膜中のリオトロピック液晶相制御…○原 光生1・折戸 大輝1・

脇谷 尚幸1・永野 修作2・関 隆広1 1)名大院工、2)名大
VBL  

10:00  2N03    機能性チオフェンの構造設計と精密重合…○森 敦

紀1・藤田 佳佑1・小倉 忠之1・久保田 智大1・岡野 健太郎1・

舟橋 正浩2 1)神戸大院工、2)香川大創造工  

[座長 舟橋 正浩]  

10:25  2N04    カーボンナノチューブへのゲル被覆法の開拓と機能

化…○藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4・永井 薫子1・森 絋一郎5・川口 稔5 

1)九大院工、2)九大WPI-I2CNER、3)JSTさきがけ、4)九大
分子システムセ、5)福岡歯科大  

10:50  2N05    乳化重合によるチオール基反応性ゲル被覆カーボ

ンナノチューブの合成…○永井 薫子1・藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4 1)
九大院工、2)九大WPI-I2CNER、3)JSTさきがけ、4)九大分
子システムセ  

11:15  2N06    シクロパラフェニレン-ヨウ素複合体の刺激応答性…
○尾崎 仁亮1・坂本 裕俊2,3・西原 大志2,3・伊丹 健一郎2,3,4 

1)横浜市大院生命ナノ、2)JST-ERATO、3)名大院理、4)名
大WPI-ITbM  

11:40  2N07    太陽光エネルギー利用を指向したカーボンナノチュ

ーブ光触媒による水素生成反応…○高口 豊1・井澤 拓己1・

宮本 大輝1・三宅 秀明2・田嶋 智之1 1)岡山大院環境、2)
山口大院創成科学  

[座長 原 光生]  

12:55  2N08    メタロ超分子ポリマーにおける構造の次元制御と電

子・イオン伝導機能の相関…○樋口 昌芳1 1)物材機構  

13:20  2N09    ポリアミド-ヒドロキシアパタイトナノ複合材料の作製 

～ヒドロキシアパタイトの形状制御と界面改質～…○河村 知

世1,2・園部 健矢1・大橋 亜沙美1・渡辺 春美1・渡邊 克史1・

小山田 洋1・荒巻 政昭1・扇澤 敏明2 1)旭化成、2)東工大  

13:45  2N10    有機配位子間の相互作用に駆動される一次元金

チオラート配位高分子の構造と特性の制御…○村上 碧1・松

峰 陸1・小野 壮哉1・七分 勇勝1・堀本 訓子2・石田 康博2・

小西 克明1 1)北大院環境、2)理研  

[座長 樋口 昌芳]  

14:10  2N11    温度応答性デンドロン脂質・金ナノロッドハイブリッド

ベクターと近赤外光の併用による遺伝子導入の光制御…○

橋本 拓弥1・弓場 英司1・原田 敦史1・河野 健司1 1)阪府
大院工  

14:35  2N12    錯体ナノ空間を利用したグラフェンナノリボンの精密

合成…○北尾 岳史1,2・マクレーン マイケル1,4・本宮 亮人3・

植村 卓史1,2,4 1)東大院新領域、2)東大院工、3)京大院
工、4)JST-CREST  

15:00  2N13    含フッ素オリゴマー/クレーナノコンポジットをキーとし

た燃料電池用コンポジット膜の作製…○山下 黄1・遠藤 友唯
1・及川 祐梨1・奥山 匠2・渡壁 淳2・澤田 英夫1 1)弘前大院
理工、2)AGC  

  

Ｏ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E314講義室  

9月12日（水）  

S9. 高性能エネルギーデバイスのための高分子材

料  

9:50  1OSO    Introductry Remarks S9…○小柳津 研一1 1)早大
理工  

[座長 田中 学]  

10:00  1O03    電子顕微鏡を用いた燃料電池向け電極触媒層の

構造観察と解析…長尾 知彦1・磯野 弘明1・野村 啓太1・西

原 洋知1・京谷 隆1・古谷 佳久2・伊藤 仁2・大間 敦史2・○陣

内 浩司1 1)東北大多元研、2)日産自動車  

10:25  1O04    高酸素還元反応触媒活性を指向した二酸化チタン

系コンポジットへの光還元法による白金ナノ粒子の合成…○

バダム ラージャシェーカル1・ヴェーダラージャン ラーマン1・

松見 紀佳1 1)北陸先端大院マテリアル  

10:50  1O05    ナノカーボンを素材とした非白金型電池触媒デザイ

ン…○中嶋 直敏1・Yang Jun1・Cheng Junfang1 1)九大
WPI-I2CNER  

[座長 小柳津 研一]  

11:15  1O06IL    水素社会の必要性と水素・燃料電池技術の革新

…○山口 猛央1 1)東工大化生研  

[座長 松見 紀佳]  

12:55  1O08    飛行時間型中性子小角散乱でみる燃料電池触媒

層のミクロ構造…○小泉 智1・上田 悟1 1)茨城大院理工  

13:20  1O09    cryo-TEM法による水溶液中のNafion®の微細構造

解析…○寺尾 剛1・杉森 秀一1・山口 真1 1)産総研FC-
CUBIC  

13:45  1O10    過酸化水素劣化初期におけるナフィオン膜の構造

のAFM観察…○黒田 清一1・松浦 豊聡2・松田 有子1・猪熊 

喜芳1・山口 真1 1)技術研究組合FC-Cubic、2)上智大理工  

14:10  1O11    三次元連結プロトン伝導ネットワークの構築と燃料電

池電解質への応用…○田中 学1・小椋 隆廣1・原田 大輝1・

西澤 基貴1・川上 浩良1 1)首都大院都市環境  

[座長 藤ヶ谷 剛彦]  

14:35  1O12    超強酸基を有する高分子電解質の合成と応用(VII) 

－電解質特性におよぼす超強酸基導入率の効果－…○浅

野 光穂1・藤田 正博1・竹岡 裕子1・陸川 政弘1 1)上智大
理工  

15:00  1O13    高分子電解質ポリ(p-フェニレン)ジブロック共重合

体膜の高次構造解析…○杉森 秀一1・小具 健一2・平原 実

留2・寺尾 剛1・山口 真1・陸川 政弘2 1)産総研FC-CUBIC、
2)上智大理工  

15:25  1O14    スルホン化ポリイミド薄膜における主鎖剛直性とプロ



トン伝導…○長尾 祐樹1・高倉 健作1・小野 祐太朗1・後藤 

崚介2・末次 輝太2・原 光生2・永野 修作3・安部 隆4 1)北陸
先端大院マテリアル、2)名大院工、3)名大VBL、4)新潟大院
自然  

15:50  1O15    芳香族系アニオン導電性高分子薄膜における化学

的安定性の向上…○横田 尚樹1・三宅 純平2・宮武 健治2,3 

1)タカハタプレシジョン、2)山梨大クリエネ研セ、3)山梨大燃
電ナノ研セ  

[座長 大平 昭博]  

16:15  1O16    燃料電池用電解質膜の高次構造と発電性能…○

犬飼 潤治1,2・宮武 健治1,2 1)山梨大クリエネ研セ、2)山梨
大燃電ナノ研セ  

16:40  1O17    高温低加湿下条件での固体高分子形燃料電池性

能に及ぼすアイオノマーの影響…○中山 麗1,2・ワラツンガ ダ

ンミカ1,2・藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4 1)九大院工、2)九大WPI-
I2CNER、3)JSTさきがけ、4)九大分子システムセ  

17:05  1O18    生体模を倣膜した高分子電解質の２次元プロトン伝

導機構…○塚本 真由1・松井 淳2・山本 俊介3・三ツ石 方也
3・宮下 徳治3 1)山形大院理工、2)山形大理、3)東北大多
元研  

[座長 山本 俊介]  

17:30  1O19    マイクロエマルション中における芳香族炭化水素の

電解水素付加反応…○脇坂 暢1・國武 雅司2 1)富山県大
工、2)熊本大院自然  

17:55  1O20    エネキャリ合成用のトルエン水素化電解槽の性能と

固体高分子電解質の物性…長澤 兼作1・小池 純平2・谷本 

圭亮2・黒田 義之2・○光島 重徳1,2 1)横国大IAS、2)横国大
院工  

  

9月13日（木）  

S9. 高性能エネルギーデバイスのための高分子材

料  

[座長 緒明 佑哉]  

9:10  2O01    濃厚電解液と炭素材料を用いた高容量ゲル電極の

創製と次世代二次電池への適用…○猿渡 彩1・仲西 梓1・玉

手 亮太1・松前 義治1・上野 和英1・獨古 薫1・渡邉 正義1 

1)横国大院工  

9:35  2O02    ビスイミノアセナフテンを有する共役系高分子のエネ

ルギー材料への応用…○パトナイク サイ ゴウラン1・ヴェーダ

ラージャン ラーマン1・松見 紀佳1 1)北陸先端大院マテリア
ル  

10:00  2O03    π積層ラジカルポリマーを活物質とする蓄電デバイ

スの新展開…○森田 靖1・村田 剛志1 1)愛知工大工  

10:25  2O04    TEMPO置換ポリマーを用いたストレッチャブル・全固

体有機二次電池…○畠山 歓1・西出 宏之1・小柳津 研一1 

1)早大理工  

[座長 森田 靖]  

10:50  2O05    マテリアルズインフォマティクスを活用した高性能有

機負極活物質の探索…○沼澤 博道1・佐藤 宏亮1・今井 宏

明1・緒明 佑哉1,2 1)慶應大理工、2)JSTさきがけ  

11:15  2O06    新規レドックスフロー電池実現のための電解液およ

び電極材料の評価…○大平 昭博1・根岸 明1・八月朔日 英

二1・金 済徳2・佐藤 縁1 1)産総研、2)物材機構  

11:40  2O07    リチウムイオン電池用シリコン負極に適する水系高

分子バインダーの開発…○亀井 冬弥1・内田 悟史1・石川 正

司1 1)関西大化学生命工  

[座長 畠山 歓]  

12:55  2O08    ポリカーボネートおよびポリサルファイトを用いた高分

子固体電解質の電池材料特性…○宇野 貴浩1・中村 海透
1・新原 怜1・久保 雅敬1・伊藤 敬人1 1)三重大院工  

13:20  2O09    チオールを用いた高硫黄含有量樹脂の合成とリチ

ウム-硫黄二次電池への応用…○山吹 一大1・清水 亜矢子
1・藤津 悟1・吉本 信子1・鬼村 謙二郎1 1)山口大院創成科

学  

  

S14. 天然多糖類が拓く新しい機能性ナノマテリア

ルの世界  

14:05  2OSO    Introductry Remarks S14…○田中 修吉1 1)NEC  

[座長 網代 広治]  

14:10  2O11    可溶性セルロース誘導体から光学不活性発光体へ

の分子間不斉転写法による円偏光発光吸収特性の付与…
○藤木 道也1・ぐお しぼ1・鈴木 望2・わん らいびん1・大久保 

明日香1・上手 大暉1 1)奈良先端大院物質、2)立教大理  

14:35  2O12    ペーパーマイクロ分析デバイス用モジュールとしての

セルロースナノファイバー：不安定物質貯蔵，加工性，および

反応場としての働きとその制御…村瀬 璃奈1・北村 武大3・

後居 洋介3・橋本 賀之3・○寺本 好邦1,2 1)岐阜大応用生
物、2)岐阜大G-CHAIN、3)第一工業製薬  

15:00  2O13    セルロースナノペーパーの階層構造と光学特性…○

上谷 幸治郎1・古賀 大尚1・能木 雅也1 1)阪大産研  

[座長 齋藤 継之]  

15:25  2O14    硫酸エステル化CNFの合成及びその特性…○林 蓮

貞1・丸田 彩子1・伊東 結1 1)KRI  

15:50  2O15    透明セルロースナノペーパーの熱膨張と屈折率温

度依存性…○谷尾 宣久1・幡野 敦士1・鳴海 有紗1・前多 佑

哉1・柳生 瞳2・能木 雅也2 1)千歳科技大、2)阪大産研  

[座長 古賀 大尚]  

16:15  2O16    液晶性セルロース誘導体を用いた円偏光発光材料

の合成と機能…○前田 拓人1・角田 貴洋1・生越 友樹1・山

岸 忠明1・高田 晃彦2 1)金沢大院自然、2)九大院総理工  

16:40  2O17    エレクトロスピニングによる冷却溶解性高分子の不

織布化…○森 皓1・吉田 裕安材1 1)信州大院繊維  

17:05  2O18    天然由来長鎖アルキル基と親水性置換基を共に

導入したキトサン誘導体の合成…○川谷 諒1・チラチャンチャ

イ スワブン2,3・網代 広治4 1)奈良先端大院物質、2)チュラ
ロンコン大院石化、3)チュラロンコン大石油カレッジ、4)奈良
先端大研機構  

  

9月14日（金）  

S14. 天然多糖類が拓く新しい機能性ナノマテリア

ルの世界  

[座長 寺本 好邦]  

9:10  3O01    TEMPO酸化セルロースナノファイバー複合化による

熱可塑性樹脂の高性能化と新機能発現…○新原 健一1・牧

瀬 貴彦1・前川 康二1・斎藤 継之3・磯貝 明3・野口 徹2 1)
富山環境整備、2)信州大カーボン研、3)東大院農  

9:35  3O02    カニ殻由来のキチンナノファイバーの育毛・発毛効

果…小泉 凌1・東 和生2・○伊福 伸介1 1)鳥取大院工、2)
鳥取大農獣医  

10:00  3O03    pH応答性と免疫賦活能を併せ持つコンドロイチン硫

酸誘導体の開発と抗原デリバリーシステムへの展開…○大久

保 みのり1・弓場 英司1・原田 敦史1・河野 健司1 1)阪府大
院工  

[座長 田中 修吉]  

10:25  3O04    セルロースナノファイバーの界面制御技術…○吉田 

穣1・大和 恭平1・向井 健太1・塩見 浩之1・熊本 吉晃1・磯貝 

明2 1)花王、2)東大院農  

10:50  3O05    クエン酸変性セルロースの添加によるポリプロピレン

の機械的物性改善…○本多 俊喜1・麻生 隆彬1・宇山 浩1 

1)阪大院工  

11:15  3O06IL    セルロースナノファイバーが拓く新たな機能…○西

野 孝1 1)神戸大院工  

[座長 弓場 英司]  

12:55  3O08    セルロースナノファイバークライオゲルの多孔性を利



用した油吸収材料…○松本 拓也1・佐藤 達哉1・本郷 千鶴
1・西野 孝1 1)神戸大院工  

13:20  3O09    酵素的伸長反応を利用したアミロース超分子からの

階層構造制御…○折尾 彩1・山元 和哉1・門川 淳一1 1)鹿
児島大院理工  

[座長 伊福 伸介]  

13:45  3O10    セルロースオリゴマーゲル中におけるナノマテリアル

の三次元構造化と機能…○秦 裕樹1・澤田 敏樹1・酒井 崇

匡2・芹澤 武1 1)東工大物質、2)東大院工  

14:10  3O11    ナノセルロースと酸化亜鉛ナノワイヤの融合による使

い捨てペーパーセンサの創出…○古賀 大尚1・長島 一樹2・

柳田 剛2・能木 雅也1 1)阪大産研、2)九大先導研  

14:35  3O12    TEMPO酸化セルロースナノファイバーによるピッカリ

ングエマルションの形成と安定化のメカニズム…○後居 洋介
1,2・藤澤 秀次2・齋藤 継之2・磯貝 明2 1)第一工業製薬、2)
東大院農  

  

Ｑ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E313講義室  

9月12日（水）  

S10. 色と高分子  

9:50  1QSO    Introductry Remarks S10…○樋口 昌芳1・桑折 道

済2 1)物材機構機能材研、2)千葉大院工  

[座長 樋口 昌芳]  

10:00  1Q03    ＥＰＤプロセスによるコロイド結晶薄膜の形成過程と

構造色…○不動寺 浩1・小池 雅樹1,2・打越 哲郎1,3・Tran Thi 

Hoai Giang1,3 1)物材機構、2)芝浦工大、3)北大  

10:25  1Q04    人工メラニン粒子を用いた構造色材料の作製、特

性および応用…○桑折 道済1 1)千葉大院工  

10:50  1Q05    ほとんどが水よりなる動的フォトニック結晶：脂質二

重膜の熱相転移を利用した構造色の鋭敏な刺激応答変化

…○内田 紀之1・荒岡 史人1・石田 康博1 1)理研  

[座長 石田 康博]  

11:15  1Q06    体内深部を可視化する波長1000nmを超える近赤

外蛍光高分子ナノ粒子…○上村 真生1,2・曽我 公平1,2 1)東
理大基礎工、2)東理大総研  

11:40  1Q07    アモルファス分子材料－有機酸複合膜が示す可逆

的色彩変化…○北村 侑也1・市川 涼児1・中野 英之1 1)室
蘭工大  

[座長 緒明 佑哉]  

12:55  1Q08    クリスチャンセン効果による塩化ビニル粒子の透過・

散乱発色…○佐光 貞樹1・宮崎 英樹1・瀬川 浩代1 1)物材
機構  

13:20  1Q09    泳動電着法による微粒子集積型構造色コーティン

グ膜の作製…○片桐 清文1・上村 健祐1・上杉 遼1・犬丸 啓
1・打越 哲郎2・竹岡 敬和3 1)広島大院工、2)物材機構、3)
名大院工  

13:45  1Q10    [2+2]付加環化反応を用いたマルチカラー高分子

の合成…○道信 剛志1 1)東工大物質  

14:10  1Q11    アゾベンゼン高分子液晶による発色および蛍光特

性の制御…○深港 豪1 1)熊本大院自然  

[座長 江口 美陽]  

14:35  1Q12    層状ポリジアセチレンの刺激応答性色変化挙動の

制御とそれを活用した摩擦力の可視・定量化…○寺田 秀人
1・今井 宏明1・緒明 佑哉1 1)慶應大理工  

15:00  1Q13    温度によって発光色が変化する希土類配位高分子

…○長谷川 靖哉1 1)北大院工  

15:25  1Q14    ナノ相分離型液晶性ペリレンビスイミドでのイオン透

過性とエレクトロクロミズム…○舟橋 正浩1 1)香川大創造工  

[座長 野呂 篤史]  

15:50  1Q15    層状ケイ酸塩表面における金属錯体ポリマーの振る

舞い…○江口 美陽1 1)物材機構  

16:15  1Q16    機械的な力を可視化できるセルロースの創製…○

古海 誓一1 1)東理大  

16:40  1Q17    ミー共鳴を利用した角度依存性のない色材の色制

御…○直井 優衣1・竹岡 敬和1・関 隆広1 1)名大院工  

[座長 竹岡 敬和]  

17:05  1Q18    酸性液体により膨潤させたブロック共重合体フォトニ

ック膜の調製と光学特性…○野呂 篤史1・山本 敦士1・梶田 

貴都1・松下 裕秀1 1)名大院工  

17:30  1Q19    昆虫のフォトニック結晶構造と構造色…○吉岡 伸也
1 1)東理大理工  

17:55  1Q20    オパール薄膜を用いた色変化によるコンクリートのひ

び割れ可視化…○百武 壮1・新田 弘之1・不動寺 浩2・轟 眞

市2 1)土木研、2)物材機構  

  

9月13日（木）  

S10. 色と高分子  

[座長 山本 俊介]  

9:10  2Q01    ハロゲンによりソルバトクロミズムを示すフェノールポリ

マーの合成と評価…○中西 良太1・角田 貴洋1,2・生越 友樹
1,2・山岸 忠明1 1)金沢大院自然、2)金沢大WPI-NanoLSI  

9:35  2Q02    フォトクロミックナノカプセルの調製…都留 陽介1・桑

折 道済1・○谷口 竜王1・岸川 圭希1・林 昌樹2 1)千葉大院
工、2)日油  

10:00  2Q03    無機高分子をホストとした環境応答性色材…藤村 

卓也4・石田 玉青1,2,3・嶋田 哲也1・○高木 慎介1,2 1)首都大
院都市環境、2)首都大ReHES、3)首都大金の化研セ、4)島
根大院環境システム科学  

10:25  2Q04    生体由来光受容分子ロドプシンの機能多様性と光

操作ツール開発…○須藤 雄気1 1)岡山大院医歯薬  

[座長 谷口 竜王]  

10:50  2Q05    近赤外発光性金ナノクラスターの作製と発光挙動

…○山本 俊介1・橋本 舞1・永澤 匠1・三ツ石 方也1 1)東北
大多元研  

11:15  2Q06    層状金属酸化物ポリアニオンを用いた金属ナノ粒

子の合成と光学応答特性…○由井 樹人1 1)新潟大院自然  

11:40  2Q07    ポリビニルアルコールおよび関連高分子のヨウ素錯

体についての構造科学的考察…○田代 孝二1・高濱 智彦1・

Wang MengFan1 1)豊田工大院工  

[座長 松井 淳]  

12:55  2Q08    凝集誘起発光構造の固定化に基づく新規発光性

ナノ粒子の開発…○中林 千浩1・高田 みづき1・森 秀晴1 1)
山形大院有機材料  

13:20  2Q09    凝集誘起発光を示すモノマーを主鎖に持つポリカー

ボネートの合成および光物性の検討…○アミール シャリダン
1・小西 玄一1・桑原 恒平1 1)東工大  

13:45  2Q10    高分子ゲルを利用した金ナノドット間距離と表面プラ

ズモンの制御…○濱島 暁1・三友 秀之2,3・松尾 保孝2・新倉 

謙一4・居城 邦治2,3 1)北大院総化、2)北大電子研、3)北
大GI-CoRE、4)日工大創造システム  

[座長 三友 秀之]  

14:10  2Q11    プラズモン－ナノ共振器強結合による広帯域光吸

収体の構築と光エネルギー変換系への展開…○上野 貢生
1・石 旭1・孫 泉1・押切 友也1・笹木 敬司1・三澤 弘明1,2 1)
北大電子研、2)台湾国立交通大応化  

14:35  2Q12    レドックス高分子と無機ナノ粒子の階層構造化によ

る単一電極多色エレクトロクロミズム…○萱場 裕貴1・北條 健

太1・小野 健太1・石崎 学2・金井塚 勝彦2・近藤 慎一2・栗原 

正人2・三ツ石 方也3・松井 淳2 1)山形大院理工、2)山形
大理、3)東北大多元研  

15:00  2Q13    ポリチオフェンを用いた光学ケモセンサアレイの構築



…○南 豪1 1)東大生産研  

[座長 桑折 道済]  

15:25  2Q14    金属を含まない金属調光沢ポリマーアロイの作製と

物性…○田村 理人1・宮本 克真1・星野 勝義1 1)千葉大院
工  

15:50  2Q15    金属調光沢を有する有機膜の物性に及ぼす重合

条件の影響…○久保 美菜子1・堀越 健太1・星野 勝義1 1)
千葉大院工  

16:15  2Q16    金色光沢有機シートの創製…○近藤 行成1・見米 

峻太朗1・齋藤 典生1 1)東理大工  

  

Ｒ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E312講義室  

9月12日（水）  

S12. 持続可能な社会を拓く生物模倣技術の新展

開  

12:45  1RSO    Introductry Remarks S12…○出口 茂1 1)海洋機
構  

[座長 出口 茂]  

12:55  1R08IL    バイオエコノミーの実現に向けたセルラーゼの基礎

研究1015の壁を越えて…○五十嵐 圭日子1,2 1)東大院農、
2)フィンランド技術研究セ  

[座長 桑折 道済]  

13:45  1R10    クライオSEMによる生体ナノ構造決定…○岡田 賢1 

1)海洋機構海洋生命理工セ  

14:10  1R11    サンカヨウの花弁の透明化メカニズムの解明と人工

的な模倣…○荒川 卓巳1・Karthaus Olaf1 1)千歳科技大院  

14:35  1R12    磁性粒子分散柔軟材料を用いた４Ｄプリンティング

技術と生体模倣…○津守 不二夫1・小豆澤 成治2・篠田 隼

人2 1)九大工、2)九大院工  

15:00  1R13    環状両親媒性ブロック共重合体の合成および自己

組織化によるベシクルのトポロジー効果…○千村 諒1・山本 

拓矢2 1)北大院総化、2)北大院工  

15:25  1R14    人工細胞膜表面での金属ナノ粒子の自己組織化

…○杉川 幸太1・松尾 晃太郎1・安原 主馬2・池田 篤志1 1)
広島大院工、2)奈良先端大院物質  

[座長 穂積 篤]  

15:50  1R15    人工メラニン粒子の組成/形状/配列が構造発色に

与える影響…○桑折 道済1 1)千葉大院工  

16:15  1R16    延伸により付着力を変えられるゴム基材…○大園 

拓哉1・寺岡 啓2 1)産総研電子光、2)産総研人間情報  

16:40  1R17    付着生物を模倣した接着材料の開発…パイラ デバ

ブラタ1,2・○内藤 昌信2 1)物材機構若手国際研セ、2)物材
機構 

17:05  1R18    シクロデキストリン誘導体からなる超撥水材料の開

発…○杉山 雄士1・吉田 裕安材1 1)信州大繊維  

17:30  1R19    両親媒性分子のプラズマ重合膜"ナノスーツ"の複

合化と表面保護効果…○澤山 菜々美1・伊藤 慎悟1・石井 

大佑1 1)名工大院工  

  

9月13日（木）  

S12. 持続可能な社会を拓く生物模倣技術の新展

開  

[座長 木戸秋 悟]  

9:10  2R01    バイオマス多糖を効率的に分解する生体分子モー

ターの作動原理…○飯野 亮太1 1)分子研  

9:35  2R02    Swarming of microtubules utilizing the sequential 

signaling of DNA…○Jakia Jannat Keya1・Arif. Md. 

Rashedul Kabir1・Kazuki Sada1,2・Akinori Kuzuya3・Akira 

Kakugo1,2 1)Fac. of Sci., Hokkaido Univ.、2)Grad. Sch. of 
Chem. Sci. & Eng., Hokkaido Univ.、3)Dept. of Chem. & 
Mat. Eng., Kansai Univ.  

10:00  2R03    T4ファージ膜貫通部位由来人工タンパク質針の膜

接触特性の解明…○庭瀬 建人1・古田 忠臣1・上野 隆史1 

1)東工大院生命理工  

[座長 岡田 賢]  

10:25  2R04    生物の自己修復機能に倣った超撥水/超親水性材

料…浦田 千尋1・○穂積 篤1 1)産総研  

10:50  2R05    水面直下で移動する水棲昆虫の、疎水性-親水性

部位の組み合わせ構造とその機能…○高久 康春1・鈴木 千

晶1・鈴木 浩司2・石井 大佑3・下澤 楯夫4・野村 周平5・下村 

政嗣6・針山 孝彦1 1)浜松医大ナノスーツ、2)浜松医大、3)
名工大、4)北大、5)国科博、6)千歳科技大  

11:15  2R06    ハイドロゲル表面リンクルの精密マルチスケール制

御…○佐々木 沙織1・木戸秋 悟1 1)九大先導研  

11:40  2R07    海洋付着生物に対する表面微細構造を用いた低

環境負荷型防汚材料の開発…○室崎 喬之1・野方 靖行2・

平井 悠司3・下村 政嗣3 1)旭川医大、2)電中研、3)千歳科
技大  

[座長 浅川 直紀]  

12:55  2R08    ペプチドによる抗凍結ガラス表面の設計…長友 翔

希1・市川 加也1・柿木 佐知朗1・○平野 義明1,2 1)関西大化
学生命工、2)関西大ORDIST  

13:20  2R09    ポリフェニルアラニンのエレクトロスピニングによる超

撥水性不織布の開発…○柳澤 和宏1・吉田 裕安材1 1)信
州大繊維  

13:45  2R10    歪み可視化シートの社会インフラ分野への応用…○

不動寺 浩1 1)物材機構  

[座長 室崎 喬之]  

14:10  2R11    加硫ゴム表面に形成された微細突起アレイの高さと

周期が表面濡れ性に与える影響…○平井 悠司1・田村 陸1・

松尾 保孝2・岡松 隆裕3・有田 稔彦4・下村 政嗣1 1)千歳
科技大、2)北大電子研、3)横浜ゴム、4)東北大多元研  

14:35  2R12    自然界における粘着性液体の粉体化技術：アブラ

ムシが作製するリキッドマーブルの構造評価…○藤井 秀司
1,2・笠原 萌恵3・秋元 信一4・針山 孝彦5・高久 康春5・遊佐 

真一6・中村 吉伸1,2 1)阪工大工、2)阪工大ナノ材研、3)阪
工大院工、4)北大院農、5)浜松医大、6)兵庫県大院工  

15:00  2R13    磁気共鳴駆動型スピンシナプスデバイスの可能性

…○浅川 直紀1・福田 國統1 1)群馬大院理工  

[座長 平井 悠司]  

15:25  2R14    SDGｓの実現を支援するバイオTRIZデータベースの

構築…○山内 健1・三俣 哲1・坪川 紀夫1・小林 秀敏2・小林 

透3 1)新潟大工、2)阪大工、3)長崎大工  

15:50  2R15    海棲生物に倣うバブルコーティング…○内藤 昌信1 

1)物材機構  

16:15  2R16    生体模倣基を有する導電性高分子のバイオエレクト

ロニクス応用…○合田 達郎1・海 文峰1・藤谷 昌弘1・松元 

亮1・宮原 裕二1 1)東医歯大生材研  

  

Ｓ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E311講義室  

9月12日（水）  

S13. 高分子ゲルが拓くソフトマターの科学  

9:50  1SSO    Introductry Remarks S13…○角五 彰1 1)北大院
理  

[座長 敷中 一洋]  

10:00  1S03    螺旋状自励振動ゲルの作製とその運動制御…○金 

娟秀1・竹田 成美2・木下 真玲央2・酒井 崇匡2・秋元 文2・吉

田 亮2 1)POSTECH、2)東大院工  



10:25  1S04    自律的にゾル-ゲル振動する高分子溶液の巨視・

微視的振動解析…○小野田 実真1・上木 岳士2・玉手 亮多
4・柴山 充弘3・吉田 亮1 1)東大院工、2)物材機構、3)東大
物性研、4)横国大院工  

10:50  1S05    自泳するアゾベンゼン含有ソフトマター…○景山 義

之1・池上 智則2・小原 一馬2・里永 慎之介2・武田 定1 1)北
大院理、2)北大院総化  

[座長 桶葭 興資]  

11:15  1S06    中空球状バクテリアセルロースゲルからの薬物放出

特性…○星 徹1・山崎 和美1・青柳 隆夫1 1)日大理工  

11:40  1S07    植物同時酵素糖化粉砕を通じたリグニンの機能性

ソフトマターとしての利用…○敷中 一洋1・大塚 祐一郎2 1)
産総研、2)森林総研  

[座長 松元 亮]  

12:55  1S08    Snaking/Twisting Fibers Formation of 

Cyanobacterial Supra-Polysaccharides in Natural Drying 

Process…○Kulisara BUDPUD1・Kosuke OKEYOSHI1・Maiko 

OKAJIMA1・Tatsuo KANEKO1 1)Sch. of Advanced Sci.and 
Tech., JAIST  

13:20  1S09    乾燥界面制御による多糖マイクロファイバー配向ゲ

ルの作製…○桶葭 興資1・TONGSUK Kittiphong1・山下 美樹
1・BUDPUD Kulisara1・新濱 猛司1・JOSHI Gargi1・岡島 麻衣

子1・金子 達雄1 1)北陸先端大院  

13:45  1S10    酵素反応によりゲルネットワークを精密に合成した金

ナノ粒子／DNAハイブリッドゲル…○丸山 達生1・永口 侑香1・

加藤 智晴1・田中 勉1 1)神戸大院工  

14:10  1S11    水中での維持期間の向上を目指したDNA四重鎖ゲ

ルのNano-IPN化…○田中 静磨1・遊上 晋佑1・大矢 裕一1・

葛谷 明紀1 1)関西大化学生命工  

[座長 葛谷 明紀]  

14:35  1S12    半立体的なハイドロゲル構造体を用いた新規細胞

培養系の構築…○露久保 淳1,2・須丸 公雄1・金森 敏幸1,2 

1)産総研創薬基盤、2)筑波大院グローバル  

15:00  1S13    インジェクタブル細胞架橋ゲルを用いた骨格筋再生

…○木村 友香1・長濱 宏治2 1)甲南大院フロンティア、2)甲
南大フロンティア  

15:25  1S14    スマートゲルと皮下アクセス技術を融合した人工膵

臓デバイスの開発…○松元 亮1,2・Chen Siyuan2・松本 裕子
1・諸岡 由佳1・山田 紘理1・桑田 博仁3・田中 都3・越智 梢
3・片岡 一則4・菅波 孝祥3・宮原 裕二1 1)東医歯大、2)神
奈川産技総研、3)名大環医研、4)川崎市産業振興財団ナノ
医療セ  

[座長 金 娟秀]  

15:50  1S15    刺激応答性ナノコンポジットゲルの塩濃度変化によ

る可逆的応力発現…○原口 和敏1・木村 悠二1・清水 正一1 

1)日大生産工  

16:15  1S16    液晶性無機ナノシート/高分子複合ゲル…○宮元 

展義1・稲富 巧1・山本 伸也1・浦山 健治2 1)福岡工大工、
2)京工繊大  

16:40  1S17    ポリイミドを用いたポリペプチド液晶ゲルの配向制御

と光運動性に及ぼす影響…○比江島 俊浩1・今井 大将1 1)
東工芸大工  

[座長 須丸 公雄]  

17:05  1S18    結晶構造制御によるポリ乳酸ゲルの物性変化…○

松田 靖弘1・芦沢 宏樹1・福井 隆浩1・高原 淳2・田坂 茂1 

1)静岡大院工、2)九大先導研  

17:30  1S19    エレクトロスピニングによる結晶性ゲル繊維の創製…
○宮崎 琢弥1・宮 瑾2・毛 宇辰1 1)山形大院理工、2)山形
大有機材料  

17:55  1S20    ベンゾオキサボロール基を含有する高分子による可

逆的共有結合を伴うソフトマターの開発…○小土橋 陽平1 

1)静岡理工大理工  

  

9月13日（木）  

S13. 高分子ゲルが拓くソフトマターの科学  

[座長 麻生 隆彬]  

9:10  2S01    粒径と硬さが異なるゲル微粒子混合ペーストの弾性

…中石 彩紀1・大浦 舜2・南 沙央理1・渡邊 拓巳2・鈴木 大

介2,3・○浦山 健治1 1)京工繊大院工芸、2)信州大繊維、3)
信州大ファイバー研  

9:35  2S02    粒径と硬さが異なるゲル微粒子混合ペーストの降伏

挙動…○南 沙央理1・中石 彩紀1・大浦 舜2・渡邊 拓巳2・鈴

木 大介2,3・浦山 健治1 1)京工繊大院工芸、2)信州大繊
維、3)信州大ファイバー研  

10:00  2S03    界面活性剤添加時のハイドロゲル微粒子の膨潤ダ

イナミクス…○西澤 佑一朗1・松井 秀介1・渡辺 大輝3・内橋 

貴之3・鈴木 大介1,2 1)信州大繊維、2)信州大ファイバー
研、3)名大院理  

[座長 角五彰]  

10:25  2S04    ソフト界面を有する微粒子の界面動電現象…○呉羽 

拓真1・柴本 貴央1・酒井 嵩匡2・鈴木 大介1,3 1)信州大繊
維、2)東大院工、3)信州大ファイバー研  

[座長 呉羽 拓真]  

10:50  2S05    高濃度で微粒子を充填した刺激応答性複合ゲルの

弾塑性制御…○山本 達也1・麻生 隆彬1・宇山 浩1 1)阪大
院工  

11:15  2S06    音響波によるナノゲル架橋ゲルのマイクロ構造制御

…○角田 千里1・向井 貞篤1・澤田 晋一1・佐々木 善浩1・秋

吉 一成1 1)京大院工  

11:40  2S07    シリカ粒子を分散させたイオン液体含有高分子ゲル

の強靭性発現機構に関する基礎的検討…○安井 知己1,2・

神尾 英治1,2・飯田 祐1,2・松山 秀人1,2 1)神戸大院工、2)神
戸大先端膜工セ  

[座長 浦山 健治]  

12:55  2S08    粗視化花型ミセルモデルを用いた会合性高分子の

ゲル化とレオロジーに関する計算機シミュレーション…○中村 

花子1・古賀 毅1 1)京大院工  

13:20  2S09    高分子ゲル弾性の熱力学的解析…○吉川 祐紀1・

酒井 崇匡1 1)東大院工  

13:45  2S10    分岐分子のコイル・グロビュール転移…○末松 和実
1 1)数理科学研  

[座長 酒井 崇匡]  

14:10  2S11    エルゴードゲルの創製とその構造解析…○Li 

Xiang1・中川 慎太郎2・辻 優衣1・乗富 貴子1・柴山 充弘1 

1)東大物性研、2)東大生産研  

14:35  2S12    環動ゲルの変形・破壊挙動と架橋点運動性との関

係…○劉 暢1・姜 嵐1・眞弓 皓一1・横山 英明1・伊藤 耕三1 

1)東大院新領域  

15:00  2S13    希薄ポリイオンコンプレックス水溶液が示す過渡的

ゲル化現象…○津留崎 恭一1・篠原 大也2・末松 健2・白崎 

良演2・武田 理香1・加藤 千尋1 1)神奈川産技総研、2)横
国大院工  

15:25  2S14    グラフェンと親油性高分子電解質ゲルのハイブリッド

材料の合成…○田島 信哉1・小門 憲太2・佐田 和己2 1)北
大院総化、2)北大院理  

[座長 佐田 和己]  

15:50  2S15    水素結合を利用した自己修復性ミセル型イオンゲ

ルの創製と高分子ゲル電解質への応用…○玉手 亮多1・橋

本 慧1・堀井 辰衛1・李 响2・柴山 充弘2・渡邉 正義1 1)横
国大院工、2)東大物性研  

16:15  2S16    核酸塩基構造を有する新規UCST型温度応答性高

分子の応答挙動…○大塚 千恵1,2・青木 隆史3・若原 裕子4・

坂田 樹理4・奥山 雅樹1・林 昭伸1・徳山 英利4・内山 聖一2 

1)コーセー、2)東大院薬、3)京工繊大院工芸、4)東北大院
薬  

16:40  2S17    トリブロックプレポリマーの設計に基づく両親媒性ゲル



の架橋構造制御 : 空気中で応答する感温性ゲルの実現に

向けて…○森村 光稀1・伊田 翔平1・金岡 鐘局1 1)滋賀県
大工  

17:05  2S18    温度応答性高分子ゲルの新しい応用 ― 吸湿＆放

水挙動…○崎川 伸基1・松本 和也2・宮田 隆志2,3 1)シャー
プ、2)関西大化学生命工、3)関西大ORDIST  

  

9月14日（金）  

S13. 高分子ゲルが拓くソフトマターの科学  

[座長 黒川 孝幸]  

9:10  3S01    タフにみえるハイドロゲルの架橋構造と力学物性との

関係…○宮田 隆志1,2・乗岡 智沙1・河村 暁文1,2 1)関西大
化学生命工、2)関西大ORDIST  

9:35  3S02    蛍光性ロタキサン架橋高分子の合成と可動型架橋

点の動的特性評価…○曽川 洋光1・赤江 要祐1・飯島 圭祐
1・高田 十志和1 1)東工大物質  

10:00  3S03    柔軟な疲労検出デバイスの開発…○飯島 哲朗1・玉

手 英明1・村澤 剛1・川上 勝1・古川 英光1 1)山形大院理
工  

10:25  3S04    ウェアラブルヒドロゲルパッチの異方的膨潤を利用し

た非酵素リアルタイムバイオセンサー…○李 仲鎬1,2・佐野 航

季2,3・海老名 保男4・佐々木 高義4・林 根培1・石田 康博2 

1)浦項工大、2)理研、3)東大、4)物材機構  

[座長 宮田 隆志]  

10:50  3S05    大変形下での高分子鎖の切断を考慮した、ゴム弾

性の分子モデル。ダブルネットワークゲルの解析…○印出井 

努1・松田 昂大2・高橋 由葵子2・中島 祐1,3・龔 剣萍1,3 1)北
大GI-CoRE、2)北大院生命、3)北大院先端生命  

11:15  3S06    高分子の架橋制御により生み出される超分子ソフト

マテリアルの機能…○高島 義徳1,2・山口 浩靖1・原田 明1 

1)阪大院理、2)阪大高等共創  

11:40  3S07    2種類の星形高分子合成法を組み合わせることによ

る均一な網目構造を持つゲルの合成…○馬場 悠輔1・櫂 度

宇1・岡谷 優美1・城地 悠仁1・竹岡 敬和1・関 隆広1・佐藤 

浩太郎1・上垣外 正己1 1)名大院工  

[座長 佐々木 善浩]  

12:55  3S08    ハイドロゲル薄膜の膨潤挙動と界面における分子鎖

運動性…○板垣 望1・織田 ゆか里1・山田 悟史2・川口 大輔
3・田中 敬二1 1)九大院工、2)高エネ機構、3)九大分子国
際教育セ  

13:20  3S09    Redox injectable hydrogel for cardiovascular 

therapeutics improved by poly(arginine)-triggered nitric 

oxide generation…○Binh Long Vong1,2・Thang Quoc Bui3・

Tsutomu Tomita4・Hiroki Sakamoto3・Yuji Hiramatsu3・Yukio 

Nagasaki1,5 1)Dept. of Mat. Sci., Univ. of Tsukuba、
2)Dept. of BioChem., Univ. of Sci., Vietnam Natl. Univ.、
3)Dept. of Cardiovascular Surgery, Univ. of Tsukuba、
4)Timelapse Vision, Saitama、5)Master Sch. of Med. Sci., 
Univ. of Tsukuba  

13:45  3S10    自律応答型脂質デバイスの創製：温度応答型カチ

オン性くし型共重合体/ペプチド複合体による脂質膜形態の

操作…○増田 造1・落合 拓郎1・嶋田 直彦1・丸山 厚1 1)東
工大院生命理工  

[座長 中島 祐]  

14:10  3S11    中性子反射率法によるパターン染色コンタクトレンズ

用ゲル素材の表面構造解析…○伊藤 恵利1,2・小原 章裕1・

松下 良1・山本 勝宏2 1)メニコン、2)名工大院工  

14:35  3S12    高分子ゲルの法線応力と潤滑層の形成…○久世 

雅大1・畝山 多加志1・増渕 雄一1・山本 哲也1 1)名大院工  

15:00  3S13    両親媒性ランダムコポリマーの自己組織化を基盤と

するハイドロゲル…○寺島 崇矢1 1)京大院工  

15:25  3S14    高分子マトリクス中の会合性高分子の粘弾性…○片

島 拓弥1・柏木 優1・大西 美優1・千葉 高充1・酒井 崇匡2・

井上 正志1 1)阪大院理、2)東大院工  

  

Ｔ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E310講義室  

9月12日（水）  

S16. 医療を指向した生体と高分子の界面設計  

9:50  1TSO    Introductry Remarks S16…○大矢 裕一1・荏原 充

宏2 1)関西大化学生命工、2)物材機構MANA  

[座長 大矢 裕一]  

10:00  1T03    細胞膜に挿入するアンカー分子を用いた三次元細

胞パターニング…○松崎 典弥1,2・柳澤 公祐1 1)阪大院工、
2)JSTさきがけ  

10:25  1T04    高効率細胞膜透過性と血中安定性の両立を指向

した高分子-ペプチド複合体の開発…菅井 祥加1・NAN 

JIANG1・Yan Cheng1・松島 萌香1・稲垣 雅仁1・西嶋 政樹1・

石橋 哲2・荒木 保幸1・横田 隆徳2・○和田 健彦1 1)東北大
多元研、2)東医歯大  

[座長 松崎 典弥]  

10:50  1T05    シグナル凝縮ナノ粒子のアポトーシス誘導活性…山

本 翔太1・岩丸 祥史2・○中西 淳1 1)物材機構、2)農研機
構  

11:15  1T06    細胞膜ナノフラグメントを利用した新規骨誘導法…○

松本 卓也1 1)岡山大院医歯薬  

11:40  1T07    無細胞膜タンパク質合成/リポソームシステムの課

題と応用展開…○安藤 満1・佐々木 善浩1・秋吉 一成1,2 1)
京大院工、2)JST-CREST  

[座長 中西 淳]  

12:55  1T08    生体適合性界面を持つpH応答ポリマーベシクル…
○遊佐 真一1・小原 由希1・アハマッド サナ2・松村 和明2・石

原 一彦3 1)兵庫県大院工、2)北陸先端大院、3)東大院工  

13:20  1T09    超分子ポリマーの分子間相互作用制御による自己

組織体形成と医薬応用…○田村 篤志1・西田 慶1・利根川 

朝人1・由井 伸彦1 1)東医歯大  

13:45  1T10    スピロピラン導入高分子の光誘起相転移で動的に

機能するバイオインターフェースの開発…○武田 直也1・山本 

光哉1・坂野 誠人1・三宅 裕太郎1・梅野 春花1・今任 景一1 

1)早大院先進理工  

14:10  1T11    リガンド搭載高分子ミセルの構築と核酸医薬デリバリ

ーへの展開…○宮田 完二郎1・ミン ヒョンス1・イ ウ1・内藤 瑞
2・キム ヒョンジン2・片岡 一則3 1)東大院工、2)東大院医、
3)川崎市産業振興財団ナノ医療セ  

[座長 池田 豊]  

14:35  1T12    セルロースオリゴマーの自己組織化を利用したクリス

ピーゲルの構築と三次元細胞培養への展開…前田 亨1・澤

田 敏樹1・○芹澤 武1 1)東工大物質  

15:00  1T13    組織接着性ナノ薄膜の開発と埋め込みデバイスへ

の応用…○藤枝 俊宣1,2・山岸 健人3・桐野 泉4・高橋 功3・

天野 日出5・武岡 真司3・守本 祐司6 1)早大高等研、
2)JSTさきがけ、3)早大院先進理工、4)京大院医、5)東大院
医、6)防衛医大生理  

15:25  1T14    キトサン/PEG/RADA16で構造化した相互侵入高

分子網目ゲルへの生分解性付与と軟骨組織再生足場への

応用…○石川 昇平1・飯島 一智2,3・大澤 重仁4・飯島 道弘
5・大塚 英典1,4 1)東理大院理、2)横国大院工、3)東理大
工、4)東理大理、5)小山高専  

[座長 朝山 章一郎]  

15:50  1T15    ポリエチレングリコールと多糖との水性二層分離条

件を利用したDDS…○大谷 亨1・小田 和音1・堀部 雄太1・安

富 諒1・山本 阿里1 1)神戸大院工  

16:15  1T16    自己補給ゲルを用いた皮膚組織の完全再生技術

の開発…○小野 公佳1・飛石 佳穂2・長濱 宏治2 1)甲南大



院フロンティア、2)甲南大フロンティア  

16:40  1T17    血中病因物質を捕捉し，異所代謝経路に誘導し分

解・除去するナビゲーター分子の開発…○神戸 裕介1・古屋

敷 賢人1,2・平野 義明3・山岡 哲二1 1)国循セ、2)関西大院
理工、3)関西大化学生命工  

[座長 田村 篤志]  

17:05  1T18    抗酸化機能を有する基材表面の構築と幹細胞培

養及び血液適合性材料への展開…○池田 豊1・犬塚 直希
1・後藤 光昭2・赤池 敏宏2・長崎 幸夫1,3 1)筑波大院数理
物質、2)国際科学振興財団、3)筑波大人間総合  

17:30  1T19    任意の細胞認識素子の材料表面への導入を可能

とするDNA-ポリ乳酸結合体の合成および細胞認識能発現

…○住田 啓迪1・能崎 優太2・葛谷 明紀1,3・大矢 裕一1,3 1)
関西大化学生命工、2)関西大ORDIST、3)関西大医工薬研
セ  

17:55  1T20    免疫細胞活性化における酸化チタンナノ粒子／ポリ

アリルアミン複合体のポリカルボン酸被覆効果…○原田 敦史
1・古川 和樹1・弓場 英司1 1)阪府大院工  

  

9月13日（木）  

S16. 医療を指向した生体と高分子の界面設計  

[座長 菊池 明彦]  

9:10  2T01    ポリイオンコンプレックス型多糖複合フィルムのタン

パク質担持・徐放特性…柴田 智教1・大塚 雄介2・○家高 佑

輔2・飯島 一智1,2・橋詰 峰雄1,2 1)東理大院総化学、2)東
理大工  

9:35  2T02    相補的分子認識により空間的細胞配置を実現する

機能性高分子グルーの開発…○西本 泰平1・松川 滉2・長瀬 

健一1・金澤 秀子1・秋元 文2・吉田 亮2 1)慶應大院薬、2)
東大院工  

10:00  2T03    ペプチドリガンドの直接固定化によるePTFE基材のバ

イオアクティブ化…○西岡 悟1・有地 祐貴1・平野 義明1,2・山

岡 哲二3・柿木 佐知朗1,2,3 1)関西大化学生命工、2)関西
大ORDIST、3)国循セ  

10:25  2T04    生体模倣界面工学を用いたC-反応性タンパク質の

活性化機構の検討…○合田 達郎1・宮原 裕二1 1)東医歯
大生材研  

[座長 平野 義明]  

10:50  2T05    リン酸含有高分子を用いたスーパー歯とスーパーイ

ンプラントの開発…○三浦 佳子1・崔 シンナン1・星野 友1・青

木 和広2 1)九大院工、2)東医歯大  

11:15  2T06    骨再生を指向した生分解性コアセルベート液滴から

なる炭酸アパタイトカプセルの調製…○小松 周平1・池戸 佑

依1・三田 北斗1・麻生 隆彬2・石原 量1・菊池 明彦1 1)東理
大院基礎工、2)阪大院工  

11:40  2T07    メカノバイオロジー研究のための形状記憶培養基材

…○宇都 甲一郎1・荏原 充宏2 1)物材機構若手国際研セ、
2)物材機構MANA  

[座長 山本 雅哉]  

12:55  2T08    放射線治療に用いる金ナノ粒子内包アルブミンイン

プリントナノゲルの創製…○北山 雄己哉1・山田 託也1・木口 

健太朗1・吉田 碧衣1・赤坂 浩亮2・西村 勇哉1・五十嵐 一

紀3・松本 有3・佐々木 良平2・竹内 俊文1 1)神戸大院工、
2)神戸大院医、3)東大院医  

13:20  2T09    非一様弾性場・非定住培養における間葉系幹細胞

のAPC発現調節…○木戸秋 悟1・森山 幸祐1・久保木 タッサ

ニーヤー1・澤田 留美2・辻 ゆきえ1・江端 宏之1・佐々木 沙

織1・山本 安希1・田中 和紗2・河野 健2 1)九大先導研、2)
国立医薬品食品衛生研  

13:45  2T10    コレステロール末端修飾PEGを用いた非共有結合に

よるバイオイナート界面構築…○朝山 章一郎1・曽根 祐哉1・

川上 浩良1・根岸 洋一2 1)首都大院都市環境、2)東薬大
薬  

14:10  2T11    ホスホリルコリン基とソフトセグメントを併せ持つ生体

適合性ポリエステルウレタンの合成…○宮下 博壮1・野上 裕

貴2・岡村 陽介1,3・長瀬 裕1,2 1)東海大院工、2)東海大工  

[座長 小林 純]  

14:35  2T12    星型多分岐高分子の水和界面が示す生体適合性

…○戸谷 匡康1・原口 将幸2・松野 寿生1・水流添 暢智2・田

中 敬二1 1)九大院工、2)日産化学  

15:00  2T13    動的界面を持つポリマー濃縮層により抑制される血

液成分との相互作用…○青木 隆史1・野神 寛太1 1)京工繊
大院工芸  

15:25  2T14    血中滞留性の向上を指向した高分子系ナノ粒子の

表面設計…○松野 隼1・藤井 翔太1・高橋 倫太郎1・李 志河
1・櫻井 和朗1 1)北九市大院工  

[座長 宇都 甲一郎]  

15:50  2T15    セラミックス表面への双極性ポリマー修飾によるバク

テリア接着抑制…○吉沢 翔一1・野口 礼・陸 州1・井須 紀文
2・高井 まどか1 1)東大院工、2)LIXIL  

16:15  2T16    セグメント化ポリ乳酸マルチブロック共重合体の合成

と細胞接着挙動の検討…○寺境 光俊1・柏谷 啓太1・竹田 

麻央1・松本 和也1・丹 典子2・植木 重治2 1)秋田大院理
工、2)秋田大院医  

16:40  2T17    生体親和性高分子の界面構造による機能制御の

研究…○村上 大樹1,2・上田 智也2・馬渡 なみ2・瀬上 裕斗
2・田中 賢1,2,3 1)九大先導研、2)九大院工、3)山形大有機
材料  

17:05  2T18    ナノ界面としての高分子超薄膜の設計とバイオイメ

ージングツールへの応用…○岡村 陽介1,2・張 宏2・鎗野目 

健二1・青木 拓斗1・高橋 泰伽3・川上 良介4・根本 知己3 1)
東海大院工、2)東海大マイクロナノ研、3)北大電子研、4)愛
媛大院医  

  

9月14日（金）  

S16. 医療を指向した生体と高分子の界面設計  

[座長 馬原 淳]  

9:10  3T01    強度と生体親和性を両立する革新的外科用接着

剤の開発…水田 亮1,2・○田口 哲志1,2 1)物材機構、2)筑波
大院  

9:35  3T02    血管内腔面の表面形状を有する複製構造体の開

発…○木村 剛1・近藤 真由香1・橋本 良秀1・藤里 俊哉2・中

村 奈緒子3・岸田 晶夫1 1)東医歯大生材研、2)阪工大工、
3)芝浦工大シス理工  

10:00  3T03    幹細胞機能改変のための細胞－材料界面設計…
○山本 雅哉1,2 1)東北大院工、2)東北大院医工  

10:25  3T04    細胞受容体刺激をON-OFFする温度応答性培養表

面の設計…○小林 純1・秋山 義勝1・大和 雅之1・岡野 光夫
1 1)東女医大先端生命研  

[座長 須丸 公雄]  

10:50  3T05    グルタミン代謝が亢進したがん細胞の高密度グルタ

ミントランスポーターを認識してアフィニティを示す機能性高

分子…○本田 雄士1,2・山田 直生1,2・武元 宏泰1,2・野本 貴

大1,2・松井 誠2・友田 敬士郎2・西山 伸宏1,2 1)東工大院生
命理工、2)東工大化生研  

11:15  3T06    両性電解質を利用した凍結濃縮作用による細胞内

物質送達…○松村 和明1・アハマッド サナ1 1)北陸先端大
院マテリアル  

11:40  3T07    高分子スタンプ法で作製したパターン化温度応答

性表面を用いた細胞シート構造の制御…○中山 正道1・利根

川 純一2・菊池 明彦2・大和 雅之1・岡野 光夫1 1)東女医
大先端生命研、2)東理大基礎工  

[座長 藤枝 俊宣]  

12:55  3T08    Gd修飾８分岐型ポリエチレングリコールの自己凝集

構造による高精細脳血管イメージング…○馬原 淳1・徐 于懿
1・齋藤 茂芳1・樋口 隆弘1・山岡 哲二1 1)国循セ  



13:20  3T09    Design of thermally-assisted complexation of 

proteins with amphiphilic poly(ethylene sodium phosphate)

…○Susita Noree1・Yasuhiko Iwasaki2,3 1)Grad. Sch. of 
Eng., Kansai Univ.、2)Fac. of Chem., Mat. and Bioengineer., 
Kansai Univ.、3)ORDIST, Kansai Univ.  

13:45  3T10    光二量化を利用した二重刺激応答性ゾル－ゲル相

転移ポリマーの設計と細胞培養への応用…○宮田 隆志1,2・

松田 安叶1・夏目 洋資1・河村 暁文1,2 1)関西大化学生命
工、2)関西大ORDIST  

14:10  3T11    薬物リリースの時空間制御を実現する光応答性培

養基材…○須丸 公雄1・高木 俊之1・森下 加奈1・金森 敏幸
1 1)産総研創薬基盤  

[座長 荏原 充宏]  

14:35  3T12    アシル化ウレイド高分子のUCST型挙動とバイオマテ

リアル応用…○嶋田 直彦1・佐々木 泰1・丸山 厚1 1)東工大
院生命理工  

15:00  3T13    ”ボロノレクチン”を基盤とする生体計測とドラッグデリ

バリーシステム…○松元 亮1,2 1)東医歯大、2)神奈川産技
総研  

15:25  3T14    導電性ポリマーと温度応答性ゲルの接着によるフォ

トサーマルアクチュエータの作製…○中村 萌1・麻生 隆彬2・

東海林 竜也1・坪井 泰之1・宇山 浩2 1)阪市大院理、2)阪
大院工  

  

Ｕ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E308講義室  

9月12日（水）  

S15. バイオ高分子の構造制御と新機能  

9:50  1USO    Introductry Remarks S15…○樫田 啓1・澤田 敏樹
2 1)名大院工、2)東工大物質  

[座長 樫田 啓]  

10:00  1U03    二本鎖DNAブラシを用いた垂直配向金ナノロッドから

なる単層アレイの作製…○中村 聡1・三友 秀之2,3・松尾 保

孝2・新倉 健一4・樋口 剛志5・陣内 浩司5・居城 邦治2,3 1)
北大院総化、2)北大電子研、3)北大GI-CoRE、4)日工大創
造システム、5)東北大多元研  

10:25  1U04    光ピンセット技術を利用したDNA間相互作用のピコ

力学計測…○金山 直樹1・中内 宙弥2・前田 瑞夫1,3 1)信
州大院総医理工、2)信州大院総工、3)理研  

10:50  1U05    DNA修飾ナノ粒子集合体の配向制御…○余 力1,2・

楊 宗穎1,2・秋山 好嗣3・宝田 徹2・前田 瑞夫1,2 1)東大院
新領域、2)理研、3)東理大基礎工  

[座長 金山 直樹]  

11:15  1U06    粒子導入型キャピラリー電気泳動を用いて選抜され

た核酸アプタマーの抗凝固能と中和…○吉本 敬太郎1 1)東
大院総文化  

11:40  1U07    siRNA送達に向けたカチオン性ポリアミノ酸の検討…
○林 光太朗1・福島 重人1・西山 伸宏3・宮田 完二郎2・片岡 

一則1 1)川崎市産業振興財団ナノ医療セ、2)東大院工、3)
東工大科創研  

[座長 三友 秀之]  

12:55  1U08    機能分子内包微小管の構築を指向したTauタンパク

質由来ペプチドの開発…○山本 昂久1・稲葉 央1・Kabir Arif 

Md. Rashedul2・角五 彰2・佐田 和己2・松浦 和則1 1)鳥取
大院工、2)北大院理  

13:20  1U09    タンパク質認識部位を有する温度応答性高分子の

合成と変性タンパク質応答挙動…○尾崎 亮太1・河村 暁文
1,2・宮田 隆志1,2 1)関西大化学生命工、2)関西大ORDIST  

[座長 松浦 和則]  

13:45  1U10    緑色蛍光タンパク質を模倣したペプチド-ビニルポリ

マー・コンジュゲートの合成とその特性…○太田 奈恵1・西村 

慎之介1・東 信行1・古賀 智之1 1)同志社大理工  

14:10  1U11    多糖ポリイオンコンプレックスの構造制御による異方

性フィルムの作製…○橋詰 峰雄1,2,3・二階堂 裕一2・坂口 聖

大3・家高 佑輔1・飯島 一智1 1)東理大工、2)東理大院総
化学、3)東理大院工  

[座長 橋詰 峰雄]  

14:35  1U12    両親媒性トリブロック共重合体をゲストとするアミロー

ス包接錯体からの高次構造の構築…○矢野 敬将1・門川 淳

一1・山元 和哉1 1)鹿児島大院理工  

15:00  1U13    リボヌクレアーゼS修飾人工ウイルスキャプシドの創

製…○松浦 和則1・太田 純平1・稲葉 央1 1)鳥取大院工  

15:25  1U14    酵素分解耐性を有するα-アミノイソブタン酸含有

膜透過性ペプチドの長期導入効率の向上について…○宮城 

雄1,2・土屋 康佑1,2・沼田 圭司1,2 1)理研、2)JST-ERATO  

[座長 大高 晋之]  

15:50  1U15    異なる修飾密度を有する自励振動高分子修飾表

面の調製と原子間力顕微鏡を用いた表面解析…○本間 健

太1・太田 裕治2・秋元 文1・吉田 亮1 1)東大院工、2)お茶
大院  

16:15  1U16    高分子ミセルによる一本鎖DNAの隔離化…○長田 

健介1・トッカリ セオフィルス2・片岡 一則2 1)放射線医研、2)
川崎市産業振興財団ナノ医療セ  

16:40  1U17    ミトコンドリアに局在する生体膜透過ポリマーの設計

…○森本 展行1・山本 雅哉1 1)東北大院工  

[座長 長田 健介]  

17:05  1U18    生体高分子の交互積層膜による細胞表面修飾と三

次元生体組織モデルの構築…○赤木 隆美1・明石 満1 1)
阪大院生命  

17:30  1U19    ポリリン酸エステルを用いたマクロファージ指向性薬

剤…○大高 晋之1・岩﨑 泰彦1,2 1)関西大ORDIST、2)関西
大化学生命工  

17:55  1U20    バイオマテリアルの機能制御を志向した等間隔分岐

高分子の合成…○小林 慎吾1・園田 敏貴2・藤田 直樹2・田

中 賢1,2,3 1)九大先導研、2)九大院工、3)山形大有機材料  

  

9月13日（木）  

S15. バイオ高分子の構造制御と新機能  

[座長 村山 恵司]  

9:10  2U01    DNAオリガミへの金ナノ粒子固定化における溶液凍

結の効果…○石川 竣平1・イスラム ムハンマド・シラジュル1・

赤松 直秀1・大矢 裕一1・葛谷 明紀1 1)関西大化学生命工  

9:35  2U02    温度応答性ポリオキサゾリン鎖からなる疎水性層を

有する核酸内包高分子ミセル〜疎水性層による核酸分解耐

性の向上…○大澤 重仁1,2・長田 健介2,3・ディリサラ アンジャ

ネユル2・大塚 英典1・片岡 一則2,4 1)東理大理、2)川崎市
産業振興財団ナノ医療セ、3)量研機構、4)東大政策研セ  

10:00  2U03    生体分子モーターと光応答性DNAによる物質輸送

の時空間制御…○栢野 健太郎1・ケア ジャキア2・コビル アリ

フ2・佐田 和己1,2・葛谷 明紀3・角五 彰1,2 1)北大院総化、
2)北大院理、3)関西大化学生命工  

[座長 池田 将]  

10:25  2U04    リガンド複合型核酸マテリアルによる塩基損傷を受け

たグアニン四重鎖の機能回復…○高橋 俊太郎1・Kim 

Byeang Hyean2・Stetsenko Dmitry3・Plavec Janez4・杉本 

直己1,5 1)甲南大FIBER、2)POSTECH、3)露科学アカデミ
ー、4)スロベニア国NMRセ、5)甲南大フロンティア  

10:50  2U05    光架橋型修飾核酸塩基を用いたSNAの二重鎖形

成・解離の光制御…○山野 雄平1・村山 恵司1・浅沼 浩之1 

1)名大院工  

[座長 高橋 俊太郎]  

11:15  2U06    カチオン性共重合体によるDNA酵素の活性化…ハ

ンパニッチ オラカン1・佐藤 宏紀1・嶋田 直彦1・○丸山 厚1 

1)東工大院生命理工  



11:40  2U07    還元刺激に応答した核酸の高次構造変換…○池田 

将1,2,3 1)岐阜大工、2)岐阜大院連合創薬、3)岐阜大G-
CHAIN  

[座長 児島 千恵]  

12:55  2U08    核酸の細胞内徐放技術に基づくmRNAの長期イメー

ジング…○村田 勇樹1・城 潤一郎1・田畑 泰彦1 1)京大ウイ
ルス再生研  

13:20  2U09    アポトーシス細胞膜模倣ポリマー（MPS）を用いた抗

炎症性評価…○矢野 宥人1,2・中川 泰宏2,3・菊池 明彦1・荏

原 充宏1,2,3 1)東理大院基礎工、2)物材機構MANA、3)筑
波大院数理物質  

13:45  2U10    細胞の固定を自在に光制御するPEG脂質の分子設

計…○山口 哲志1,2・泉田 森3・山平 真也4・岡本 晃充1,3 1)
東大先端研、2)JSTさきがけ、3)東大院工、4)聖路加国際
大  

[座長 弓場 英司]  

14:10  2U11    タンパク質ケージの解離メカニズムの解明…○上野 

隆史1・マイティ バスデブ1・庭瀬 健人1・リ ジペン2・リュウ ディ

アナン2 1)東工大生命、2)清華大  

14:35  2U12    様々なフェニルアラニン修飾デンドリマーの合成とpH

および温度の二重刺激応答性…○児島 千恵1・玉木 万美子
1・福嶋 大地1 1)阪府大院工  

15:00  2U13    生体分子モーターにより形成される微小管格子欠

陥とその自己修復…○井上 大介1・トリクラン サラ2・ガイヤー

ル ジャレミー2・ブランシュワン ローハン1,2,3,4,5,6・テリー マニュ

エル1,2,3,4,5,6 1)CEA、2)フランス国科研セ、3)フランス国農
研、4)グルノーブルアルプス大、5)パリ第7大、6)セントルイス
病院  

15:25  2U14    機能性微粒子を基盤とする膜タンパク質ハイブリッド

の設計と機能評価…○氏平 勇樹1・安藤 満1・佐々木 義浩
1・秋吉 一成1 1)京大院工  

[座長 山口 哲志]  

15:50  2U15    AFMを用いた生体膜上に作用する酵素の１分子反

応イメージング…○森 俊明1・小林 真也1・田中 利奈1・栗原 

恵介1・手操 周平1 1)東工大院生命理工  

16:15  2U16    リポソーム表面へのアニオン性アジュバント集積によ

る免疫細胞の活性化…○弓場 英司1・門 柚奈1・坂口 奈央

樹2・原田 敦史1・河野 健司1 1)阪府大院工、2)テルモ  

16:40  2U17    がん微小環境で自己会合するモレキュラーブロック

の構造制御と細胞死誘導機能…○松崎 典弥1,2・塩路 雄大1 

1)阪大院工、2)JSTさきがけ  

17:05  2U18    インフルエンザウイルスとの相互作用制御に向けた

星型糖鎖高分子の合成…○長尾 匡憲1・松原 輝彦2・星野 

友1・佐藤 智典2・三浦 佳子1 1)九大院工、2)慶應大院理
工  

  

9月14日（金）  

S15. バイオ高分子の構造制御と新機能  

[座長 安原 主馬]  

9:10  3U01    交互配列グライコポリマーの精密合成（1）－糖担持

スチレンモノマーを用いたRAFT共重合によるアプローチ－…
○清水 大智1・本柳 仁1・田中 知成1・箕田 雅彦1 1)京工繊
大院工芸  

9:35  3U02    交互配列グライコポリマーの精密合成（2） －RAFT

共重合および段階的クリック反応に基づく新規アプローチ－

…○大坪 智美1・本柳 仁1・田中 知成1・箕田 雅彦1 1)京工
繊大院工芸  

10:00  3U03    人工膜系に構築した光収穫系・反応中心複合体の

超高速エネルギー移動と電荷分離・光電変換…○出羽 毅久
1・後東 あかり1・米田 勇祐2・武田 信敬1・近藤 政晴1・宮坂 

博2・長澤 裕3 1)名工大院工、2)阪大院基礎工、3)立命館
大生命  

[座長 出羽 毅久]  

10:25  3U04    作製法を異にするセルロースナノファイバー充てん

ポリメタクリル酸メチル複合材料の物性と調製時のpH依存性

…○阪田 美吹1・松本 拓也1・西野 孝1 1)神戸大院工  

10:50  3U05    コレラ毒素認識に向けた機能性官能基含有糖鎖高

分子のスクリーニング解析…○木元 優里1・寺田 侑平1・星野 

友1・三浦 佳子1 1)九大院工  

[座長 星野 友]  

11:15  3U06    両親媒性ポリマーによる曲がった脂質膜の認識…○

安原 主馬1・山中 諒1・菊池 純一1 1)奈良先端大院物質  

11:40  3U07    外部場による細胞外ベシクル放出誘導法の開発と

バイオ機能…○天野 愛1・佐々木 善浩1・秋吉 一成1 1)京
大院工  

[座長 竹中 繁織]  

12:55  3U08    ヌクレアーゼ活性向上を指向したDNA-人工核酸キ

メラ分子構造設計と機能評価…稲垣 雅仁1・海原 大輔1・大

竹 健太1・上松 亮平1・荒木 保幸1・石橋 哲2・山吉 麻子3・

中谷 和彦4・西嶋 政樹1・横田 隆徳2・○和田 健彦1 1)東北
大多元研、2)東医歯大、3)長崎大薬、4)阪大産研  

13:20  3U09    膜タンパク質を模倣したマルチブロックオリゴマーの

機能制御…○金原 数1・村岡 貴博2・梅津 かおり1・野口 大

樹1・嶋 建也1 1)東工大院生命理工、2)農工大院グローバ
ルイノベ  

[座長 金原 数]  

13:45  3U10    薬剤含有トランスフェリン系ナノ粒子の創製と構造解

析…○松本 駿汰1・Ji Ha Lee1・藤井 翔太1・高橋 倫太郎1・

櫻井 和朗1 1)北九市大院工  

14:10  3U11    超分子相互作用を利用したDNAの構造制御…○竹

中 繁織1・佐藤 しのぶ1・開 健亮1 1)九工大院工  

14:35  3U12    液晶性繊維状ウイルスの階層的な集合化とその熱

物性評価…○澤田 敏樹1,2・上田 直輝1・村田 裕太1・丸林 

弘典1・野島 修一1・森川 淳子1・芹澤 武1 1)東工大物質、
2)JSTさきがけ  

[座長 澤田 敏樹]  

15:00  3U13    pHで機能スイッチするRNAモジュールの取得と特性

評価…○川上 純司1・嵜本 捺愛1 1)甲南大フロンティア  

15:25  3U14    長鎖DNAの折り畳みを誘起するLys含有ペプチドの

アミノ酸配列と折り畳みの連続性との関係…○秋田谷 龍男1・

ジンチェンコ アナトーリ2・神戸 俊夫3・久保 康児2・村田 静秋
2・吉川 研一4 1)旭川医大化学、2)名大院環境、3)名大院
医、4)同志社大生命  

  

Ｖ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E307講義室  

9月12日（水）  

S23. 3D＋高分子＝ソフトマター・イノベーション  

9:50  1VSO    Introductry Remarks S23…○村澤 剛1 1)山形大
院理工  

[座長 齊藤 梓]  

10:00  1V03    流動時における高分子の構造形成プロセス…○松

葉 豪1・Li Kun1 1)山形大院有機材料  

10:25  1V04    カラーゲルレサイプ決定システムの開発…○高橋 

瑞樹1・田中 政直2・佐藤 慧1・斎藤 梓1・川上 勝1・古川 英

光1 1)山形大院理工、2)山形大工  

10:50  1V05    3Dプリント可能な蓄熱結晶性ゲルの開発…○宮 瑾
1,2・毛 宇辰1・宮崎 琢弥1・酒井 康平1 1)山形大院理工、2)
山形大院有機材料  

[座長 古川 英光]  

11:15  1V06    フェムト秒レーザ還元直接描画法を用いたポリマー

上へのCu微細構造の造形…○溝尻 瑞枝1・秦 誠一2 1)長
岡技科大、2)名大  

11:40  1V07    熱輸送デバイスへの3Dプリント技術の適用と多孔体



の濡れ性改善…○岡 智絵美1・小田切 公秀1・長野 方星1・

秦 誠一1 1)名大院工  

[座長 村澤 剛]  

12:55  1V08    ソフトマターの3Dプリンティングによるやわらかものづ

くりイノベーション…○古川 英光1・吉田 一也1・齊藤 梓1・コー

スラ アジット1・牧野 真人1・川上 勝1 1)山形大院理工  

13:20  1V09    3Dプリンターを用いた感熱応答ポリマーゲルの立体

造形手法及び細胞集積法による血管網と配向構造を有する

3次元心筋組織の構築…○塚本 佳也1・赤木 隆美1・明石 

満1 1)阪大院生命  

13:45  1V10    3Dプリンタによるラバーの造形…○西野 孝1・鶴井 

孝文2・鈴木 洋1・日出間 るり1・石田 謙司1・福島 達也1・小

柴 康子1・松本 拓也1・兼吉 高宏3・長谷 朝博3・福地 雄介
3・吉永 尚生4・大西 淳5・塩山 務5・原野 健一6 1)神戸大院
工、2)神戸工業試験場、3)兵庫県工技セ、4)住友ゴム、5)
バンドー化学、6)アシックス  

14:10  1V11    ステレオリソグラフィー用フィジカルシミュレータ（造

形評価装置）の開発…田仲 賢1・山本 裕司2・○瀧 健太郎3 

1)金沢大自然、2)ナブテスコ、3)金沢大理工  

[座長 瀧 健太郎]  

14:35  1V12    同心円法を用いた食品３Dプリンター材料の簡易物

性測定装置の開発…○石垣 亮1・小玉 麻衣1・川上 勝1・古

川 英光1 1)山形大院理工  

15:00  1V13    FDM用樹脂フィラメントの吐出性評価…○増谷 一成
1,3・釜井 正太郎2・柚山 精一2 1)京工繊大繊維セ、2)エス.
ラボ、3)ネオマテリア  

15:25  1V14    低コストな３Dゲルプリンター“RepRap SWIM-ER”…
○齊藤 梓1・佐藤 慧1・バシャール サミウル1・山崎 裕太2・佐

藤 洋輔2・川上 勝1・古川 英光1 1)山形大院理工、2)山形
大工  

  

9月13日（木）  

S22. 未来社会を切り拓く精密ネットワークポリマー  

9:00  2VSO    Introductry Remarks S22…○落合 文吾1 1)山形
大院理工  

[座長 永井 大介]  

9:10  2V01    イミダゾールによるリモネンオキシド由来多官能エポ

キシ化合物の硬化反応…○森長 久豊1・坂本 茉優2 1)山
梨大院総研部、2)山梨大教育  

9:35  2V02    三級アミン部位を有するフェノール類によるシアナー

ト樹脂の硬化温度低減効果および硬化物特性評価…○伊豆 

佳祐1・所 雄一郎1・大山 俊幸1 1)横国大院工  

10:00  2V03    ベンゾオキサジン環を有するポリアセチレンの合成と

架橋反応…○後藤 誠英1・宮城 雄1・南 昌樹2・三田 文雄1 

1)関西大化学生命工、2)JXTGエネルギー  

[座長 森長 久豊]  

10:25  2V04    熱潜在性還元剤による架橋ポリペルオキシドの分解

制御と易解体性接着材料の高性能化…○佐藤 絵理子1・大

森 千聡1・甲田 優太1・堀邊 英夫1 1)阪市大院工  

10:50  2V05    金属配位親水性ポリマーと金属イオンの架橋反応

を利用した有機無機複合材料の創製…○永井 大介1・森田 

萌子1・島崎 正起1・久保 彩香1・槙 靖幸2・武野 宏之1・森 

勝伸3・上原 宏樹1・山延 健1 1)群馬大院理工、2)九大院
理、3)高知大理工  

11:15  2V06    嵩高いジスルフィド結合の交換反応を利用した異種

架橋高分子の融合…○鶴岡 あゆ子1・生田 昂輝1・高橋 明
1・青木 大輔1・大塚 英幸1 1)東工大物質  

11:40  2V07    ノーリア骨格を主鎖に有するポリカーボネート及びポ

リエステルの合成と性質…○北川 空太1・工藤 宏人1 1)関
西大  

[座長 落合文吾]  

12:55  2V08    環状アミジン類とイソチオシアナート類からなる

zwitterion構造をもつポリマーの合成とそのイオン性相互作

用による架橋…○山内 晃1・遠藤 剛1 1)近畿大分子研  

13:20  2V09    ペンタエリスリトール誘導体を用いた新規ポリスピロ

オルトカーボナートの合成とネットワークポリマーへの応用…○

森 康友紀1・遠藤 剛1 1)近畿大分子研  

13:45  2V10    多官能イソチオシアナート及びチオールを用いたポ

リジチオウレタンの合成と物性…○吉田 嘉晃1・遠藤 剛1 1)
近畿大分子研  

14:10  2V11    ドーパミン由来構造を持つポリ（γ-グルタミン酸）と

亜鉛イオンの錯体形成を利用した機能性接着の開発…福島 

航1・藤山 学之1・○松本 幸三1・遠藤 剛2 1)近畿大産業理
工、2)近畿大分子研  

[座長 松本 幸三]  

14:35  2V12    N-アリルマレイミド共重合体と多官能チオール/アリ

ル架橋剤を用いた高強度耐熱材料の設計…○倉崎 佑斗1・

松本 章一1 1)阪府大院工  

15:00  2V13    チオフェン/硫黄をコアに有するコア架橋型高分子

微粒子の合成と特性解析…○大塚 浩希1・羅 承慈1・中林 

千浩1・森 秀晴1 1)山形大院有機材料  

15:25  2V14    天然化合物myo-イノシトールから誘導した剛直トリメ

タクリラートのラジカル重合…○須藤 篤1・岡本 衆資1 1)近
畿大院総理工  

[座長 松村 吉将]  

15:50  2V15    鎖長制御されたポリマーとVitrimer型架橋点を用い

た ポリマーネットワークの合成…○中村 泰之1・守屋 明紀2・

内藤 昌信1 1)物材機構、2)沼津高専  

16:15  2V16    連鎖移動反応を組み込んだメタクリラートのラジカル

UV硬化…○湖海 結菜1・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大
理工  

16:40  2V17    エポキシ樹脂のアニオンUV硬化系へのビスマレイミ

ド樹脂の混合効果…○畠山 寧々1・袴田 祐介2・古谷 昌大1・

有光 晃二1 1)東理大理工、2)ケイアイ化成  

17:05  2V18    厚膜アニオンUV硬化のためのカスケード式反応系

の構築…○大城 康太1・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大
理工  

  

9月14日（金）  

S22. 未来社会を切り拓く精密ネットワークポリマー  

[座長 中川 慎太郎]  

9:10  3V01    配位結合を用いた棒状ポリロタキサンの自己組織

化構造…○増田 力1・上沼 駿太郎1・前田 利菜1・眞弓 晧一
1・横山 英明1・伊藤 耕三1 1)東大院新領域  

9:35  3V02    ロタキサン-水素結合ハイブリッド架橋によるエラスト

マーの強靭化…○澤田 隼1・高田 十志和1,2 1)東工大物
質、2)JST-CREST  

10:00  3V03    無溶剤熱ラジカル環化共重合による圧縮変形可能

な高強度形状記憶材料の開発…○千葉 一生1・宮下 拓実
2・後藤 喜一1・松村 吉将2・落合 文吾2 1)山形県工技セ、
2)山形大院理工  

[座長 西辻 祥太郎]  

10:25  3V04    空気中の水分により自己修復するネットワークポリマ

ーの研究…○金 彩薫1・江島 広貴2・吉江 尚子1 1)東大生
産研、2)東大院工  

10:50  3V05    セルロースファイバー/高分子マトリックス界面に超

分子結合を有するコンポジットハイドロゲル…○菅原 章秀1・麻

生 隆彬1・高島 義徳2・原田 明2・宇山 浩1 1)阪大院工、2)
阪大院理  

11:15  3V06    架橋ネットワーク形成中の酸素阻害反応によるラジ

カル重合の促進…林 亮太1・常石 明日香2・○瀧 健太郎3 

1)金沢大院自然、2)三菱ケミカル、3)金沢大理工  

[座長 瀧 健太郎]  

11:40  3V07    均一高分子網目を有する高分子固体電解質にお

ける網目の均一性と力学特性・輸送特性の相関解明…○土



佐 桃波1・塩入 僚祐1・橋本 慧1・小久保 尚1・渡邉 正義1 

1)横国大院理工  

12:55  3V08    超小角X線散乱法を用いたゴム中フィラーの分散状

態に関する研究…○西辻 祥太郎1・竹中 幹人2 1)山形大院
有機材料、2)京大化研  

13:20  3V09    高熱伝導・高配向液晶性エポキシフィルム…○田中 

慎吾1,3・北條 房郎1・竹澤 由高2・蟹江 澄志3・村松 淳司3 

1)日立、2)日立化成、3)東北大  

  

Ｗ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E306講義室  

9月12日（水）  

S21. 微細加工技術と印刷技術を駆使したエレクト

ロニクス・フォトニクスの最前線  

9:50  1WSO    Introductry Remarks S21…○則包 恭央1 1)産総
研電子光  

[座長 則包 恭央]  

10:00  1W03    ナノインプリントガイド内の誘導自己組織化パターン

とそのラフネス評価…○笹尾 典克1・浅川 鋼児1・杉村 忍1 

1)東芝メモリ  

10:25  1W04    トリメチルアルミニウムを用いた3種類の化学気相反

応法による光硬化レジストの有機－無機ハイブリッド化の膜厚

方向の化学組成解析…○伊東 駿也1・上原 卓也1・尾﨑 優

貴1・中村 貴宏1・中川 勝1 1)東北大多元研  

10:50  1W05    光塩基発生剤を含む化学修飾ポリヒドロキシイミドの

感光特性…○髙嶋 美沙樹1・秋田 寛哉2・古谷 昌大1・有光 

晃二1 1)東理大理工、2)太陽ホールディングス  

11:15  1W06    光塩基発生剤から発生する超強塩基によるポリシ

ラン膜の光パターニング…○菊地 駿1・野田 国宏2・塩田 大
2・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大理工、2)東京応化  

11:40  1W07    ポリスチレンスルホン酸を発生させる酸増殖剤を用

いたPEDOT類縁体膜の乾式光パターニング…○平賀 瑛士郎
1・古谷 昌大1・有光 晃二1 1)東理大理工  

[座長 有光 晃二]  

12:55  1W08    ポリメタクリル酸グリシジル誘導体によるHigh-χブロ

ック共重合体の開発…○吉村 康成1・難波江 裕太1・早川 晃

鏡1 1)東工大物質  

13:20  1W09    局所的光反応誘起物質移動に基づく表面レリーフ

形成…○生方 俊1・丸本 康太1・井村 紗知子・園田 泰史・中

山 恵・岩本 陽太・畑瀬 真幸1・豊田 雅人 1)横国大院工  

13:45  1W10    バイオリソグラフィー技術の開発：酵素分解の空間

的制御…○吉川 佳広1・則包 恭央1 1)産総研電子光  

14:10  1W11    EUVリソグラフィ現状と今後…○小室 嘉崇1・川名 

大助1・山崎 晃義1 1)東京応化  

[座長 渡辺 明]  

14:35  1W12    電着機能を有するポリイミドの合成と性能評価…○

小林 亜由美1・荘 みさき1・入谷 康平1・山下 昌幸2・坂東 誠

二2・山下 俊1 1)東工科大工、2)住友精化  

15:00  1W13    主鎖切断型ハイパーブランチポリアセタールを用い

た高解像性レジスト材料の開発…○塩月 康平1・工藤 宏人1 

1)関西大  

15:25  1W14    極端紫外線用含テルル分子レジスト材料の開発…
○岩本 芳明1・工藤 宏人1 1)関西大院  

15:50  1W15    リワーク型光硬化樹脂の粘弾性解析…○岡村 晴

之1・舘 秀樹2 1)阪府大院工、2)阪技術研  

[座長 岡村 晴之]  

16:15  1W16    大面積塗布単結晶化可能な高性能有機半導体

材料の開発…○岡本 敏宏1,2・三谷 真人1・山村 祥史1・渡邉 

峻一郎1,2・竹谷 純一1 1)東大院新領域、2)JSTさきがけ  

16:40  1W17    Print-and-imprint法におけるレーザー加工孔版印

刷での低粘度化…○中村 貴宏1・遠藤 功望1・中川 勝1 1)
東北大多元研  

17:05  1W18    セルロースナノファイバーの材料特性ならびに印刷

デバイスへの応用…○能木 雅也1・古賀 大尚1・上谷 幸治郎
1・春日 貴章1・磯部 紀之2 1)阪大産研、2)海洋機構  

17:30  1W19    高分子ナノシートを基材としたインクジェット印刷配

線による微小神経電極の開発とオプトジェネティクスへの応

用…○小久保 奈々1・荒毛 将史2・山岸 健人1・守本 祐司2・

武岡 真司1・太田 宏之2・藤枝 俊宣3,4 1)早大院先進理
工、2)防衛医大、3)早大高等研、4)JSTさきがけ  

17:55  1W20    ナノ材料を用いたレーザー直接描画法による導電

性パターン形成とデバイス応用…○渡辺 明1・蔡 金光2 1)東
北大多元研、2)Inst. Mat., China Acad. Eng. Phys.  

  

9月13日（木）  

S21. 微細加工技術と印刷技術を駆使したエレクト

ロニクス・フォトニクスの最前線  

[座長 西野 朋季]  

9:10  2W01    新規可溶性オリゴチオフェン系ドナー材料を用いた

有機薄膜太陽電池…○近松 真之1・宮寺 哲彦1・橘 浩昭2 

1)産総研太陽光セ、2)産総研電子光  

9:35  2W02    メタロ超分子ポリマーを用いたエレクトロクロミックデ

バイスの高機能化…○樋口 昌芳1 1)物材機構  

10:00  2W03    スイッチングが可能なマイクロ光共振器とアレイ化

…○山本 洋平1・岡田 大地1・北山 雄介1・入江 正浩2・森本 

正和2・ファン ジャーシン3・リン ザンホン3 1)筑波大院数理
物質、2)立教大、3)ライプニッツ光研  

[座長 中川 勝]  

10:25  2W04    ソフト界面上におけるアゾベンゼン系フォトクロミック

アモルファス分子材料薄膜の光形状変化…○北野 文萌1・

市川 亮太1・中野 英之1 1)室蘭工大  

10:50  2W05    高分子薄膜上の微細インクジェット描画パターンを

起点とする表面誘起物質移動現象…○北村 一晟1・大石 和

明1・原 光生1・永野 修作2・関 隆広1 1)名大院工、2)名大
VBL  

11:15  2W06    ナノメタマテリアル構造による撥油効果の研究…○

西野 朋季1・谷川 紘1・関口 淳1,2 1)立命館大、2)リソテック
ジャパン  

11:40  2W07    バイオミメティクスを用いた防汚機能を有する胆管

ステントの開発…○関口 淳1,2・西野 朋季2・谷川 紘2・合川 

公康3 1)リソテックジャパン、2)立命館大、3)埼玉医大  

  

S18. エネルギーハーベスティングと高分子材料  

12:45  2WSO    Introductry Remarks S18…○尾坂 格1 1)広島大
院工  

[座長 尾坂 格]  

12:55  2W08    混合バルクヘテロ接合におけるアクセプター分子配

置の制御…王 超1・中野 恭兵1・Lee Hsiao Fang1・Chen 

Yujiao1・Hong You-Lee1・西山 裕介1,2・○但馬 敬介1 1)理
研、2)JEOL RESONANCE  

13:20  2W09    電流計測原子間力顕微鏡でみる共役高分子薄膜

の電荷輸送特性…○辨天 宏明1 1)奈良先端大院物質  

13:45  2W10    ドーピングによる有機太陽電池界面でのエネルギー

準位接続制御…○伊澤 誠一郎1,2・新宅 直人1,2・平本 昌宏
1,2 1)分子研、2)総研大院  

14:10  2W11    分子配向制御による有機薄膜太陽電池の高性能

化…○當摩 哲也1,2,3・近松 樹3・山田 彰宏3・辛川 誠1,2,3・高

橋 光信2,3 1)金沢大学術創成機構、2)金沢大理RSET、3)
金沢大自然  

[座長 佐伯 昭紀]  

14:35  2W12    高分子太陽電池における二分子再結合と曲線因

子…○福原 友裕1・斎藤 慎彦2・玉井 康成1・尾坂 格2・大北 



英生1 1)京大院工、2)広島大院工  

15:00  2W13    真空プロセスによる有機鉛ペロブスカイトの結晶成

長制御…○宮寺 哲彦1・阿内 悠人2・小金澤 智之3・矢口 裕

之2・吉田 郵司1・近松 真之1 1)産総研太陽光、2)埼玉大、
3)JASRI/SPring-8  

15:25  2W14    単層カーボンナノチューブへの化学ドープによる熱

電特性変調…○藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4・黄 文シン1・松本 昌修1・

ボラ アンガナ1 1)九大院工、2)九大WPI-I2CNER、3)JSTさ
きがけ、4)九大分子システムセ  

15:50  2W15    導電性高分子を用いた半導体カーボンナノチュー

ブの抽出と熱電変換特性…○野々口 斐之1・高田 阿美1・後

藤 千草1・河合 壯1 1)奈良先端大院物質  

[座長 岡本 敏宏]  

16:15  2W16    粒子状テンプレートによるカーボンナノチューブ膜の

伝導度の異方性制御…○松本 昌修1・向田 雅一5・石田 敬

雄5・藤ヶ谷 剛彦1,2,3,4 1)九大院工、2)九大WPI-I2CNER、
3)JSTさきがけ、4)九大分子システムセ、5)産総研  

16:40  2W17    PEDOT-based thermoelectric materials and 

devices…○衛 慶碩1 1)産総研ナノ材料  

17:05  2W18    ポリ(3,4-エチレンジオキシチオフェン):ポリ(スチレン

スルホン酸) (PEDOT:PSS) の熱電変換特性に及ぼす酸化率

依存性…○今榮 一郎1・石 梦燕1・大山 陽介1・播磨 裕1 1)
広島大院工  

  

9月14日（金）  

S18. エネルギーハーベスティングと高分子材料  

[座長 但馬 敬介]  

9:10  3W01    三元ブレンド高分子太陽電池による光捕集向上…
○大北 英生1・キム ヒョンド1・ワン ヤンビン2 1)京大院工、2)
常州大  

9:35  3W02    機械学習と実験的高速スクリーニングによる高分

子太陽電池の性能予測…○佐伯 昭紀1,2 1)阪大院工、
2)JSTさきがけ  

10:00  3W03    有機薄膜太陽電池への応用に向けた含フッ素ジオ

キソシクロアルケン縮環チオフェンを用いたアモルファス性ド

ナーポリマーの開発…○家 裕隆1・森川 功貴1・岸本 陽太1・

Wetzelaer Gert-Jan A. H2・Blom Paul W. M.2・安蘇 芳雄1 

1)阪大産研、2)マックスプランク高分子研  

10:25  3W04    非フラーレン型太陽電池におけるフェナントロジチオ

フェン系半導体ポリマーの特性…○森 裕樹1・渡部 将也2・西

原 康師1 1)岡山大基礎研、2)岡山大院自然  

[座長 野々口 斐之]  

10:50  3W05    剛直なパイ共役骨格を有する高分子半導体材料

の電荷輸送特性…○岡本 敏宏1,2・池田 大次3・山下 侑1・渡

邉 峻一郎1,2・山元 明人3・黒澤 忠法1・竹谷 純一1 1)東大
院新領域、2)JSTさきがけ、3)ダイセル  

11:15  3W06    フレキシブル熱電デバイスのための配位高分子の

創製…○村田 理尚1 1)阪工大工  

11:40  3W07    熱化学電池への分子集合化学的アプローチ…○山

田 鉄兵1,2・梁 益民1・小林 傑1・君塚 信夫1,2 1)九大院工、
2)九大分子システムセ  

[座長 家 裕隆]  

12:55  3W08    遷移金属およびハロゲンを使用しない縮合的連鎖

重合法による 半導体高分子材料の合成…○東原 知哉1・後

藤 栄祐・佐藤 慎吾2・佐藤 圭一郎1 1)山形大院有機材
料、2)山形大工  

13:20  3W09    高選択的直接的アリール化重合により合成された

1,2-ジチエニルエテン含有DAポリマーの構造とFET特性…○

脇岡 正幸1・山下 菜摘1・森 裕樹2・西原 康師2・小澤 文幸1 

1)京大化研、2)岡山大基礎研  

13:45  3W10    直接アリール化重縮合を利用した高純度な共役高

分子の合成と光電変換特性…○桑原 純平1・浅井 遥香1・丸

本 一弘1・安田 剛2・神原 貴樹1 1)筑波大TREMS、2)物材

機構  

[座長 大北 英生]  

14:10  3W11    ナフトビスチアジアゾール系ポリマーへのフッ素導入

が物性と太陽電池特性に及ぼす影響…○斎藤 慎彦1・神村 

知伺1・鈴木 康人1・家 裕隆2・尾坂 格1 1)広島大院工、2)
阪大産研  

14:35  3W12    狭バンドギャップオリゴマーを用いた光電変換とその

展開…○安田 琢麿1,2・込山 英秋1・古川 晴一1,2・新居 遼太
2,3 1)九大稲盛研セ、2)九大院工、3)リコー  

15:00  3W13    長距離ドナー・アクセプター間での励起電荷移動錯

体の形成…大槻 大介2・○夫 勇進1,2 1)理研、2)山形大院
有機材料セ  

15:25  3W14    近赤外―可視フォトン・アップコンバージョン…○楊

井 伸浩1・佐々木 陽一1・君塚 信夫1 1)九大院工  

  

Ｘ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E305講義室  

9月12日（水）  

S20. 二酸化炭素の回収と固定化を目指した高分

子科学  

16:05  1XSO    Introductry Remarks S20…○沼田 圭司1 1)理研  

[座長 星野 友]  

16:15  1X16    構造タンパク質を模倣したポリペプチド材料の合成

…○土屋 康佑1・Gudeangadi Prashant1・沼田 圭司1 1)理
研  

16:40  1X17    Quantum mechanics/molecular mechanics 

(QM/MM) simulation studies on the papain-mediated 

chemoenzymatic polymerization…○Joan Gimenez Dejoz1・

Keiji Numata1 1)Biomacromolecules Research Team, 
CSRS, RIKEN  

17:05  1X18    Synthesis of recombinant spider dragline silk that 

mimics the properties of the native fiber…○Ali Malay1・

Keiji Numata1 1)RIKEN CSRS  

  

9月13日（木）  

S20. 二酸化炭素の回収と固定化を目指した高分

子科学  

[座長 土屋 康佑]  

9:10  2X01    高分子ハイブリッド材料による二酸化炭素の分離回

収…○兼橋 真二1,2・荻野 賢司3・ケンティッシュ サンドラ2 1)
農工大院工、2)メルボルン大、3)農工大院BASE  

9:35  2X02    オキシエチレン鎖を有する架橋ポリビニルエーテル

の合成と二酸化炭素分離特性…○阪口 壽一1・山崎 慎也1・

橋本 保1 1)福井大院工  

10:00  2X03    イオン液体／スルホン化ポリイミド複合膜のCO2分

離特性における化学構造の影響…○林 英里1・立花 祥悟1・

トマス モーガン・レスリー1・橋本 慧1・渡邉 正義1 1)横国大
院工  

10:25  2X04    高分子膜内のCO2の13C NMR測定…○山登 正文
1・伊藤 瑛子1・村本 卓也1・田中 学1・川上 浩良1 1)首都大
院都市環境  

[座長 兼橋 真二]  

10:50  2X05    高CO2透過性を有するポリジメチルシロキサン系材

料をもちいた大面積かつ自立性を有すナノ膜の創製とその

CO2分離挙動…○藤川 茂紀1,2,3,4・Selyanchyn Roman1・有

吉 美帆1 1)九大WPI-I2CNER、2)九大院工、3)九大分子シ
ステムセ、4)東工大化生研  

11:15  2X06    PEO鎖含有芳香族ポリマーナノシートによる高気体

透過膜のCO2分離特性の改善…○磯野 亨1・鈴木 大士1・岡

村 陽介2・長瀬 裕1 1)東海大院工、2)東海大マイクロナノ研  



11:40  2X07    アミン含有高分子膜のCO2選択透過メカニズムとネ

ガティブカーボンエミッションへの展開…○谷口 育雄1・衣笠 

佳恵1・峯崎 航希2 1)九大WPI-I2CNER、2)九大統合新領
域  

[座長 沼田 圭司]  

12:55  2X08    CO2の高効率分離のためのアミン含有ゲル粒子お

よびゲル粒子膜の開発…○星野 友1・行部 智洋1・今村 和

史1・本田 竜太郎1・片渕 航汰1・山下 知恵1・渡辺 猛1・谷口 

育雄1・三浦 佳子1 1)九大院工  

13:20  2X09IL    二酸化炭素をコモノマーとする高分子合成…○野

崎 京子1 1)東大院工  

14:10  2X11    DBUを用いるポリプロパルギルアミンへの効率的CO2

固定化反応…○曽川 洋光1・金 南均1・高田 十志和1 1)東
工大物質  

[座長 藤川 茂紀]  

14:35  2X12    垂直配向一次元メソチャネルを反応場とする光触

媒反応系の構築…○中尾 慶太1・谷尾 吉祥1・浅岡 定幸2・

吹田 茂生3・櫻井 伸一3 1)京工繊大院工芸、2)京工繊大
工芸、3)京工繊大バイオベース  

15:00  2X13    脂肪族ポリカーボネートの構造による熱分解温度に

与える影響…○本田 正義1・阿部 英喜1 1)理研  

15:25  2X14    金属錯体による共重合反応の制御[82] 二酸化炭

素を原料とした高分子合成：金属ポルフィリン錯体系触媒に

よる二酸化炭素とオキセタンの共重合…○中村 亮1・杉本 裕
1 1)東理大工  

[座長 与那嶺 雄介]  

15:50  2X15    植物バイオマス原料から微生物合成する多元ポリ

乳酸の部材化…○田口 精一1,4・廣江 綾香1,4・石井 大輔1,4・

大井 俊彦2,4・松本 謙一郎2,4・岩田 忠久3,4 1)東農大生
命、2)北大院工、3)東大院農、4)JST-CREST  

16:15  2X16    バイオマス資源および二酸化炭素からのポリヒドロキ

シアルカン酸生合成…○宮原 佑宜1・山本 真大2・太田 美乃
1・柘植 丈治2 1)東工大院総理工、2)東工大物質  

16:40  2X17    海洋性紅色光合成細菌の窒素固定及び二酸化炭

素固定反応を利用したポリヒドロキシアルカン酸の生産…○樋

口 美栄子1・沼田 圭司1 1)理研  

17:05  2X18    Sustainable Photosynthetic Marine Bacterium for 

Synthetic Spider Silk Production…○Choon Pin Foong1・Keiji 

Numata1 1)Biomacromolecules Research Team, RIKEN 
CSRS  

  

9月14日（金）  

S20. 二酸化炭素の回収と固定化を目指した高分

子科学  

[座長 田口 精一]  

9:35  3X02    High-Resolution Visualization of Plant Cell Wall…
○NEVAL YILMAZ1・YUTAKA KODAMA2・KEIJI NUMATA1 

1)Biomacromolecules Research Team, RIKEN、2)Ctr. for 
BioSci. Research & Edu., Utsunomiya Univ.  

10:00  3X03    安定同位体標識と共鳴ラマンイメージングによる藻

類の色素生産プロセス追跡…○与那嶺 雄介1・平松 光太郎
2・伊藤 卓朗3・井手口 拓郎2・三浦 佳子4・合田 圭介2・星野 

友4 1)北大電子研、2)東大院理、3)JST、4)九大院工  

10:25  3X04    微細藻類の遺伝子工学による二酸化炭素からの有

用物質生産…○小山内 崇1 1)明大農  

[座長 曽川 洋光]  

10:50  3X05    微細藻類のゲル封入培養法による多細胞体の形

成とバイオ燃料生産効率の向上…○吉冨 徹1・神永 紗英子
1・佐藤 直樹1・豊島 正和1・森山 崇1・吉本 敬太郎1,2 1)東
大院総文化、2)JSTさきがけ  

11:15  3X06    植物の改変を目指したマレイミド基を提示するブロッ

ク共重合体ミセルの機能化…○宮本 昂明1,2・土屋 康佑1,2・

沼田 圭司1,2 1)理研、2)JST-ERATO  

11:40  3X07    植物への形質付与を目指したPICsomeの開発…○

藤田 聖矢1・土屋 康佑1・沼田 圭司1 1)理研  

  

Ｙ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E304講義室  

9月12日（水）  

S19. バイオプラスチックの最前線と未来  

9:50  1YSO    Introductry Remarks S19…○粕谷 健一1,2 1)群馬
大院理工、2)群馬大食健セ  

[座長 橘 熊野]  

10:00  1Y03    ３－ヒドロキシ－２－メチル酪酸含有ポリエステルの

生合成と諸物性…○古舘 祥1・阿部 英喜2・柘植 丈治1 1)
東工大物質、2)理研  

10:25  1Y04    アーキア由来ポリγグルタミン酸の実用材料化…○

白米 優一1・中山 沢水2・東内 遥菜2・島田 幸育2・芦内 誠2 

1)愛媛大院連合農、2)高知大農  

10:50  1Y05    動的配列制御に基づくブロック共重合ポリエステル

生合成系の発見とポリマー構造解析…○松本 謙一郎1・藤井 

隆之輔1・堀 千明1・大井 俊彦1・磯野 拓也1・佐藤 敏文1・田

口 精一1,2 1)北大院工、2)東農大生命  

11:15  1Y06    末端クリック反応性ポリヒドロキシアルカノエートを基

盤とした相溶化剤の開発…○小山 貴史1・齋藤 達也1・小林 

新吾2・大倉 徹雄2・山本 拓矢3・磯野 拓也3・田島 健次3・佐

藤 敏文3 1)北大院総化、2)カネカ、3)北大院工  

11:40  1Y07    発酵(R)-3-ヒドロキシ酪酸を用いて化学合成した芳

香環を含む共重合体とその生分解性…○常盤 豊1・中山 敦

好2・川崎 典起2・山野 尚子2・伊田 小百合2・楽 隆生3・世嘉

良 宏斗4 1)トロピカルテクノプラス、2)産総研、3)甲南化工、
4)沖縄県工技セ  

[座長 松本 謙一郎]  

12:55  1Y08    脂肪族ポリエステル類の淡水を含む水環境での生

分解…○中山 敦好1・川崎 典起1・山野 尚子1 1)産総研  

13:20  1Y09    水圏における生分解プラスチックのバイオフィルム

形成を介した分解機構の解析…○諸星 知広1・尾形 健人1・

大井 太士郎1・大倉 徹雄2・佐藤 俊輔2 1)宇都宮大院工、
2)カネカ  

13:45  1Y10    海洋プラスチックごみから単離されたポリカプロラクト

ン分解細菌の特徴付け…○大場 皓平1・鈴木 美和1・滝澤 

玲香1・橘 熊野1,2・粕谷 健一1,2 1)群馬大院理工、2)群馬
大食健セ  

14:10  1Y11    直鎖脂肪族ジカルボン酸と1,4-ブタンジオールを構

成成分とするポリエステル13種の環境分解性評価…粕谷 

健一1,2・橘 熊野1,2・○影山 航平1 1)群馬大院理工、2)群馬
大食健セ  

14:35  1Y12    脂環式骨格を有するポリエステルの生分解性…○

橘 熊野1,2・坂田 大1・山畑 雅之1・粕谷 健一1,2 1)群馬大
院理工、2)群馬大食健セ  

[座長 金子 達雄]  

15:00  1Y13    種々の桂皮酸化合物及びその誘導体の制御重合：

バイオベース官能化ポリスチレンの合成…○佐藤 浩太郎1・

竹嶋 久晶1・杉原 静1・上垣外 正己1 1)名大院工  

15:25  1Y14    側鎖および主鎖構造の異なる植物由来アントラキノ

ンポリエステルの合成と物性…○後藤 達也1,2・岩田 忠久1・

阿部 英喜2 1)東大院農、2)理研  

15:50  1Y15    ポリ（カフェ酸）の合成、特性および加工…○石井 大

輔1・岩田 忠久2 1)東農大生命、2)東大院農  

16:15  1Y16    ビフリル骨格含有バイオベースポリエステルの合成

…○成田 彩純1・林 千里1・和佐野 達也1・橘 熊野1,2・粕谷 

健一1,2 1)群馬大院理工、2)群馬大食健セ  

[座長 石井 大輔]  

16:40  1Y17    フラン環を有するバイオポリエステルの結晶弾性率



…○上田 裕貴1・松本 拓也1・西野 孝1 1)神戸大院工  

17:05  1Y18    アミノ酸誘導体のビルディングブロックを利用したバ

イオベースポリマーの分子設計…○高田 健司1,2・金子 達雄
1,2 1)北陸先端大院環エネ、2)JST-ALCA  

17:30  1Y19    ホワイトバイオでつなぐ ～リグニンから機能性芳香族

モノマーへ～…○大田 ゆかり1・西村 裕志2・片平 正人3・磯

崎 勝弘4・中村 正治4 1)海洋機構、2)京大生存圏研、3)京
大エネ研、4)京大化研  

17:55  1Y20    高性能リグニン充てん天然ゴムバイオナノコンポジッ

ト…○池田 裕子1・PHAKKEEREE Treethip1・JUNKONG 

Preeyanuch1・大橋 巧1 1)京工繊大  

  

9月13日（木）  

S19. バイオプラスチックの最前線と未来  

[座長 丸林 弘典]  

9:10  2Y01    β-1,3グルカンエステル誘導体の物性評価とバイ

オプラスチック材料化…○甘 弘毅1,2・加部 泰三1,2,3・木村 聡
1,2・引間 孝明2・高田 昌樹2・榎本 有希子1・岩田 忠久1,2 1)
東大院農、2)理研、3)JASRI  

9:35  2Y02    藻類バイオマスのパラミロンと長鎖脂肪酸を利用し

たバイオプラスチックの開発…○山城 緑1・位地 正年2・田中 

修吉1・宮本 俊江1・伊藤 順子2・多田 清志2・渡邉 信2 1)日
本電気、2)筑波大ABES  

10:00  2Y03    ポリ乳酸の分子鎖形態に及ぼす立体規則性の影響

…○鈴木 義紀1,2・渡邊 隆宏1・小杉 紘輝3・菊地 守也3・川

口 正剛2 1)クレハ、2)山形大院有機材料、3)山形大工  

10:25  2Y04    ポリ乳酸の結晶相転移に関する構造科学的考察…
○田代 孝二1 1)豊田工大院工  

[座長 麻生 隆彬]  

10:50  2Y05    ポリプロピレンカーボネートの添加によるポリ乳酸の力

学特性への影響…○柴崎 葵1・新田 晃平1・西岡 聖司2 1)
金沢大院自然、2)住友精化  

11:15  2Y06    再生可能資源由来ブロック共重合体の低温成形性

と生分解性…○グエン ティトゥタオ1・衣笠 佳恵2・谷口 育雄2 

1)九大院統合新領域、2)九大WPI-I2CNER  

11:40  2Y07    X線繊維回折法によるポリ(L-2-ヒドロキシ-3-メチ

ルブタン酸) β晶の結晶構造解析…○丸林 弘典1・水上 諒
1・浜田 悠司1・野島 修一1 1)東工大物質  

[座長 阿部 英喜]  

12:55  2Y08    高級漆器調（漆ブラック）を実現する新規セルロー

ス系バイオプラスチックの開発…○田中 修吉1・當山 清彦1・

宮本 俊江1・位地 正年2 1)NEC、2)筑波大ABES  

13:20  2Y09    ナノファイバーが導電性高分子で被覆されたバクテ

リアセルロースゲル電極の異方導電性…○麻生 隆彬1・東垣 

達也1・銭 晨1・宇山 浩1 1)阪大院工  

13:45  2Y10    植物同時酵素糖化粉砕を通じたリグニンの高機能

耐熱フィラーとしての利用…○敷中 一洋1・五月女 春香2・大

塚 祐一郎3・中村 雅哉3・富永 洋一2 1)産総研、2)農工大
BASE、3)森林総研  

[座長 佐藤 浩太郎]  

14:10  2Y11    微生物による共重合ポリエステルPHBHの実用生産 

－生産菌PHA分解酵素を標的とした遺伝的改変による高分

子量化、生産安定化－…○有川 尚志1・佐藤 俊輔1・藤木 

哲也1・松本 圭司1 1)カネカ  

14:35  2Y12    環境対応ポリウレタンの開発…○山崎 聡1 1)三井
化学  

15:00  2Y13    バイオを活かした素材と市場開発 －三菱ケミカル

のバイオプラスチック－…○佐野 浩1 1)三菱ケミカル  

  

S24. 高分子未来塾から始まる非常識な融合  

15:40  2YSO    Introductry Remarks S24…○古川 英光1 1)山形
大院理工  

[座長 古川 英光]  

15:50  2Y15    「高分子未来サミット」新しいプラットフォームを求め

て…○辻井 敬亘1 1)京大化研  

16:15  2Y16   グローバルなサイエンス教育プログラム…○Karthaus 

Olaf1 1)千歳科技大  

16:40  2Y17    ポリマーを用いた理科実験・理科教材の考案と学習

コンテンツへの展開…○鳴海 有紗1・谷尾 宣久1 1)千歳科
技大  

17:05  2Y18    企業訪問の取り組みと高分子未来塾…○野々山 

貴行1 1)北大院先端生命  

  

9月14日（金）  

S24. 高分子未来塾から始まる非常識な融合  

[座長 増田 造]  

9:10  3Y01    高分子学会からの魅力的な情報発信を目指して…
○古川 英光1・加藤 隆史2 1)山形大院工、2)東大院工  

9:35  3Y02    出前講義・出前実験を通した小学校・中学校・高校

への高分子研究紹介…○松葉 豪1 1)山形大院有機材料  

10:00  3Y03    とても身近なゲル材料 あなたの瞳の中にも？…○

伊藤 恵利1,2 1)メニコン、2)名工大  

[座長 松葉 豪]  

10:25  3Y04    気体を通す高分子、通さない高分子～高分子の気

体透過性～…○平川 奈央1・藤川 茂紀1,3・君塚 信夫1,2 1)
九大院工、2)九大分子システムセ、3)九大WPI-I2CNER  

10:50  3Y05    ナノ戦隊スマポレンジャーが科学教育を変える！？

…○新山 瑛理1,2・荏原 充宏1,2,3 1)筑波大院数理物質、2)
物材機構MANA、3)東理大院基礎工  

11:15  3Y06    薬と高分子…○三浦 理紗子1 1)京大院工  

11:40  3Y07    高校までの化学とその先をつなぐ高分子未来塾…○

増田 造1 1)東工大院生命理工  

[座長 野々山 貴行]  

12:55  3Y08    高分子未来塾の始まりと未来…○古川 英光1 1)山
形大院理工  

13:20  3Y09    高分子材料を造形する3Dプリンター — 3Dプリンター

のしくみ…○齊藤 梓1・佐藤 慧1・バシャール サミウル1・川上 

勝1・古川 英光1 1)山形大院理工  

13:45  3Y10    高分子材料を造形する3Dプリンター — 3Dプリンター

の動き…○齊藤 梓1・佐藤 慧1・バシャール サミウル1・川上 

勝1・古川 英光1 1)山形大院理工  

[座長 齊藤 梓]  

14:10  3Y11    ハイドロゲルの実験を通して「いきもの」との類似性を

調べよう！…○酒井 崇匡1 1)東大院工  

14:35  3Y12    ハイドロゲルの実験を通して「いきもの」との類似性を

調べよう！2…○酒井 崇匡1 1)東大院工  

15:00  3Y13    レオロジーって何？- 身近なレオロジー…○玉手 英

明1・古川 英光1 1)山形大院工  

15:25  3Y14    レオロジーって何？ - 研究でのレオロジー…○玉手 

英明1・古川 英光1 1)山形大院工  

  

Ｚ 会 場  
高等教育推進機構 E棟 3F E303講義室  

9月12日（水）  

S17. 近未来の環境を考える高分子素材  

12:45  1ZSO    Introductry Remarks S17…○本九町 卓1・附木 貴

行2 1)長崎大院工、2)金沢工大ICC  

[座長 中山 祐正]  

12:55  1Z08    発泡スチロールの高性能化とリサイクル技術…○武

田 導弘1 1)発泡スチロール協会  



13:20  1Z09    廃家電から回収した難燃性プラスチックの抗菌性付

与…○福嶋 容子1・戸田 明秀1 1)シャープ  

[座長 武田 導弘]  

13:45  1Z10    木質系オイルを用いた抗菌特性を有するバイオプラ

スチックの開発…○吉村 治1・佐久間 涼1・中島 健1・附木 貴

行1 1)金沢工大  

14:10  1Z11    ポリプロピレンの精密熱分解と次世代型ポリプロピレ

ンの開発…○佐々木 大輔1・高村 厚1 1)三栄興業  

[座長 佐々木 大輔]  

14:35  1Z12    バイオマス由来のナノ/マイクロファイバーを用いたプ

ラスチック複合材料の高強度化…○千田 咲良1・附木 貴行
2・高橋 憲司3 1)金沢大自然、2)金沢工大ICC、3)金沢大
理工  

15:00  1Z13    容リ樹脂のアップグレードリサイクルのための酸変性

樹脂化：量産試作，相容化剤としての応用，および収益性の

例証…須永 裕太2・大峠 慎二3・青木 憲治4・伊藤 弘和5・○

寺本 好邦1,6 1)岐阜大応用生物、2)化薬アクゾ、3)トクラ
ス、4)静岡大農、5)産総研機能化学、6)岐阜大G-CHAIN  

[座長 寺本 好邦]  

15:25  1Z14    炭素繊維強化プラスチックへ向けたリグニン由来の

相溶化剤の開発…○黒田 浩介1・附木 貴行2・仁宮 一章3・

高橋 憲司1 1)金沢大院理工、2)金沢工大ICC、3)金沢大
術創成機構  

15:50  1Z15    イオン液体の触媒機能を用いたセルロースのエステ

ル交換反応…○廣瀬 大祐1・野村 周平1・丸山 千恵1・

Kusuma Samuel1・高橋 憲司1 1)金沢大院自然  

[座長 黒田 浩介]  

16:15  1Z16    芳香族ポリウレタンを用いたエポキシドと二酸化炭素

からの環状カーボネートの合成…○竹之内 祐也1・本九町 卓
1・中谷 久之1 1)長崎大院工  

16:40  1Z17    マルチブロックポリウレタンの高圧二酸化炭素を用い

た加水分解反応…橋本 康希1・○本九町 卓1・中谷 久之1 

1)長崎大院工  

17:05  1Z18    ドーマント種を利用したポリウレタンのリサイクル化…
○中谷 久之1・中村 知寛1・本九町 卓1 1)長崎大院工  

[座長 中谷 久之]  

17:30  1Z19    非可食性の天然物を用いたバイオポリエステルの合

成と熱による架橋…○岡田 升宏1・鈴木 克典1,2・馬渡 康輝
3,4・田畑 昌祥5,6 1)ヤマハ、2)静岡大電子工研、3)室蘭工
大院工、4)室蘭工大環境材料研セ、5)室蘭工大環境防災
研セ、6)千歳科技大理工  

17:55  1Z20    マイクロ波加圧条件を用いるポリカーボネートの加溶

媒分解反応とその反応機構…○池永 和敏1,2・樋口 幸平1・

平山 悟志2 1)崇城大院工、2)崇城大工  

  

9月13日（木）  

S17. 近未来の環境を考える高分子素材  

[座長 池永 和敏]  

9:10  2Z01    マイクロカプセル化潜在性化合物を用いる超音波剥

離粘着剤の開発…○舘 秀樹1・陶山 寛志2 1)阪技術研、2)
阪府大高等教育  

9:35  2Z02    紫外線劣化を受けるウレタンクリア塗膜の空隙構造

変化メカニズムに関する研究…○石田 崇人1・北垣 亮馬2 

1)東大院工、2)北大院工  

10:00  2Z03    高分子材料の熱分解動力学シミュレーション解析に

おけるいくつかの課題…○西田 治男1 1)九工大院生命体  

[座長 西田 治男]  

10:25  2Z04    LDPEの力学特性における再成形過程における物理

劣化と再生について…○パントン パチヤ1・関口 博史1・中野 

涼子1・八尾 滋1 1)福岡大  

10:50  2Z05    リサイクルプラスチックの実用的リサイクル手法の検

討…○八尾 滋1,2,3・山崎 奈都美2・山下 慶太朗2・パントン パ

チヤ3・関口 博史1・中野 涼子1・道上 哲吉4・上野 泰子2 1)
福岡大工、2)福岡大院工、3)福岡大機能・構造マテリアル
研、4)エコフィール  

[座長 八尾 滋]  

11:15  2Z06    気相重合による親水性バイオマスの疎水性への革

新的な表面改質…安藤 義人1・○エクシラ― クブラ1 1)九工
大  

11:40  2Z07    放熱性に着目した金属加工屑のアップグレードリサ

イクルへの試み…○安藤 義人1・エクシラ― クブラ1 1)九工
大  

[座長 本九町 卓]  

12:55  2Z08IL    環境を考慮した近未来の高分子材料…○塩野 毅
1 1)広島大院工  

[座長 附木 貴行]  

13:45  2Z10    桂皮酸誘導体をベースとした高性能バイオプラスチ

ックの開発…○高田 健司1,2・金子 達雄1,2 1)北陸先端大院
環エネ、2)JST-ALCA  

14:10  2Z11    硫黄・藻類オイル・テルペンを原料とした樹脂合成と

物性評価…○大井 香穂1・大石 修平1・桑原 純平1・福田 隆

史3・渡邉 信2・神原 貴樹1 1)筑波大TREMS、2)筑波大
ABES、3)産総研  

[座長 高田 健司]  

14:35  2Z12    BOC基で保護したアクリル酸およびメタクリル酸2-ヒ

ドロキシエチル共重合体の熱分解を利用した機能材料設計

…○松本 章一1・井関 将志1・景 初1 1)阪府大院工  

15:00  2Z13    L-乳酸、エチレングリコール、テレフタル酸からなる

ABC型配列制御共重合体の合成と性質…○中山 祐正1・秋

山 晃一1・田中 亮1・塩野 毅1・川崎 典起2・山野 尚子2・中

山 敦好2 1)広島大院工、2)産総研  

15:25  2Z14    イオン液体との複合化による熱可塑性を付与したセ

ルロースフィルムの開発…○門川 淳一1・高田 晃彦2・ハク ム

ハマドアブドル1,3・山元 和哉1 1)鹿児島大院理工、2)九大
先導研、3)カラチ大  

[座長 門川 淳一]  

15:50  2Z15    ポリアニリンによるセルロースナノファイバーの機能化

とコンポジット材料へ展開…○大村 拓1・チャン チ・ホーン1・

脇坂 港1・西田 治男1 1)九工大院生命体  

16:15  2Z16    オイゲノール誘導体を用いた機能性コーティング材

料の開発…○渡邊 宏臣1・高橋 万里子1・木原 秀元1・吉田 

勝1 1)産総研機能化学  

  

ＥＳＡ 会 場  
E317, Institute for the Advancement of Higher Education  

Wed. Sep 12  

E. 環境と高分子 

POLYMERS AND ENVIRONMENT  
“English Session”  

Y. Uraki, presiding  

12:55  1ESA08    Design of Wall-Destructive but Membrane-

Compatible Solvents…○Kosuke Kuroda1・Kazuaki 

Ninomiya2・Kenji Takahashi1 1)Grad. Sch. of Nat. Sys. & 
Tech., Kanazawa Univ.、2)Instit. Frontier Sci. Initiative, 
Kanazawa Univ.  

13:20  1ESA09    Performance comparison and improvement of 

water purification by solar assisted membrane permeation 

with dye-modified membrane…○Masaki Kikuchi1・kisho 

Tomita1・Masahiro Fujiwara2 1)Grad. Sch. of Eng., Tohoku-
Gakuin Univ.、2)RICPT, AIST-Tohoku  

13:45  1ESA10    Water purification and seawater desalination 

by light energy using transpiration stream…○kisho 

Tomita1・Masaki Kikuchi1・Masahiro Fujiwara2 1)Grad. Sch. 



of Eng., Tohoku-Gakuin Univ.、2)RICPT, AIST-Tohoku  

＜日韓ジョイントセッション/Japan-Korea Joint Session＞  

T. Shiono, presiding  

14:10  1ESA11ILY    Head-to-tail depolymerization enables 

rapid, macroscopic responses in polymeric materials…○

Hyungwoo Kim1 1)Sch. of polym. Sci. & Eng., Chonnam 
Natl. Univ.  

14:35  1ESA12ILY    Development of bio-based polymers 

derived from non-food biomass…○Shinji Kanehashi1 

1)Grad. Sch. of Eng., Tokyo Univ. of Agri. & Tech.  

15:00  1ESA13ILY    Environmentally benign fabrication process 

of polymer semiconductors…Cho Jangwhan1・○Dae Sung 

Chung1 1)Dept. of Energy Sci. & Eng., Daegu Gyeongbuk 
Inst. of Sci. & Tech.  

15:25  1ESA14ILY    Active control of metal nanostructures 

using flexible polymers…○Hideyuki Mitomo1,2 1)Res. Inst. 
for Elec. Sci., Hokkaido Univ.、2)GI-CoRE, Hokkaido Univ.  

I. Tomita, presiding  

15:50  1ESA15ILY    Liquid Crystals: A Functional Building Block 

for Programmable Adaptive Materials…○Suk-kyun Ahn1 

1)Dept. of Polym. Sci. & Eng., Pusan Natl. Univ.  

  

D. 生体高分子および生体関連高分子 

BIOPOLYMERS AND BIORELATED POLYMERS  
“English Session”  

I. Tomita, presiding  

16:15  1ESA16ILY    Polymer Conjugated Fluorescent 

Nanoparticles for Over-1000 nm Near-Infrared 

Bioimaging…○Masao Kamimura1,2 1)Dept. of Mat. Sci. & 
Tech., Tokyo Univ. of Sci.、2)IFC, Tokyo Univ. of Sci.  

16:40  1ESA17ILY    Enhancing Safety and Efficacy of Nano-

sized Dendritic Contrast Agents for X-ray Computed 

Tomography by Using Tetraiodobenzene Derivatives as 

Potent Radiopaque Units…○Yoonkyung Kim1・Hye-youn 

Jung1 1)Korea Res. Inst. of Biosci. & Biotech.  

17:05  1ESA18ILY    Near infrared photoluminescent 

nanomaterials whose functions are tunable based on 

molecular interactions…○Tomohiro Shiraki1,2 1)Dept. of 
Applied Chem., Grad. Sch. of Eng., Kyushu Univ.、2)WPI-
I2CNER, Kyushu Univ.  

  

Thu. Sep 13  

D. 生体高分子および生体関連高分子 

BIOPOLYMERS AND BIORELATED POLYMERS  
“English Session”  

Y. Hoshino, presiding  

9:10  2ESA01    Chemoenzymatic Polymerization of Tripeptide 

Ester Containing Nylon Units for Thermal Processability…
○Prashant Gopal Gudeangadi1・Kousuke Tsuchiya1・Keiji 

Numata1 1)Biomacromolecules Research Team, RIKEN  

9:35  2ESA02    Elucidation of pH- and salt-dependent 

dimerization of Nephila clavipes N-terminal domain of 

spider dragline silk proteins…○Nur Alia Oktaviani1・Ali D 

Malay1・Akimasa Matsugami2・Fumiaki Hayashi2・Keiji 

Numata1 1)Biomacromolecules Research Team, RIKEN Ctr. 
for Sustainable Resource Sci.、2)Advanced NMR 
Application and Platform Team, NMR Research and 
Collaboration Group, NMR Sci. and Development Division, 
RIKEN SPring-8 Ctr.  

M. Hashizume, presiding  

10:00  2ESA03    Protein Needle conjugated with Cargo Protein 

Derived from Norovirus…○Que Dan Nguyen1・Kazuhiko 

Katayama2・Takafumi Ueno1 1)Grad. Sch. of Life Sci. and 
Tech., Tokyo Tech、2)Grad. Sch. of Inf. Cont. Sci., 
Kitasato Univ.  

10:25  2ESA04    Physicochemical characterization of poly-

(PEG-hemoglobin) produced by ring-opening 

polymerization…○Takashi Matsuhira1・Keizo Yamamoto1・

Hiromi Sakai1 1)Nara Med. Univ. Dept. of Chem.  

K. Numata, presiding  

10:50  2ESA05    Degradation control of oxidized dextran-based 

hydrogel independent of the mechanical properties for 

drug delivery application…○Punnida Nonsuwan1,2・Akimasa 

Matsugami3・Fumiaki Hayashi3・Suong Hyu Hyon4・Kazuaki 

Matsumura1 1)Sch. of Mat. Sci., JAIST、2)Dept. of Chem. 
FSc., Chulalongkorn Univ.、3)RIKEN、4)JFVM, Kagoshima 
Univ.  

11:15  2ESA06    Controlling the lectin recognition of 

glycopolymer by distance arrangement of sugar blocks…
○Kazuki Jono1・Masanori Nagao1・Yu Hoshino1・Yoshiko 

Miura1 1)Grad. Sch. of Eng., Kyushu Univ.  

11:40  2ESA07    A Sensitive Colorimetric pH Sensor via G-

quadruplex-conjugated Gold Nanoparticles…○Surachada 

Chuaychob1,2・Masahiro Fujita2・Mizuo Maeda1,2 1)Grad. 
Sch. of Front. Sci., The Univ. of Tokyo、2)RIKEN  

M. Matsusaki, presiding  

12:55  2ESA08    Smart artificial on-skin pancreas fabricated 

with phenylboronic acid/silk fibroin hybrid hydrogel for 

glucose-responsive insulin delivery…○Siyuan Chen1,2・

Hiroko Matsumoto1・Yuki Morooka1・Miyako Tanaka3・

Kozue Ochi3・Yuji Miyahara1・Takayoshi Suganami3・Akira 

Matsumoto1,2 1)Inst. of BioMat. and BioEng. , Tokyo Med. 
and Dental Univ.、2)Kanagawa Inst. of Industrial Sci. and 
Tech.、3)Dept. of Molecular Medicine and Metabolism, 
Research Inst. of Env. Medicine, Nagoya Univ.  

13:20  2ESA09    Diagnosis and Management of Hypersialylated 

Metastatic Cancers by Phenylboronic Acid-installed 

PEGylated Gold Nanoparticles and Nitroxide Radical-

containing Nanoparticles…○Babita Shashni1・Yukichi 

Horiguchi1・Kosuke Kurosu1・Hitoshi Furusho2・Yukio 

Nagasaki1,3 1)Dept. of Mat. Sci., Grad. Sch. of Pure and 
Applied Sci., Univ. of Tsukuba、2)Electronic Mat. Research 
Laboratories, Mat. Synthetic Research Dept., Nissan Chem. 
Ind.、3)Master's Sch. of Med. Sci., Grad. Sch. of 
Comprehensive Human Sci., Univ. of Tsukuba  

13:45  2ESA10    Advanced application of nano-fibrillated 

bacterial cellulose (Fibnano®) to anti-cancer therapy…○

Hidenori Ando1・Takashi Mochizuki1・Kenji Fujita1・Kenji 

Tajima2・Tokuo Matsushima3・Takatomo Kusano3・Tatsuhiro 

Ishida1 1)Tokushima Univ.、2)Hokkaido Univ.、3)Kusano 
Sakko  

14:10  2ESA11    Development of gemcitabine-conjugated 

poly(amino acid) and its evaluation using pancreatic tumor 

model…○Xiaomeng Liu1・Hiroyasu Takemoto2・Takahiro 

Nomoto2・Makoto Matsui2・Keishiro Tomoda2・Nobuhiro 

Nishiyama2 1)Dept. Life Sci. Tech., Tokyo Tech.、2)Inst. 
Innov. Res., Tokyo Tech.  

A. Kabir, presiding  

14:35  2ESA12    Regulation of pluripotency through decoupling 

surface and bulk effects using double network hydrogels

…○Martin Frauenlob1・Honglei Guo2・Daniel R. King2,3・

Seiichiro Ishihara2・Masumi Tsuda4・Takayuki Kurokawa2,3・

Hisashi Haga2・Shinya Tanaka4・Jian P. Gong2,3 1)Grad. Sch. 
of Life Sci., Hokkaido Univ.、2)Fac. of Advanced Life Sci., 
Hokkaido Univ.、3)Global Station of Soft Matter GI-Core, 
Hokkaido Univ.、4)Fac. of Medicine, Hokkaido Univ.  

15:00  2ESA13    Influence of Gelatin Hydrogel Stiffness on 

Chondrocyte Functions…○Guoping Chen1,2・Xiaomeng 



Li1,2・Naoki Kawazoe1 1)NIMS、2)Sch. of Pure and Applied 
Sci.., Univ. of Tsukuba  

15:25  2ESA14    Extracellular matrix fiber paper for 

construction of multi-layered 3D-tissue…○Hirotaka 

Nakatsuji1・Michiya Matsusaki1,2 1)Grad. Sch. of Eng., 
Osaka Univ.、2)JST-PRESTO  

15:50  2ESA15    Investigation of Localization Effect of Ionic 

Group in Gel Particles on Protein Recognition…○Honda 

Ryutaro1・Gyobu Tomohiro1・Shimahara Hideto2・Hoshino 

Yu1・Miura Yoshiko1 1)Grad. Sch. of Eng., Kyushu Univ.、
2)JAIST  

S. Takeoka, presiding  

16:15  2ESA16    Fabrication of artificial cilia from microtubules 

and kinesins through a bottom-up approach…○Arif Md. 

Rashedul Kabir1・Atsushi P. Kimura2・Kazuki Sada1,3・Akira 

Kakugo1,3 1)Fac. of Sci., Hokkaido Univ.、2)Grad. Sch. of 
Life. Sci., Hokkaido Univ.、3)Grad. Sch. of Chem. Sci. and 
Eng., Hokkaido Univ.  

16:40  2ESA17    Synthesis of Acrylic acid Oligomer Ligands in 

the Presence of Biomolecules…○Hinata Takimoto1・Shohei 

Taniguchi1・Masanori Nagao1・Yusuke Yonamine1・Yu 

Hoshino1・Miura Yoshiko1 1)Grad. Sch. of Chem. Eng., 
Kyushu Univ.  

17:05  2ESA18    Preparation and Evaluation of Discrete 

Synthetic Oligomer Ligands…○Shohei Taniguchi1・Sho 

Katakami1・Yusuke Yonamine1・Yu Hoshino1・Yoshiko Miura1 

1)Dept. of Chem. Eng., Kyushu Univ.  

  

Fri. Sep 14  

D. 生体高分子および生体関連高分子 

BIOPOLYMERS AND BIORELATED POLYMERS  
“English Session”  

H. Takemoto, presiding  

9:10  3ESA01    Shear-induced fabrication of multiple parallel 

alginate gel filaments using a coaxial flow system…○

Yuriko Takayama1・Norihiro Kato1 1)Grad. Sch. of Eng., 
Utsunomiya Univ.  

9:35  3ESA02    Influence of particle shapes and surface 

property on phagocytic activity of macrophages…○

Akihiko Kikuchi1・Yota Kosukegawa1・Masatoshi Kawase1・

Taka-Aki Asoh2・Ryo Ishihara1 1)Dept. Mat. Sci. & Tech., 
Tokyo Univ. of Sci.、2)Dept. Appl. Chem., Osaka Univ.  

10:00  3ESA03    Fission of dumbbell-shaped vesicle triggered 

by reconstruction of amphiphilic peptide packing…○Kon 

Son1・Motoki Ueda2・Yoshihiro Ito2・Shinji Takeoka1 1)Grad. 
Sch. of Adv. Sci. Eng., Waseda Univ.、2)Riken  

  

A. 高分子化学 

POLYMER CHEMISTRY: SYNTHESIS AND 

REACTIONS  
“English Session”  

F. Sanda, presiding  

10:25  3ESA04    Development of Kinetic Hydrate Inhibitor Using 

Poly(N-vinylamide) Derivatives Bearing Alkene Group and 

Their Molecular Weight Effect…○Ryo Kawatani1・Malcolm 

A Kelland2・Hiroharu Ajiro1,3 1)Div. of Mat. Sci., NAIST、
2)Dep. of. Chem. Bio. Env. Eng., Univ. of Stavenger、3)Inst. 
of Res. Init., NAIST  

10:50  3ESA05    Grafting polystyrene to polypropylene initiated 

by the organozinc compound…○Chao Zhao1・Hiromu 

Okada1・Ryuichi Sugimoto1 1)Grad. Sch. of Eng., Kochi 
Univ. of Tech.  

M. Yoshida, presiding  

11:15  3ESA06    Design, synthesis, and characterization of 

conjugated block copolymers containing poly(3-

hexylthiophene) and bio-based poly(δ-decanolactone)…
○Li Che Hsu1,2・Saburo Kobayashi1・Tzu Hsuan Liu3・Takuya 

Isono4・Takuya Yamamoto4・Kenji Tajima4・Toshifumi 

Satoh4・Wen Chang Chen5 1)Grad. Sch. Of Chem. Sci. and 
Eng. , Hokkaido Univ.、2)Inst. of Polym. Sci. and Eng. , Natl. 
Taiwan Univ.、3)Inst. of Chem. Eng. , Natl. Taipei Univ. of 
Tech.、4)Fac. of Eng. , Hokkaido Univ.、5)Dept. of Chem. 
Eng. , Natl. Taiwan Univ.  

11:40  3ESA07    Synthesis and structure control of platinum-

containing conjugated polymers ligated with bipyridine 

ligands bearing optically active amide groups…○Taichi 

Sotani1・Tatsuya Ogawa1・Yu Miyagi1・Fumio Sanda1 

1)Kansai Univ. Fac. Chem., Mat. Bioeng.  

H. Ajiro, presiding  

12:55  3ESA08    Thermostimulated Reversible Interconversion 

between m-Phenyleneimine Macrocycle and Linear 

Oligomers…○Toshihiko Matsumoto1,2・Yasuaki Kikuchi2 

1)Fac. of Eng., Tokyo Polytechnic Univ.、2)Hachinohe Col., 
Natl. Inst. of Tech.  

13:20  3ESA09    Chirality Sensing and Enantio Separation of 

Amino Alcohols by Using a Helical Supramolecular Polymer

…○Krishnachary Salikolimi1・Ammathnadu S Achalkumar2・

Vakayil K Praveen3・Kuniyo Yamada1・Yasuhiro Ishida1 

1)RIKEN Ctr. for Emergent Matter Sci.、2)Dept. of Chem., 
Indian Inst. of Tech.、3)Chem. Sci. and Tech. Division, 
CSIR-Natl. Inst. for Interdisciplinary Sci. and Tech.  

13:45  3ESA10    Degradation Behavior of Multi-Layered 

Thermoset-Resin Based Fiber-Reinforced Polymers By 

Superheated Steam…○Chi Hoong Chan1・Minato 

Wakisaka1・Haruo Nishida1 1)Grad. Sch. Life Sci. & 
Systems Tech., Kyushu Inst. of Tech.  

  

ＥＳＢ 会 場  
E318, Institute for the Advancement of Higher Education  

Wed. Sep 12  

B. 高分子構造・高分子物理 

POLYMER PHYSICS: STRUCTURE AND 

PROPERTIES  
“English Session”  

Y. Okamura, presiding  

10:00  1ESB03    A Study of Hydrogen Bonding of Polyethylene 

Glycol-Based Polymer Blend in The Low-frequency 

Region…○Dian MARLINA1,2・Harumi SATO1 1)Grad. Sch. of 
Human Development and Environment, Kobe Univ.、
2)Fakultas Farmasi, Universitas Setia Budi  

10:25  1ESB04    Modification of poly(methyl methacrylate) by 

addition of metal salt…○Asae Ito1・Panitha Phulkerd1・

Masayuki Yamaguchi1 1)JAIST  

H. Sato, presiding  

10:50  1ESB05    Polyamide/Nanodiamond Nanocomposites 

Prepared by In-situ Polymerization…○Seira Morimune-

Moriya1・Sayumi Yada1・Nanako Kuroki1 1)Col. of Eng., 
Chubu Univ.  

11:15  1ESB06    Formation of elongated phase separation 

domains in spin-cast polymer blend thin films…○Hong 

Zhang1・Yosuke Okamura1,2 1)Micro/Nano Tech. Ctr., 
Tokai Univ.、2)Grad. Sch. of Eng., Tokai Univ.  

11:40  1ESB07    Mechanochromic Behavior and Structure 

Change of Colloidal Crystal Elastomer Prepared from 



Polymer Grafted Nanoparticles…○Chao-Hung Cheng1・

Shuhei Nozaki1・Chigusa Nagano1・Shiori Masuda1・

Tomoyasu Hirai1,2,3・Yuji Higaki1,2,3・Ken Kojio1,2,3・Atsushi 

Takahara1,2,3 1)Grad. Sch. of Eng. , Kyushu Univ.、2)Inst. 
for Mat. Chem. and Eng., Kyushu Univ.、3)InterNatl. Inst. 
for Carbon-Neutral Energy Research, Kyushu Univ.  

Y. Miura, presiding  

12:55  1ESB08    Visualization of Accuracy for the AFM 

Nanomechanical Mapping of the Morphology of a Rubber 

Network…○Taichi Nakajima1・Takumi Ohashi2・Tomoyuki 

Sato1・Preeyanuch Junkong2・Yuko Ikeda2 1)Grad. Sch.Sci. 
Tech., Kyoto Inst. Tech.、2)Kyoto Inst. Tech.  

13:20  1ESB09    Concentration profiles in photo-curing porous 

coatings…○Hirokazu Yoshihara1,2・Masato Yamamura1 

1)Dept. of App. Chem., Kyushu Inst. of Tech.、2)Dai Nippon 
Printing  

13:45  1ESB10    Grazing Incident Scattering on Model Catalyst 

for Polymer Electrolyte Fuel Cell…○Satoru Ueda1・Satoshi 

Koizumi1・Seiichi Kuroda2・Andrew Nelson3・Robert 

Robinson1 1)Grad. Sch. of Sci and Eng., Ibaraki Univ.、
2)Fuel Cell Cutting-Edge Res. Ctr. Tech. Res. 
Association、3)Australian. Nuclear Sci. and Tech. 
Organisation.  

S. Koizumi, presiding  

14:10  1ESB11    Porous Membranes with Large Surface Area 

Prepared by Phase Inversion Micro Molding…○Yida Liu1・

Yu Hoshino1・Yoshiko Miura1 1)Grad. Sch. of Eng., Kyushu 
Univ.  

14:35  1ESB12    Monodispersity and discreteness of the 

aggregation number of resorcinarene-based reverse-

micelles…○Shota Fujii1・Rika Miyake1・Ji Ha Lee1・Rintaro 

Takahashi1・Kazuo Sakurai1 1)Dept. Chem. & Biochem. 
Univ. Kitakyushu  

15:00  1ESB13    Separation of Poly(ethylene glycol) with 

different terminal groups using MOFs…○Benjamin Le 

Ouay1,2・Chikara Watanabe3・Takashi Uemura1,2,4 1)Grad. 
Sch. Frontier Sci., Univ. Tokyo、2)JST-CREST、3)Grad. 
Sch. of Eng., Kyoto Univ.、4)Grad. Sch. of Eng., Univ. 
Tokyo  

15:25  1ESB14    Morphological Transition of Oppositely Charged 

Calix[4]arene Surfactant Mixture…○Ji Ha Lee1・Shota 

Fujii1・Rintaro Takahashi1・Kazuo Sakurai1 1)Dept. Chem. & 
Biochem. Univ. Kitakyushu  

K. Tanaka, presiding  

15:50  1ESB15    Novel molecular modification of bio-based 

polybenzimidazole to obtain single ion conducting 

polyelectrolyte…○Aniruddha Nag1,2・Mohammad Asif Ali1,2・

Raman Vedarajan1・Noriyoshi Matsumi1・Tatsuo Kaneko1,2 

1)Japan Advanced Inst. of Sci.and Tech. (JAIST)、2)JST-
CREST  

16:15  1ESB16    Conformational Transition of Double-Helical 

Polysaccharide Xanthan in Renaturation Process…○Yu 

Tomofuji1・Ken Terao1 1)Grad. Sch. of Sch., Osaka Univ  

16:40  1ESB17    Dehydration, Self-Association, and Phase 

Separation Behavior of Thermosensitive Polyoxazoline 

Star Block-Copolymers in Aqueous Solution…○Tetiana 

Sezonenko1・Takahiro Sato1・Xing-Ping Qiu2・Francoise M. 

Winnik2 1)Grad. Sch. of Sci., Osaka Univ.、2)Dept of 
Chem., Montreal Univ.  

T. Kaneko, presiding  

17:05  1ESB18    Micellization and Phase Separation in Aqueous 

Solutions of Poly(N-isopropylacrylamide)-b-Poly(N-vinyl-

2-pyrrolidone) upon Heating.…○Chen Kuang1・Yusa Shin-

ichi2・Sato Takahiro1 1)Grad. Sch. of Sci., Osaka Univ.、
2)Grad. Sch. of Eng., Univ. of Hyogo  

17:30  1ESB19    Phase separation during bulk polymerization of 

methyl methacrylate…○Yasuhito Suzuki1・Yuya 

Shinagawa1・Akikazu Matsumoto1 1)Grad. Sch. of Eng., 
Osaka Pref. Univ.  

17:55  1ESB20    Pre-History and Flow Behavior of Electro-

Rheological Nano-Suspensions…○Katsufumi Tanaka1・H. 

Ieki1・A. Ichikawa1・Y. Yamamura1・H. Masumoto1・M. 

Takasaki1・H. Kobayashi1 1)Dept. of Macromolecular 
Sci.and Eng. , Kyoto Inst. of Tech.  

  

Thu. Sep 13  

B. 高分子構造・高分子物理 

POLYMER PHYSICS: STRUCTURE AND 

PROPERTIES  
“English Session”  

S. Yusa, presiding  

9:10  2ESB01    Predicting the phase behavior of the 

poly(vinylidene fluoride)/N-methyl-2-pyrrolidone/water 

ternary system: all-atom molecular dynamics simulation…
○Tseden Taddese1・Masahiro Kitabata1・Susumu Okazaki1 

1)Grad. Sch. of Eng., Nagoya Univ.  

9:35  2ESB02    A Model for apparent viscoelasticity of re-

melted extruded polystyrene foam(XPS) around melting 

point…○Ryoma Kitagaki1・Takehiko Arai2・Takato Ishida3 

1)Grad. Sch. of Eng., Hokkaido Univ.、2)EKO 
INSTRUMENTS、3)Grad. Sch. of Eng., the Univ. of Tokyo  

10:00  2ESB03    Dynamic viscoelasticity and shear birefringece 

of nanocelluloses in dilute dispersions…○Reina Tanaka1・

Yu Kashiwagi2・Tadashi Inoue2 1)Forestry and Forest 
Products Research Inst.、2)Grad. Sch. of Sci., Osaka Univ.  

J. Gong, presiding  

10:25  2ESB04    Comparison of three blob sizes of model 

network gel fabricated with linear and tetra PEG 

prepolymers…○Yui Tsuji1・Xiang Li1・Mitsuhiro Shibayama1 

1)ISSP., Tokyo Univ.  

10:50  2ESB05    Kinetically Induced Turbid-to-Transparent 

Transition in Polyampholyte Hydrogels…○Honglei Guo1,2・

Chengtao Yu3・Takayuki Kurokawa1,2・Taolin Sun1,2・

Kunpeng Cui1・Xueyu Li1,2・Yunzhou Guo3・liang Chen3・

Yanan Ye3・ping Rao3・JianPing Gong1,2 1)Fac. of 
Advanced Life Sci., Hokkaido Univ.、2)Soft Matter GI-
CoRE, Hokkaido Univ.、3)Grad. Sch. of Life Sci., Hokkaido 
Univ.  

11:15  2ESB06    Characteristics and Necessity of Alternative 

Natural Rubbers from Guayule and Rubber Dandelion…○

Preeyanuch JUNKONG1・Katrina CORNISH2・Yuko IKEDA3 

1)Research Strategy Promotion Ctr., Kyoto Inst. of 
Tech.、2)Dept.s of Food, Agri. and Biological Eng., and 
Horticulture and Crop Sci., Ohio Agri. Research and 
Development Ctr., The Ohio State Univ.、3)Fac. of 
Molecular Chem. and Eng., Kyoto Inst. of Tech.  

11:40  2ESB07    Preparation of tough porous gels using double 

network principle and cryogelation…○Tomas Sedlacik1,2・

Ryuji Kiyama3・Takayuki Nonoyama1,2・Tasuku Nakajima1,2・

Jian Ping Gong1,2 1)F. of Adv. Life Sci., Hokkaido Univ.、
2)GI-CoRE, GSS, Hokkaido Univ.、3)Grad. Sch. of Life. Sci.  

K. Okoshi, presiding  

12:55  2ESB08    Paraffinic Metal-Organic Polyhedrons as a 

New Class of Nanoporous Liquid-Crystalline Materials…○

Nobuhiko Hosono1・Susumu Kitagawa1 1)KUIAS, Kyoto 
Univ.  

13:20  2ESB09    Dynamical study of inorganic / polymer hybrid 

colloidal liquid crystals by X-ray photon correlation 

spectroscopy…○Taiki Hoshino1・Masanari Nakayama2・So 



Fujinami1・Tomotaka Nakatani1・Takashi Kato2 1)RIKEN 
RSC、2)Grad. Sch. of Eng., The Univ. of Tokyo  

S. Sakurai, presiding  

13:45  2ESB10    Liquid phase crystallization and morphology 

study of organolead halide perovskites…○Satoshi 

Watanabe1・Tenyu Date2・Masashi Kunitake1 1)Facul. of 
Adv. Sci. Tech., Kumamoto Univ.、2)Grad. Sch. of Sci. 
Tech., Kumamoto Univ.  

14:10  2ESB11    Nucleation theory on multi chain system with 

conformation entropy…○Hiroshi Yokota1・Toshihiro 

Kawakatsu1 1)Grad. Sch. of Sci., Tohoku Univ.  

T. Kawakatsu, presiding  

14:35  2ESB12    Morphology and structural formation of 

millimeter-scale giant spherulites in poly(ethylene glycol) 

thin films obtained by direct spin coating…○Tien Nguyen1・

Shinichi Sakurai2・Katsuhiro Yamamoto1,3 1)Dept. of Life 
Sci.and Applied Chem., Gradual Sch. of Eng. , Nagoya Inst. 
of Tech、2)Dept. of Biobased Mat. Sci., Kyoto Inst. of 
Tech.、3)Frontier Research Inst. for Mat. Sci., Nagoya Inst. 
of Tech.  

15:00  2ESB13    Studies on Concentration Dependene of a 

Liquid-Type Crystallization Agent on Crystallization of 

Poly(L-Lactic Acid)…○Diep Thi Ngoc Pham1・Vimal 

Katiyar2・Sono Sasaki1・Shinichi Sakurai1 1)Grad. Sch. of 
Sci. and Tech., Kyoto Inst. of Tech.、2)Indian Inst. of Tech. 
Guwahati  

15:25  2ESB14    Influence of Silk Nanocrystals on the 

Crystallization Behavior of Poly (L-Lactic Acid)…○Amit 

Kumar Pandey1・Rahul Patwa2・Vimal Katiyar2・Hideaki 

Takagi3・Nobutaka Shimizu3・Noriyuki Igarashi3・Sono 

Sasaki1・Shinichi Sakurai1 1)Grad. Sch. of Sci.and Tech., 
Kyoto Inst. of Tech.、2)Dept. of Chem. Eng., Indian Inst. of 
Tech. Guwahati,、3)High Energy Accelerator Research 
Organization, Tsukuba  

15:50  2ESB15    Grain Growth on the Free Surface and in the 

Thickness Direction of Triblock Copolymer Thin Film 

forming Spherical Microdomains…○Rasha Bayomi1・Konomi 

Honda1・Isao Wataoka1・Hideaki Takagi2・Nobutaka 

Shimizu2・Noriyuki Igarashi2・Sono Sasaki1・Shinichi Sakurai1 

1)Grad. Sch. of Sci.and Tech., Kyoto Inst. of Tech.、
2)Photon Factory, High Energy Accelerator Research 
Organization  

  

F. 高分子工業材料・工学 

INDUSTRIAL POLYMERS AND TECHNOLOGY  
“English Session”  

H. Nakano, presiding  

16:15  2ESB16    Microstructure of foam determined by SANS…
○Satoshi Koizumi1・Tomokazu Yoshimura2・Shiho Yada2・

Hiroya Fujita3・Hiroshi Shimosegawa3・Yukako Matsue4・

Yohei Noda1 1)Inst. of Quantum Beam Sicence, Ibaraki 
Univ.、2)Nara Women's Univ.、3)Nichiyu、4)Kracie  

16:40  2ESB17    Highly Transparent Alicyclic Polyimide Films 

Fabricated at Low Temperature…○Toshihiko 

Matsumoto1,2・Tomohiro Mizuta1・Hiroki Ozawa1・Eriko 

Ishiguro1 1)Fac. of Eng., Tokyo Polytechnic Univ.、
2)Hachinohe Col., Natl. Inst. of Tech.  

  

Fri. Sep 14  

C. 高分子機能 

FUNCTIONAL POLYMERS AND POLYMER 

FUNCTIONS  
“English Session”  

K. Miyatake, presiding  

9:10  3ESB01    Polythioureas and their Segment Block 

Copolymers: Synthesis and Dielectric Material…○Yang 

Feng1,2・Yuki Hasegawa2・Takeo Suga2・George Chen1・

Shengtao Li1・Hiroyuki Nishide2 1)Xi'an Jiaotong Univ.、
2)Dept Applied Chem., Waseda Univ.  

9:35  3ESB02    Study on Ionic Conduction Change in 

Europium(III)-Based Metallo-Supramolecular Polymers by 

Varying the Counter Cation…○Narayana Yemineni1・

Masayoshi HIGUCHI1 1)Natl. Inst. for Mat. Sci.  

M. Higuchi, presiding  

10:00  3ESB03    Significant enhancement of hole hopping ability 

in conjugated polymer/fullerene bulk heterojunction 

microspheres…○Amandeep Jindal1・Hiroaki Kotani2・Soh 

Kushida3・Akinori Saeki4・Takahiko Kojima2・Yohei 

Yamamoto1 1)Dept. of Mat. Sci., Fac. of Pur. & App. Sci., 
Univ. of Tsukuba、2)Dept. of Chem., Fac. of Pur. & App. 
Sci., Univ. of Tsukuba、3)Org-Chem Inst., Rup.-Karl-
Univ.、4)Dept. Appl. Chem., Drad. Sch. of Eng., Osaka Univ.  

10:25  3ESB04    Development of biocompatible gel for 

measuring the biosignal with low noise…○Yuki Noda1・

Naomi Toyoshima1・Teppei Araki1・Shuusuke Yoshimoto1・

Hirokazu Iida1・Takafumi Uemura1・Tsuyoshi Sekitani1 

1)ISIR, Osaka Univ.  

T. Suga, presiding  

10:50  3ESB05    Synthesis and properties of sulfonated 

poly(phenlyene)s containing hexafluoro propane groups as 

fuel cell membranes…○JINJU AHN1・KENJI MIYATAKE2,3 

1)Grad. Sch. of Eng., Univ. of Yamanashi、2)Clean Energy 
Research Ctr., Univ. of Yamanashi、3)Fuel Cell NanoMat. 
Ctr., Univ. of Yamanashi  

11:15  3ESB06    Effect of cross-linking on the properties of 

partially fluorinated anion exchange membranes…○Daniel 

Koronka1・Kenji Miyatake2 1)Grad. Sch. of Eng., Univ. of 
Yamanashi、2)Fuel Cell NanoMat. Ctr., Univ. of Yamanashi  

11:40  3ESB07    Two-dimensional coordination nanosheets for 

electrochromic application…○Manas Kumar BERA1・

Masayoshi HIGUCHI1 1)Natl. Inst. for Mat. Sci.  

K. Fuchise, presiding  

12:55  3ESB08    Metallo-Supramolecular Based Electrochromic 

Device and Its Thermal Durability…○Sanjoy MONDAL1・

Masayoshi HIGUCHI1 1)Natl. Inst. for Mat. Sci. (NIMS)  

13:20  3ESB09    Swelling behavior of lipophilic polyelectrolyte 

gels in mixed solvents…○Xinmeng Wang1・Sokuro 

Sunaga1・Kenta Kokado1,2・Kazuki Sada1,2 1)Grad. Sch. 
Chem. Sci. Eng., Hokkaido Univ.、2)Fac. Sci., Hokkaido Univ.  

13:45  3ESB10    Extremely Tough Soft Composites from 

Elastomers and Fabrics…○Wei Cui1・Daniel R. King2,3・Tao 

Lin Sun2,3,4・Liang Chen1・Yiwan Huang1・Takayuki 

Nonoyama2,3・Takayuki Kurokawa2,3・Yoshiyuki 

Saruwatari5・Jian Ping Gong2,3 1)Grad. Sch. of Life Sci., 
Hokkaido Univ.、2)Fac. of Advanced Life Sci., Hokkaido 
Univ.、3)Soft Matter GI-CoRE, Hokkaido Univ.、4)South 
China Advanced Inst. for Soft Matter Sci. and Tech., South 
China Univ. of Tech.、5)Osaka Org. Chem. Ind.  

S. Kajiyama, presiding  

14:10  3ESB11    Photoresponsive Aromatic Micelles Comprising 

ortho-Substituted Bent Amphiphilic Compounds…○

Lorenzo Catti1・Natsuki Kishida1・Tomokuni Kai1・Munetaka 

Akita1・Michito Yoshizawa1 1)Lab. for Chem. and Life Sci., 
Inst. of Innov. Research, Tokyo Tech  

14:35  3ESB12    Fabrication of hydrophobic polymer surfaces 

including fluorine-containing functional groups with 

different chemical structures into their side chains…○

Yijun Xie1・Takuya Matsumoto1・Chizuru Hongo1・Norifumi 



L. Yamada2・Takashi Nishino1 1)Grad. Sch. of Eng., Kobe 
Univ.、2)High Energy Accelerator Research Organization 
(KEK)  

T. Matsumoto, presiding  

15:00  3ESB13    Structural Control of Thin Films of Layered 

Zinc Hydroxides by Using Organic Polymers and Their 

Conversion to ZnO Thin Films with Nanostructures…○

Satoshi Kajiyama1・Fumiya Katase1・Takashi Kato1 1)Sch. 
of Eng., The Univ. of Tokyo  

15:25  3ESB14    Robustification of ITO nanolayer by surface-

functionalization of transparent biopolyimide substrates…
○Sumant Dwivedi1・Narubol Charoencheep1・Tatsuo 

Kaneko1,2 1)JAIST、2)ALCA, Japan  

 


